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本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　

落
語
家
の
柳
家
東
三
楼

（
47
）
が
芸
歴
25
周
年
、
真
打

ち
昇
進
、
柳
家
東
三
楼
襲
名
10

周
年
、
米
国
移
住
5
周
年
を
記

念
し
て
22
日
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ

ー
ル
の
ワ
イ
ル
リ
サ
イ
タ
ル
ホ

ー
ル
で
独
演
会
を
開
催
し
た
。

日
本
の
落
語
家
が
カ
ー
ネ
ギ
ー

ホ
ー
ル
で
独
演
会
を
開
く
の
は

は
じ
め
て
。

　

東
三
楼
は
こ
れ
ま
で
「
日
本

の
落
語
を
世
界
のRAKUGO

」

に
と
の
使
命
で
ア
メ
リ
カ
、
カ

ナ
ダ
と
多
く
の
英
語
公
演
を
し

て
き
た
。
今
回
は
「
時
そ
ば
」

を
日
本
語
と
英
語
、「
死
神
」

を
舞
台
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
移

し
て
英
語
で
、
名
作
「
芝
浜
」

は
日
本
語
で
行
っ
た
。
日
本
語

が
分
か
ら
な
い
来
場
者
も
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
英
語
解
説
を
見
て

内
容
を
理
解
し
、
通
訳
、
字
幕

な
し
で
熱
心
に
聞
い
て
声
を
あ

げ
て
笑
っ
た
。
公
演
後
、
東
三

楼
は
「
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
で

落
語
会
を
す
る
、
と
半
分
洒
落

で
言
っ
て
い
た
こ
と
が
実
現
し

た
。
半
分
以
上
が
英
語
で
、
し

か
も
自
分
で
翻
案
し
た
作
品
だ

っ
た
。
落
語
フ
ァ
ン
に
は
暮
の

代
名
詞
、
落
語
界
の
第
九
と
い

わ
れ
る
『
芝
浜
』
で
は
、
私
の

人
生
と
も
重
な
り
、
サ
ゲ
を
言

っ
た
後
、
思
わ
ず
涙
が
こ
ぼ
れ

て
し
ま
っ
た
。
多
く
の
お
客
様

の
温
か
く
、
強
い
拍
手
を
い
た

だ
い
た
。
こ
れ
か
ら
も
落
語
と

私
の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
」
と
話
し
て
い
た
。

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
美
術
館

（200 Eastern Parkway

）
は

今
月
５
日
か
ら
、
歌
川
広
重
の

「
名
所
江
戸
百
景
（feat. 

村
上

隆
）」
と
題
し
た
展
示
を
開
催

し
て
い
る
。
江
戸
時
代
の
浮
世

絵
師
、
歌
川
広
重
（
１
７
９
７

〜
１
８
５
８
）
の
同
美
術
館
所

蔵
の
作
品
１
１
８
点
を
展
示
。

劣
化
を
防
ぐ
た
め
普
段
は
展
示

し
て
い
な
い
た
め
、
今
回
は

２
０
０
０
年
の
展
示
会
以
来
、

24
年
ぶ
り
の
公
開
と
な
る
。

　
「
名
所
江
戸
百
景
」
は

１
８
５
６
年
か
ら
58
年
に
か
け

て
か
け
て
制
作
さ
れ
た
連
作
浮

世
絵
名
所
絵
で
、
春
の
お
花

見
、
夏
の
暴
風
雨
や
両
国
の
花

火
、
も
み
じ
の
落
葉
、
雪
景
色

な
ど
、
江
戸
の
四
季
折
々
の
風

景
に
出
会
え
る
。
広
重
の
浮
世

絵
は
、
幕
末
を
迎
え
た
江
戸
の

名
所
と
街
並
み
、
そ
こ
に
暮
ら

す
人
々
が
生
き
生
き
と
描
か
れ

て
い
る
。
ゴ
ッ
ホ
が
模
写
し
た

作
品
と
し
て
有
名
な
亀
戸
梅
屋

敷
、
大
き
な
鯉
の
ぼ
り
が
泳
ぐ

水
道
橋
駿
河
、
雪
の
浅
草
寺
な

ど
、
大
胆
な
構
図
に
加
え
、
同

美
術
館
の
所
蔵
品
は
初
摺
り
に

近
い
貴
重
な
も
の
と
い
わ
れ
て

い
る
だ
け
あ
っ
て
、
そ
の
色
の

鮮
や
か
さ
に
驚
く
。
ま
た
多
く

の
作
品
に
富
士
山
が
描
か
れ
て

お
り
、
江
戸
時
代
は
こ
う
だ
っ

た
の
か
と
思
い
を
馳
せ
な
が
ら

楽
し
め
る
。
会
場
に
は
、
広
重

と
村
上
隆
に
よ
る
２
部
構
成
で

２
０
０
点
以
上
の
作
品
が
並

び
、
そ
の
数
の
多
さ
と
美
し
さ

に
圧
倒
さ
れ
る
。
こ
の
企
画
展

の
た
め
に
制
作
さ
れ
た
現
代
美

術
家
の
村
上
隆
に
よ
る
大
型
作

品
も
同
時
公
開
さ
れ
て
い
る
。

（
高
田
由
起
子
、
写
真
も
。
関

連
記
事
11
面
に
）

村
上
隆
描
く

歌
川
広
重現代とコラボ

所蔵１１８点を公開
ブルックリン美術館

柳
家
東
三
楼
が
独
演
会

　
　
　

カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
に
笑
い

「時そば」を話す東三楼（22日ワイルリサイタルホールで、写真・本紙・三浦良一）

https://www.restaurantnippon.com/
https://www.umamigallery.com/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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ギ
ャ
ラ
リ
ー
60
Ｎ
Ｙ
Ｃ
（
東

60
丁
目
２
０
８
番
地
）
で
４
月

27
日（
土
）か
ら
５
月
19
日（
火
）

ま
で
、
大
橋
禾
苗
・
お
お
は
し

こ
う
じ
親
子
に
よ
る
シ
ャ
ド
ー

ボ
ッ
ク
ス
（
切
り
絵
ア
ー
ト
）

な
ど
、
従
来
の
シ
ャ
ド
ー
ボ
ッ

ク
ス
の
水
準
を
は
る
か
に
超
え

る
も
の
を
創
造
。
ル
ー
ブ
ル
美

術
館
の
国
際
芸
術
コ
ン
ク
ー
ル

で
の
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
、
バ
チ

カ
ン
の
ロ
ー
マ
法
王
か
ら
の
表

彰
、
日
仏
芸
術
親
善
大
使
、
オ

ラ
ン
ダ
王
室
や
ザ
ル
ツ
ブ
ル
グ

宮
殿
美
術
館
か
ら
の
表
彰
な

ど
、
シ
ャ
ド
ー
ボ
ッ
ク
ス
発
祥

の
地
で
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

最
上
級
の
評
価
を
得
て
い
る
。

２
０
１
８
年
に
は
文
部
科
学
大

臣
賞
を
受
賞
し
、
日
本
国
内
に

お
い
て
も
、
名
実
と
も
に
工
芸

か
ら
芸
術
へ
と
昇
華
し
た
彼
女

の
作
品
は
「
光
と
影
の
立
体
芸

術
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　

若
い
世
代
や
子
供
た
ち
に
シ

ャ
ド
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
裾
野
を
広

げ
た
い
と
願
う
大
橋
禾
苗
は
、

や
が
て
長
男
・
お
お
は
し
こ
う

じ
が
描
く
、
80
年
代
の
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
身
に
着
け
た
カ
ラ
フ

ル
・
ポ
ッ
プ
な
色
彩
感
覚
と
大

胆
な
構
図
の
絵
に
注
目
。
お
お

は
し
こ
う
じ
は
、
自
ら
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
、「
熱

血
・
目
ヂ
カ
ラ
３
歳
児
ル
キ
ぼ

ん
」
と
「 

ク
マ
の
王
子
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
」
を
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー

し
た
コ
ミ
ッ
ク
・
ア
ー
ト
を
制

作
。
そ
の
原
画
を
母
・
禾
苗
が

シ
ャ
ド
ー
ボ
ッ
ク
ス
に
し
て
展

示
し
た
と
こ
ろ
、「
人
生
が
楽

し
く
な
る
」「
見
る
だ
け
で
元

気
に
な
る
」
と
大
評
判
を
呼
ん

で
以
後
、
お
お
は
し
こ
う
じ

は
、
電
通
の
広
告
マ
ン
を
辞
め

て
母
・
禾
苗
の
シ
ャ
ド
ー
ボ
ッ

ク
ス
用
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
原
画
制

作
に
打
ち
込
み
、
コ
ピ
ッ
ク
ペ

ン
を
画
材
に
、
浮
世
絵
の
要
素

も
取
り
入
れ
圧
倒
的
な
ス
ケ
ー

ル
の
絵
を
次
々
と
生
み
出
し
て

い
る
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
は
27
日
（
土
）
午
後
５

時
か
ら
７
時
。
参
加
希
望
者
は

要
予
約 gallery60nyc.com

展
が
開
催
さ
れ
る
。

　

シ
ャ
ド
ー
ボ
ッ
ク
ス
は
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
貴
族
の
遊
び
か
ら
生

ま
れ
た
技
法
。
同
じ
絵
を
何
枚

も
切
り
抜
き
、
特
殊
な
糊
で
重

ね
て
奥
行
き
を
持
た
せ
る
立
体

ア
ー
ト
。
完
成
品
に
光
を
当
て

る
と
、
ま
る
で
生
き
て
い
る
よ

う
に
生
命
が
蘇
る
。

　

今
展
の
テ
ー
マ
は
ド
ラ
ゴ

ン
。
こ
れ
ま
で
に
大
橋
親
子
が

手
が
け
た
龍
を
題
材
に
し
た
作

品
を
中
心
に
展
示
す
る
。
大
橋

禾
苗
は
、
80
年
代
の
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
で
こ
の
技
法
を
学
び
、
日

本
に
持
ち
帰
っ
た
。
ミ
ケ
ラ
ン

ジ
ェ
ロ
や
葛
飾
北
斎
な
ど
に
も

題
材
を
取
り
、
絵
の
解
釈
、
カ

ッ
ト
の
精
度
、
奥
行
き
の
深
さ

ギャラリー 60ＮＹＣ
４月 27日から一般公開

お
お
は
し
こ
う
じ
親
子
展

シ
ャ
ド
ー
ボ
ッ
ク
ス
で
龍
描
く

　

い
け
ば
な
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
Ｎ
Ｙ
と
ジ
ェ
イ
・
ヘ
リ
テ

ー
ジ
セ
ン
タ
ー
と
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
「Hello 

Spring!

」
を
テ
ー
マ
に
し
た

イ
ベ
ン
ト
が
４
月
16
日
（
火
）

午
前
11
時
か
ら
、
ウ
エ
ス
ト
チ

ェ
ス
タ
ー
郡
ラ
イ
の
ジ
ェ
イ
・

ヘ
リ
テ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
た
。

　

午
前
11
時
か
ら
ジ
ュ
デ
ィ

ス
・
セ
ツ
コ
・
ハ
タ
（
畑
節
子
）

氏
に
よ
る
華
や
か
な
い
け
ば
な

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
展

示
が
行
わ
れ
た
。
当
日
は
、
定

員
を
は
る
か
に
超
え
る
１
３
０

人
以
上
の
参
加
者
、
関
係
者
に

見
守
ら
れ
、
大
成
功
の
う
ち
に

幕
を
閉
じ
た
。

　

い
け
ば
な
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
Ｎ
Ｙ
は
１
９
７
０
年
に
草

月
流
の
創
始
者
、
勅
使
河
原
蒼

風
に
よ
り
、
Ｎ
Ｙ
草
月
支
部
を

任
さ
れ
創
設
。
畑
さ
ん
は
草
月

流
い
け
ば
な
の
最
高
ラ
ン
ク
の

理
事
で
あ
り
、
２
０
１
８
年
に

旭
日
双
光
章
を
受
勲
し
て
い

る
。「
今
後
も
ま
す
ま
す
活
動

の
場
を
広
げ
、
い
け
ば
な
を
通

じ
て
、
日
本
文
化
継
承
に
邁
進

し
て
い
き
た
い
」
と
い
う
思
い

を
参
加
者
全
員
が
共
有
で
き
た

華
や
か
な
１
日
と
な
っ
た
。

　

詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://www.ikebanany.
org/

を
参
照
。

い
け
ば
な
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
Ｎ
Ｙ

畑
さ
ん
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
華
や
か
に

https://japan-universities.com/event/collegefair_2024sp.html?utm_source=LH&utm_medium=NY
https://www.ikebanany.org
https://www.gallery60nyc.com/
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 日本クラブからのお知らせ
■メトロポリタンオペラ 鑑賞会＆直前勉強会
 第 3回 プット作『めぐりあう時間たち』“The Hours”
 

●オペラ鑑賞会：5/5（日）3PM
 （現地集合 2：30PM） 会員 $130/一般 $140
 ●直前勉強会：5/3（金）6PM 会員 $20/一般 $30
 プット作「めぐりあう時間たち」（The Hours）を

5/5（日）に鑑賞、指揮は国際的な舞台で活躍する、
若手指揮者のケンショウ・ワタナベ氏（写真左）が
担当します。またスペシャルイベントとして、5/3
（金）の直前勉強会にワタナベ氏をお迎えし、この
新作オペラの観どころ・聴きどころを解説してい
ただきます。直前勉強会のみの参加可。イベント
の詳細は www.nipponclub.orgをご覧ください。

■日本クラブ混声コーラス部 オープンクラスのご案内
 混声コーラス部では、5/7（火） 6～ 8：15PMに特
別オープンクラスを開催します。参加費は無料。初
心者の方も、楽譜が読めない方も、どなたでも大歓
迎です。芸術監督、伊藤玲阿奈氏による分かりやす
く楽しい指導をぜひ体験してください。ご興味のあ
る方は info@nipponclub.orgまでお問い合わせくだ
さい。

■ 2014 年タングルウッド音楽祭バスツアー
 8/18（日）に、野外で一流の演奏を楽しむタン
グルウッド音楽祭へのバスツアーを予定していま
す。ボストン交響楽団と世界的に有名なチェリス
ト、ヨーヨーマ氏の演奏を、緑溢れる気持ちの良い
空間で楽しみませんか？詳細・お申し込みは www.
nipponclub.orgをご覧ください。

The Nippon Club, Inc.
145 W. 57th St., New York, NY 10019　

Tel: 212-581-2223　
  info@nipponclub.org 　www.nipponclub.org 

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
4
月
13
日

と
14
日
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ

ア
の
フ
ェ
ア
モ
ン
ト
パ
ー
ク

で
「
ス
バ
ル
桜
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン

ド
」
が
行
わ
れ
、
今
ま
で
の
最

高
記
録
と
な
る
総
勢
約
5
万
人

が
参
加
し
春
の
恒
例
行
事
を
満

喫
し
た
。
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ

ア
と
日
本
の
結
び
付
き
は
長

く
、
１
９
２
６
年
に
日
本
政
府

が
ア
メ
リ
カ
独
立
１
５
０
年
を

記
念
し
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア

市
に
１
６
０
０
本
の
桜
を
寄

贈
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。

１
９
９
８
年
か
ら
２
０
０
７
年

に
か
け
て
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ

ア
日
米
協
会
は
10
年
間
に
渡
り

１
０
０
０
本
の
桜
を
市
内
に
あ

る
フ
ェ
ア
モ
ン
ト
パ
ー
ク
公
園

に
植
樹
し
続
け
、
２
０
２
３
年

か
ら
「
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
・

桜
祭
り
」
が
毎
年
春
に
開
催
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
車
の
メ

ー
カ
ー
で
あ
る
「
ス
バ
ル
」
が

主
要
ス
ポ
ン
サ
ー
と
な
り
、
今

で
は
地
元
だ
け
で
な
く
遠
い
郊

外
か
ら
も
数
万
人
が
訪
れ
る
フ

ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
を
代
表
す
る

春
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
年
は
3
月
24
日
よ
り
「
桜

ウ
ィ
ー
ク
」
が
始
ま
り
、
フ
ィ

ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
各
地
に
あ
る
重

要
な
文
化
財
で
新
た
な
歴
史
を

刻
む
色
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
た
。
竹
久
夢
二
の
生
誕 

１
４
０
周
年
を
祝
い
、
彼
が
繋

い
だ
大
正
ロ
マ
ン
溢
れ
る
邦
楽

と
洋
楽
の
宴
を
皮
き
り
に
、
ア

メ
リ
カ
独
立
国
立
歴
史
公
園
で

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
桜
ま
つ

り
開
催
を
祝
う
式
典
が
行
わ
れ

た
り
も
し
た
。
2
年
後
に
迎
え

る
ア
メ
リ
カ
建
国
２
５
０
周
年

を
記
念
し
て
、
２
０
２
６
年
ま

で
に
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
更

に
２
５
０
本
の
桜
の
植
樹
が
計

画
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
花
は
両

国
間
の
長
年
に
わ
た
る
友
情
の

証
と
な
っ
て
い
る
。

　

迎
え
た
「
桜
ウ
ェ
ー
ク
エ
ン

ド
」
で
は
、
4
月
12
日
にThe 

Fallser Club (

フ
ォ
ル
サ
ー
ク

ラ
ブ)

で
前
夜
祭
が
行
わ
れ
、

書
道
家
で
文
化
庁
文
化
交
流
使

の
海
老
原
露
厳
氏
に
よ
る
書
道

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
、
さ
ま
ざ

ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
踊
り
や
演
奏

が
会
場
を
盛
り
上
げ
た
。
4
月

13
、
14
日
の
フ
ェ
ア
モ
ン
ト
パ

ー
ク
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
和
太

鼓
演
奏
・
コ
ス
プ
レ
シ
ョ
ー
・

カ
ラ
オ
ケ
大
会
・
ダ
ン
ス
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
等
の
情
熱
溢
れ
る

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
繰
り
広
げ

ら
れ
、
参
加
者
の
心
を
躍
ら
せ

た
。
着
付
け
や
茶
道
な
ど
が
体

験
が
で
き
る
ブ
ー
ス
に
加
え
、

祭
り
を
賑
わ
す
屋
台
・
ク
ラ
フ

ト
・
お
土
産
な
ど
の
出
店
も
多

く
、
参
加
者
は
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ

ィ
ア
に
い
な
が
ら
、
ま
る
で
日

本
に
い
る
か
の
よ
う
な
ひ
と
と

き
を
堪
能
し
た
。最
終
日
に
は
、

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
市
長
の
シ

ェ
リ
ー
・
パ
ー
カ
ー
氏
や
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
の
森
美
樹
夫

大
使
が
参
列
し
、
フ
ェ
ア
モ
ン

ト
パ
ー
ク
敷
地
内
で
厳
か
に
桜

の
植
樹
式
が
行
わ
れ
た
。

　

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
米
協

会
が
継
続
し
て
植
樹
し
て
い
る

桜
は
、
今
後
も
長
く
続
く
「
日

米
の
友
好
の
シ
ン
ボ
ル
」
と
し

て
国
境
を
越
え
た
絆
を
育
ん
で

い
く
。

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
・
桜
祭
り

日
米
の
絆
深
め
る
春
の
祭
典

https://www.nipponclub.org/
mailto:kj.inter.artist@gmail.com
https://www.sakagura.com/eastvillage
http://jmart-usa.com/en/
https://minglesoho-ny.com/
https://www.myhappytummyclub.com/
https://neuroacuny.com/
http://shinbashi72.com/
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加
藤
弁
護
士
の

ビ
ザ
最
前
線

 　
米
国
移
民
局
は
約
７
年
間
据

え
置
き
だ
っ
た
ほ
と
ん
ど
の
種

類
の
ビ
ザ
や
永
住
権
申
請
料
の

を
４
月
１
日
に
値
上
げ
を
し
ま

し
た
。特
に
顕
著
な
値
上
げ
は
、

Ｅ
、
Ｌ
、
Ｈ
、
Ｏ 

ビ
ザ
申
請

で
す
。
そ
し
て
、
ほ
と
ん
ど
の

種
類
で
追
加
費
用
と
し
て
難
民

保
護
対
策
費
用
を
請
求
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
移
民
局
は
雇
用
者
の

従
業
員
数
で
費
用
を
分
け
て
い

ま
す
。
25
人
未
満
か
そ
れ
以
上

か
と
い
う
分
け
方
で
す
。
主
要

な
ビ
ザ
の
新
費
用
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。（
加
藤
恵
子
／
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
州
弁
護
士
）

ビザの種類 申請者（雇用者） 基本申請費用 難民保護 合計

の従業員数 対策費用

H-1Bビザ * ２５人以上 $780 $600 $1,380
H-1Bビザ * ２５名未満 $460 $300 $760
H-1Bビザ * 非営利法人 $460 $0 $460

H-3ビザ ２５人以上 $1,015 $600 $1,615
H-3ビザ ２５人未満 $510 $300 $810
H-3ビザ 非営利法人 $510 $0 $510
Eビザ ２５人以上 $1,015 $600 $1,615
Eビザ ２５人未満 $510 $300 $810
Eビザ 非営利法人 $510 $0 $510

Lビザ ** ２５人以上 $1,385 $600 $1,985
Lビザ ** ２５名未満 $695 $300 $995
Lビザ ** 非営利法人 $695 $0 $695
Oビザ ２５人以上 $1,055 $600 $1,655
Oビザ ２５名未満 $530 $300 $830
Oビザ 非営利法人 $530 $0 $530
Pビザ ２５人以上 $1,015 $600 $1,615
Pビザ ２５名未満 $510 $300 $810
Pビザ 非営利法人 $510 $0 $510

I-140（移民ビザ） ２５人以上 $715 $600 $1,315
I-140（移民ビザ） ２５名未満 $715 $300 $1,015
I-140（移民ビザ） 非営利法人 $715 $0 $715
永住権 I-485申請

I-485 （滞在資格変更 ) $1,440
I-485（14歳未満 ) $950
I-131（渡航許可） $630
I-765（就労許可） $260

　

世
界
的
な
料
理
学
校
の
一
つ

で
あ
る
カ
リ
ナ
リ
ー
・
イ
ン
ス

テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
・
オ
ブ
・
ア
メ

リ
カ
（
Ｃ
Ｉ
Ａ
）
の
学
長
を
務

め
る
テ
ィ
モ
シ
ー
・
ラ
イ
ア
ン

博
士
の
在
外
公
館
長
表
彰
伝
達

式
が
19
日
夕
、
大
使
公
邸
に
て

開
催
さ
れ
た
。
Ｃ
Ｉ
Ａ
で
は
ラ

イ
ア
ン
学
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
も
と
、
２
０
１
６
年
か
ら

日
本
食
講
座
を
開
講
し
て
お

り
、
同
学
長
の
日
本
食
・
日
本

酒
等
に
対
す
る
教
育
を
通
じ
た

日
本
食
の
普
及
へ
の
貢
献
を
称

え
る
も
の
。

　

Ｃ
Ｉ
Ａ
の
日
本
食
講
座
で

は
、
日
本
料
理
の
知
識
や
調
理

技
能
、
日
本
酒
等
の
知
識
を
修

得
す
る
こ
と
が
で
き
、
開
講
以

来
約
80
人
の
学
生
が
修
了
し
て

い
る
。
ま
た
、
こ
の
講
座
は
米

国
で
唯
一
、
日
本
料
理
の
調
理

技
能
認
定
（
農
林
水
産
省
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
下
、
民
間
団
体

が
主
体
と
な
っ
て
日
本
料
理
の

調
理
技
能
の
認
定
の
取
組
を
促

進
し
、
日
本
料
理
に
関
す
る
適

切
な
知
識
・
調
理
技
能
を
修
得

し
た
外
国
人
料
理
人
を
育
成
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
）

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

 　
ラ
イ
ア
ン
学
長
は
「
日
本

食
は
、
食
文
化
と
し
て
米
国
で

日
本
食
の
教
育
に
貢
献

Ｃ
Ｉ
Ａ
の
ラ
イ
ア
ン
学
長
を
表
彰

*H-1Bビザは上記費用以外に ACWIA、偽証疑惑費用などが追加される。
**Lビザは上記費用以外に偽証疑惑費用などが追加される。

米国移民局の
申請料金の値上げ

　

Ｎ
Ｙ
市
警
察
（
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
）

は
、
駐
車
違
反
車
両
に
従
来
の

ブ
ー
ツ
（
車
両
止
め
）
型
の
タ

イ
ヤ
ロ
ッ
ク
装
置
に
代
わ

る
、
運
転
手
の
視
野
を
塞

ぐ
よ
う
に
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ

ス
に
接
着
し
、
運
転
を
阻

止
す
る
こ
と
が
で
き
る
黄

色
い
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
製

の
ボ
ッ
ク
ス
の
使
用
を
試

験
的
に
開
始
し
た
。

　

岩
や
船
底
に
張
り

付
く
甲
殻
類
に
因
み

「Barnacle

（
フ
ジ
ツ
ボ
）」

と
い
う
名
の
同
装
置
は
、

ア
タ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス
型
の

装
置
を
開
い
た
状
態
の
パ

ネ
ル
を
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
に
設

置
す
る
と
自
動
的
に
吸
着
す

る
。
装
着
に
最
低
３
分
か
か
る

タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
式
に
対
し
、
同

装
置
は
１
分
以
下
で
設
置
で
き

る
た
め
手
間
が
時
短
で
き
る
。

Ｇ
Ｐ
Ｓ
搭
載
の
た
め
、
違

反
車
両
の
位
置
情
報
も
確

認
で
き
、
同
装
置
を
無
理

や
り
取
り
外
そ
う
と
す
る

と
ア
ラ
ー
ム
音
を
発
す

る
。

　

ま
た
タ
イ
ヤ
が
ロ
ッ
ク

さ
れ
た
車
両
は
け
ん
引
す

る
必
要
が
あ
る
が
、
駐
禁

し
た
運
転
手
は
装
置
に
あ

る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取

り
、
カ
ー
ナ
ン
バ
ー
を
入

力
し
、
罰
金
１
８
５
ド
ル

を
払
う
と
同
装
置
が
外
れ

る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
外

し
た
装
置
は
、
指
示
に
従
っ
て

特
定
の
場
所
に
返
却
す
る
。

Ｎ
Ｙ
市
が
新
型
の

駐
車
禁
止
用
装
置

フロントガラスを覆う

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ソ
フ
ィ
ア

会
60
周
年
記
念
総
会
が
５
月
12

日
（
日
）
午
後
１
時
か
ら
、
上

智
大
学
と
同
じ
イ
エ
ズ
ス
会
系

の
大
学
で
あ
る
フ
ォ
ー
ダ
ム

大
学
（
西
62
丁
目
１
５
０
番

地
、Skadden Conference Center Soden Lounge

）
で

開
催
さ
れ
る
。
当
日
は
日
本
か

ら
卒
業
生
も
参
加
、
ソ
フ
ィ
ア

ン
ゆ
か
り
の
グ
ッ
ズ
が
当
た
る

ラ
ッ
フ
ル
も
予
定
し
て
い
る
。

　

会
費
は
45
ド
ル (

食
事
込

み
、
現
金
の
み
）。
申
し
込
み

締
め
切
り
は
４
月
25
日
。
問
い

合
わ
せ
・
申
し
込
み
は
Ｅ
メ

ー
ルinfosophiany@gmail.

com

（
向
井
さ
ん
）
ま
で
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ソ
フ
ィ
ア
会

広
く
浸
透
し
て
拡
大
し
て
き
て

い
る
。
今
後
も
そ
の
潮
流
は
変

わ
る
こ
と
な
く
続
く
も
の
と
期

待
し
て
い
る
。
本
校
で
日
本
食

を
専
攻
す
る
学
生
は
、
入
学
す

る
時
点
で
既
に
は
る
か
に
高
い

情
熱
を
持
っ
て
来
る
が
、
こ
こ

で
学
ん
だ
後
は
、
入
学
日
し
て

き
た
時
以
上
に
よ
り
パ
ッ
シ
ョ

ン
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
喜

び
に
思
う
」
と
語
っ
た
。

　

米
国
永
住
権
（
グ
リ
ー
ン
カ

ー
ド
）
の
10
年
ご
と
の
更
新
手

続
き
料
金
は
従
来
の
５
４
０
ド

ル
か
ら
４
月
１
日
以
降
４
６
０

ド
ル
に
減
額
さ
れ
た
。
バ
イ
オ

メ
ト
リ
ッ
ク
デ
ー
タ
（
指
紋
）

採
取
や
面
接
な
ど
も
Ｎ
Ｙ
州
な

ど
州
に
よ
っ
て
は
免
除
さ
れ
手

続
き
が
簡
易
化
さ
れ
て
い
る
。

永
住
権
更
新
料
は
減
額
さ
れ
簡
略
化

森大使（右）から表彰されるライアン学長（19日、本紙撮影）

60
周
年
記
念
総
会
５
月
12
日
に

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
ア
ダ
ム

ス
市
長
は
20
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
警
（
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
）
の
警
察

官
を
２
０
２
４
年
に
さ
ら
に

１
２
０
０
人
追
加
す
る
と
発
表

し
た
。
６
月
と
10
月
に
予
定
さ

れ
て
い
る
２
つ
の
警
察
学
校

の
ク
ラ
ス
に
資
金
を
提
供
し
、

２
０
２
５
年
の
そ
れ
ぞ
れ
１
月

と
４
月
に
警
察
官
に
な
る
。
今

年
は
す
で
に
１
２
０
０
人
が
訓

練
を
開
始
し
て
お
り
、
こ
れ
に

よ
り
２
０
２
４
年
の
新
人
警
官

は
総
計
２
４
０
０
人
と
な
る
。

　

市
警
出
身
の
ア
ダ
ム
ス
市
長

は
「
私
た
ち
は
歴
史
的
な
レ
ベ

ル
で
銃
撃
と
殺
人
を
撲
滅
し
続

け
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
警
察
官

は
こ
の
成
功
を
継
続
す
る
た
め

に
切
望
さ
れ
て
い
た
支
援
を
与

え
て
く
れ
る
だ
ろ
う
」
と
述
べ

た
。
続
い
て
エ
ド
ワ
ー
ド
・
キ

ャ
バ
ン
警
察
本
部
長
は
、
こ
の

資
金
提
供
は
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
の
公
安
に
と
っ
て
大
き
な
勝

利
」
で
あ
り
、「
市
が
５
区
全

体
で
犯
罪
を
引
き
続
き
減
少
さ

せ
る
た
め
に
は
、
よ
り
多
く
の

警
察
官
が
必
要
だ
」と
述
べ
た
。

　

市
は
昨
年
来
、
地
下
鉄
に

警
察
官
を
増
員
、
ま
た
乗
客

の
手
荷
物
の
抜
き
打
ち
検
査

な
ど
を
行
っ
た
。
強
盗
、
強

姦
、
殺
人
な
ど
の
件
数
は
２
％

減
少
し
た
が
、
超
過
勤
務
手
当

は
２
０
２
２
年
の
４
０
０
万

ド
ル
か
ら
２
０
２
３
年
は

１
億
５
５
０
０
万
ド
ル
に
増
加

し
た
。
超
過
勤
務
に
は
限
界
が

あ
る
こ
と
か
ら
警
察
官
増
員
を

図
る
こ
と
と
な
っ
た
。
今
後
数

年
で
制
服
警
官
の
総
数
を
現

在
の
３
万
３
６
９
５
人
か
ら

３
万
５
千
人
に
増
や
す
計
画
を

立
て
て
お
り
、
採
用
が
急
増
し

て
い
る
。　

市警察官さらに
1200 人を追加
合計で新人 2400 人

楽しい
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都
市
交
通
局
（
Ｍ
Ｔ
Ａ
）
は

15
日
、
障
害
ま
た
は
疾
患
で
地

下
鉄
や
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通

機
関
が
利
用
で
き
な
い
市
民
を

対
象
に
し
た
ア
ク
セ
ス
・
ア
・

ラ
イ
ド
（
Ａ
Ａ
Ｒ
）
に
、
新
た

に
電
動
バ
ン
15
台
を
導
入
す
る

こ
と
を
発
表
し
た
。

　

Ａ
Ａ
Ｒ
は
、
車
の
運
転
や
公

共
交
通
機
関
の
利
用
が
困
難
な

市
民
を
対
象
と
し
た
、
自
宅

と
目
的
地
を
送
迎
す
る
デ
マ

ン
ド
型
パ
ラ
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
・

サ
ー
ビ
ス
で
、
公
式
サ
イ
ト

（https://new.mta.info/

）
で

自
身
の
ア
カ
ウ
ン
ト
Ｍ
Ｙ 

Ａ

Ａ
Ｒ
を
登
録
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン

ま
た
は
電
話
で
予
約
す
る
。
Ｎ

Ｙ
市
で
は
現
在
、
パ
ラ
ト
ラ
ン

ジ
ッ
ト
・
サ
ー
ビ
ス
車
両
を
約

１
１
０
０
台
運
行
し
て
い
る
。

搭
載
し
た
新
た
な
フ
ォ
ー
ド
社

Ｅ-

４
５
０
は
、
値
段
は
１
台

当
た
り
18
万
ド
ル
で
、
最
初
の

１
台
は
Ｍ
Ｔ
Ａ
の
請
負
業
者
の

１
つ
オ
ー
ル
・
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト

社
が
運
行
す
る
。
15
台
は
、
契

約
業
者
が
運
行
を
始
め
る
。

　

し
か
し
同
サ
ー
ビ
ス
は
、
利

用
の
前
日
午
後
５
時
ま
で
に
予

約
が
必
要
で
、
車
両
の
到
着
の

遅
延
に
関
す
る
苦
情
も
絶
え
な

い
。
さ
ら
に
一
部
の
利
用
者
た

ち
は
「
不
合
理
、
不
必
要
に
遠

回
り
し
、
長
距
離
を
乗
車
さ
せ

る
の
は
Ｎ
Ｙ
市
の
人
権
法
に
反

す
る
」
と
し
て
集
団
訴
訟
を
起

こ
し
て
い
る
。

障
害
者
送
迎
サ
ー
ビ
ス

電
動
バ
ン
15
台
を
導
入

https://www.naturalhealingartists.com/
https://www.maxjob.com/
http://www.nyseikatsu.com
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://new.mta.info/
https://new.mta.info/
https://new.mta.info/
https://new.mta.info/
mailto:infosophiany@gmail.com
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第
19
回
ス
ト
ー
ニ
ー
・
ブ
ル

ッ
ク
日
本
セ
ン
タ
ー
主
催
、
キ

ヤ
ノ
ン
Ｕ
Ｓ
Ａ
後
援
の
エ
ッ
セ

イ
・
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
表

彰
式
が
４
月
20
日
、
ス
ト
ー
ニ

ー
・
ブ
ル
ッ
ク
大
学
校
内
の
チ

ャ
ー
ル
ス
・
ワ
ン
・
セ
ン
タ
ー

に
て
行
わ
れ
た
。

　

尾
島
巌
ス
ト
ー
ニ
ー
・
ブ
ル

ッ
ク
日
本
セ
ン
タ
ー
理
事
長
に

よ
る
ス
ト
ー
ニ
ー
・
ブ
ル
ッ
ク

エッセイ入賞者を表彰
高
校
生
大
学
生
を
対
象
に

ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
地
区
で

日
本
研
究
の
中
心
に

日
本
セ
ン
タ
ー
の
紹
介
の
あ

と
、
小
林
伊
三
夫
キ
ヤ
ノ
ン
Ｕ

Ｓ
Ａ
社
長
、
森
和
也
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
日
本
総
領
事
館
ジ
ャ
パ

ン
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・

セ
ン
タ
ー
長
か
ら
受
賞
者
へ
の

祝
辞
が
贈
ら
れ
た
。

　

引
き
続
き
賞
状
、
賞
金
、
副

賞
の
キ
ヤ
ノ
ン
の
カ
メ
ラ
な
ど

が
各
受
賞
者
に
授
与
さ
れ
、
入

賞
者
は
各
自
の
作
品
を
朗
読

し
、
参
加
し
た
家
族
、
友
人
知

人
、
関
係
者
か
ら
盛
大
な
祝
福

を
受
け
た
。
式
の
後
の
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
で
は
入
賞
者
を
囲
ん
で

参
加
者
は
軽
食
を
取
り
な
が
ら

歓
談
し
ラ
ッ
フ
ル
な
ど
を
楽
し

ん
だ
。

　

賞
金
賞
品
は
、
高
校
の
部

第
一
位
最
優
秀
賞
は
賞
金

３
０
０
０
ド
ル
並
び
に
日
本
国

総
領
事
特
別
賞
、
第
二
位
は
賞

金
１
５
０
０
ド
ル
、
第
三
位
は

賞
金
１
０
０
０
ド
ル
、
内
田
メ

モ
リ
ア
ル
賞
は
賞
金
１
０
０
０

ド
ル
と
夫
々
に
副
賞
の
キ
ヤ
ノ

ン
製
品
が
手
渡
さ
れ
た
。

　

入
賞
者
と
入
賞
作
品
は
次
の

通
り
。

【
高
校
の
部
】

最
優
秀
賞
第
一
位
、
日
本
国
総

領
事
特
別
賞

Talia Beck (

タ
リ
ア
・
ベ
ッ

ク
）

“Refl ections”

Hunter College High 
School

（
ハ
ン
タ
ー
・
カ
レ
ッ

ジ
高
校
）

第
二
位

Anderson Maziero

（
ア
ン

ダ
ー
ソ
ン
・
マ
ジ
エ
ロ
）

“The Sound of Drums 
Behind a Stage”
Bethpage High School

（
ベ

ス
ペ
ー
ジ
高
校
）

第
三
位

Arihunt Garg

（
ア
リ
ハ
ン
ト
・

ガ
ー
グ
）

“Embracing the Harmony 
of Silence”
The Brooklyn Latin School

（
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
・
ラ
テ
ン
高

校
）

【
大
学
の
部
】

最
優
秀
賞

該
当
者
無
し

内
田
賞

Marisa Yamamoto

（
マ
リ
サ
・

ヤ
マ
モ
ト
）

“Sparks of Identity”
Syosset High School

（
サ
ヨ

セ
ッ
ト
高
校
）

入
賞
作
品
はhttps://

www.stonybrook.edu/
com

m
cm
s/japan/

programs/essay-comp.php

に
掲
載
。

第 19回ストーニー・ブルック日本センター主催

上
段
左
か
ら
（
敬
称
略
）

佐
藤
恵
里
子
（
実
行
委
員
長
）、
尾

島
巌
（
ス
ト
ー
ニ
ー
ブ
ル
ッ
ク
日
本

セ
ン
タ
ー
理
事
長
）、
小
林
伊
三
夫

（
キ
ヤ
ノ
ン
Ｕ
Ｓ
Ａ
社
長
）、
森
和
也

（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事
館
ジ
ャ

パ
ン
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
セ

ン
タ
ー
長
）

下
段
左
か
ら
（
敬
称
略
）

高
校
の
部
第
三
位
：Arihunt Garg

（
ア
リ
ハ
ン
ト
・
ガ
ー
グ
）、
第
二
位
：

Anderson Maziero

（
ア
ン
ダ
ー
ソ

ン
・
マ
ジ
エ
ロ
）、
最
優
秀
賞
第
一

位
、
日
本
国
総
領
事
特
別
賞
：Talia 

Beck (

タ
リ
ア
・
ベ
ッ
ク
）、
内
田
賞
：

Marisa Yamamoto
（
マ
リ
サ
・
ヤ

マ
モ
ト
）

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
あ
る
コ
ロ

ン
ビ
ア
大
学
で
18
日
、
イ
ス
ラ

エ
ル
の
ガ
ザ
侵
攻
に
反
対
す
る

親
パ
レ
ス
チ
ナ
の
学
生
ら
が
構

内
に
設
営
し
た
テ
ン
ト
の
撤
去

を
警
察
が
行
い
、
不
法
侵
入

な
ど
の
容
疑
で
少
な
く
と
も

１
０
８
人
を
逮
捕
し
た
。
同
大

の
学
生
新
聞
「
コ
ロ
ン
ビ
ア
・

ス
ペ
ク
テ
イ
タ
ー
」に
よ
れ
ば
、

警
官
隊
が
同
大
の
敷
地
内
に
突

入
し
て
多
数
の
逮
捕
者
が
出
た

の
は
、
１
９
６
８
年
の
べ
ト
ナ

ム
戦
争
へ
の
抗
議
デ
モ
以
来
と

い
う
。

　

イ
ス
ラ
エ
ル
と
イ
ス
ラ
ム
組

織
ハ
マ
ス
の
戦
争
が
昨
年
10
月

に
始
ま
っ
て
以
降
、
コ
ロ
ン
ビ

ア
大
学
で
も
親
パ
レ
ス
チ
ナ
の

学
生
ら
に
よ
る
抗
議
行
動
が
断

続
的
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、
17

日
に
ネ
マ
ト
・
シ
ャ
フ
ィ
ッ
ク

同
大
学
長
が
連
邦
下
院
で
反
ユ

ダ
ヤ
主
義
に
つ
い
て
証
言
し
た

こ
と
が
、
今
回
の
大
き
な
抗
議

活
動
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と

見
ら
れ
る
。
数
百
人
が
パ
レ
ス

チ
ナ
の
ガ
ザ
地
区
の
停
戦
と
イ

ス
ラ
エ
ル
の
撤
退
要
求
を
大
学

に
求
め
て
抗
議
活
動
に
入
り
、

横
断
幕
や
テ
ン
ト
が
設
営
さ
れ

た
。
こ
れ
に
対
し
、
午
後
に
は

親
イ
ス
ラ
エ
ル
の
集
会
も
開
か

れ
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
警
の
エ
ド

ワ
ー
ド
・
キ
ャ
バ
ン
長
官
は
、

逮
捕
さ
れ
た
学
生
た
ち
は
平
和

的
で
抵
抗
も
せ
ず
「
平
和
的
に

言
い
た
い
こ
と
を
言
っ
た
」
と

述
べ
た
。
抗
議
活
動
に
は
、
イ

ス
ラ
エ
ル
を
批
判
す
る
イ
ル
ハ

ン
・
オ
マ
ル
連
邦
下
院
議
員（
ミ

ネ
ソ
タ
州
、民
主
党
）
の
娘
で
、

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
傘
下
で
隣
接
す

る
女
子
大
バ
ー
ナ
ー
ド
・
カ
レ

ッ
ジ
に
通
う
イ
ス
ラ
・
ヒ
ル
シ

さ
ん
（
21
）
も
参
加
し
て
い
た
。

そ
の
最
中
に
「
集
団
虐
殺
に
直

面
し
て
い
る
パ
レ
ス
チ
ナ
人
と

連
帯
し
て
い
る
」
と
の
理
由
で

停
学
処
分
を
受
け
た
と
Ｘ
（
旧

ツ
イ
ッ
タ
ー
）
に
投
稿
し
た
。

ヒ
ル
シ
さ
ん
も
逮
捕
さ
れ
て
い

る
。
ほ
か
に
は
11
月
の
大
統
領

選
挙
に
無
所
属
で
立
候
補
を
表

明
し
て
い
る
哲
学
者
の
コ
ー
ネ

ル
・
ウ
ェ
ス
ト
元
ハ
ー
バ
ー
ド

大
学
教
授
（
70
）
も
加
わ
っ
て

い
た
。

　

シ
ャ
フ
ィ
ッ
ク
学
長
は
18
日

の
声
明
で
、「
デ
モ
参
加
者
ら

は
不
法
侵
入
、
解
散
の
拒
否
、

キ
ャ
ン
パ
ス
の
所
有
物
へ
の
損

害
な
ど
の
違
反
行
為
を
行
っ
て

い
る
」
と
し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内

の
安
全
に
対
す
る
「
多
大
な
懸

念
か
ら
」
警
察
に
テ
ン
ト
野
営

地
の
撤
去
を
許
可
し
た
と
述
べ

た
。

　

シ
ャ
フ
ィ
ッ
ク
学
長
は
参
加

し
た
学
生
を
停
学
処
分
に
す
る

と
し
て
い
る
が
、
抗
議
活
動
は

続
い
て
い
る
。
警
察
は
元
の
テ

ン
ト
野
営
地
を
解
体
し
た
が
、

抗
議
活
動
の
参
加
者
ら
は
隣
接

す
る
芝
生
に
新
し
い
テ
ン
ト
野

営
地
を
設
置
し
た
。
コ
ロ
ン
ビ

ア
大
学
は
22
日
、
キ
ャ
ン
パ
ス

で
の
抗
議
活
動
が
６
日
目
を
迎

え
た
た
め
リ
モ
ー
ト
授
業
に
切

り
替
え
た
。

　

抗
議
行
動
は
依
然
と
し
て
全

米
各
地
の
大
学
で
起
き
て
い

る
。イ
ェ
ー
ル
大
学
で
も
22
日
、

テ
ン
ト
を
設
営
し
抗
議
行
動
を

行
っ
て
い
た
学
生
ら
が
逮
捕
さ

れ
、
42
人
に
召
喚
状
が
発
行
さ

れ
た
。
タ
フ
ツ
大
学
、
マ
サ
チ

ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
、
エ
マ

ー
ソ
ン
大
学
も
週
末
に
抗
議
キ

ャ
ン
プ
を
行
っ
て
い
る
。
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
は
先
週
末
よ
り
構

内
立
ち
入
り
を
制
限
し
た
。

正門が封鎖されたコロンビア大学（23日午前、本紙撮影）

デ
モ
学
生
１
０
８
人
逮
捕

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
以
来
の
規
模

　

朝
方
の
雨
が
う
そ
の
よ
う
な

天
気
の
中
、
八
重
サ
ク
ラ
の
み

が
満
開
な
４
月
20
日
、
第
19
回

サ
ク
ラ
祭
り
を
フ
ラ
ッ
シ
ン

グ
・
メ
ド
ウ
・
コ
ロ
ナ
・
パ
ー

ク
で
、
Ｊ
Ａ
Ａ　
（
佐
藤
貢
司

会
長
）
と
Ｎ
Ｙ
市
公
園
課
の
共

催
で
開
催
し
た
。

　

壮
大
な
僧
太
鼓
の
演
奏
＝
写

真
上
＝
か
ら
始
ま
り
、
民
舞
座

の
民
舞
、
田
中
ゆ
き
こ
さ
ん
の

指
揮
で
Ｊ
Ａ
Ａ
コ
ー
ラ
ス
＆
ジ

ャ
パ
ン
コ
ー
ラ
ス
・
ハ
ー
モ
ニ

ー
と
も
の
美
し
い
歌
声
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
沖
縄
ク
ラ
ブ
／
仁
風

会
の
三
線
、
琉
球
踊
り
と
歌
、

野
点
、
そ
し
て
、
最
後
は
地
域

の
人
々
も
参
加
し
て
、
花
笠
音

頭
を
楽
し
ん
だ
。
来
賓
の
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
の
森
美
樹
夫

大
使
と
フ
ラ
ッ
シ
ン
グ
・
メ
ド

ウ
・
コ
ロ
ナ
パ
ー
ク
責
任
者
ア

ン
ソ
ニ
ー
・
サ
マ
氏
の
挨
拶
が

あ
り
、「
地
域
の
人
々
も
、
サ

ク
ラ
祭
り
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
」
と
話
し
た
。
今
年
、
長

年
の
Ｊ
Ａ
Ａ
へ
の
支
援
に
感
謝

し
て
ジ
ョ
ー
ジ
永
松
先
生
・
永

松
和
子
夫
妻
の
八
重
サ
ク
ラ
の

植
樹
を
行
っ
た
＝
写
真
左
＝
。

Ｊ
Ａ
Ａ
第
19
回
サ
ク
ラ
祭
り

好
天
に
恵
ま
れ
市
民
も
楽
し
む

https://on-timelimo.com/
https://www.stonybrook.edu/commcms/japan/programs/essay-comp.php
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こ
ん
に
ち
は
。
過
去
の
投
稿

で
水
素
吸
引
の
体
験
談
を
共
有

し
ま
し
た
が
、
今
回
は
水
素
風

呂
の
魅
力
に
焦
点
を
当
て
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。
水
素
と
の

出
会
い
は
約
10
年
前
に
遡
り
、

そ
の
頃
水
素
風
呂
が
藤
原
紀
香

さ
ん
の
結
婚
式
の
引
き
出
物
と

し
て
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
若

か
っ
た
私
は
、
当
時
、
そ
の
効

果
を
深
く
は
感
じ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
時
を
経
て
、
年
齢
と
共

に
肉
体
の
様
々
な
変
化
を
感
じ

始
め
、
水
素
風
呂
の
あ
り
が
た

み
を
実
感
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

水
素
風
呂
に
は
主
に
２
つ
の

種
類
が
あ
り
ま
す
。
電
気
分
解

に
よ
る
も
の
と
、
水
素
化
マ
グ

ネ
シ
ウ
ム
の
粉
末
を
使
用
し
た

入
浴
剤
で
す
。
高
濃
度
の
水
素

を
体
験
で
き
る
点
で
、
こ
れ
ら

の
方
法
は
非
常
に
魅
力
的
で
あ

り
、
水
素
愛
用
者
は
こ
れ
ら
を

組
み
合
わ
せ
て
使
用
し
て
い
ま

す
。
電
気
分
解
方
式
は
何
度
も

使
用
で
き
る
利
点
が
あ
り
、
入

浴
剤
は
特
に
旅
行
の
際
に
携
帯

し
や
す
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
ペ
ー
ス

メ
ー
カ
ー
を
使
用
し
て
い
る
方

は
電
気
分
解
方
式
を
利
用
で
き

な
い
こ
と
、
入
浴
剤
を
使
用
す

る
際
は
火
傷
に
注
意
が
必
要
な

点
に
も
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

私
の
経
験
か
ら
言
う
と
、
水

素
風
呂
は
た
だ
の
リ
ラ
ク
ゼ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
以
上
の
も
の
で

す
。
入
浴
す
る
と
、
体
が
温
ま

り
、
そ
の
温
か
さ
が
長
持
ち
す

る
の
は
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
で

証
明
さ
れ
て
お
り
、
足
腰
の
痛

み
が
和
ら
ぎ
、
乾
燥
し
て
い
た

肌
や
髪
の
調
子
が
見
違
え
る
よ

う
に
良
く
な
っ
た
こ
と
に
驚
き

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
水
素
風
呂

は
快
眠
を
促
進
し
、
ア
ト
ピ
ー

性
皮
膚
炎
の
症
状
の
軽
減
に
も

一
役
買
っ
て
い
る
と
の
報
告
が

あ
り
ま
す
。
水
素
は
そ
の
小
さ

な
分
子
サ
イ
ズ
を
活
か
し
て
皮

膚
の
奥
深
く
ま
で
浸
透
し
、
内

側
へ
の
ケ
ア
も
実
現
し
ま
す
。

　

水
素
風
呂
が
ど
の
よ
う
に
し

て
日
常
生
活
を
豊
か
に
し
て
く

れ
る
の
か
、
そ
の
奥
深
い
影
響

に
興
味
を
持
た
れ
た
方
は
、
ぜ

ひ
と
も
最
新
の
情
報
に
触
れ
て

み
て
く
だ
さ
い
。
私
た
ち
の
体

と
心
に
優
し
い
、
こ
の
自
然
な

癒
し
の
力
を
、
よ
り
多
く
の

方
々
が
体
験
さ
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

森
脇
静
香
・「easeNY

」
代
表
：

Ｎ
Ｙ
・
Ｆ
Ｌ
州
マ
ッ
サ
ー
ジ
・

（
５
）
水
素
風
呂
の
魅
力

エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
・
腸
内
洗
浄

療
法
士
免
許
。
２
０
０
１
年

「easeNY

」開
業
。
実
演
講
義
・

講
演
、
Ｔ
Ｖ
・
ラ
ジ
オ
に
ゲ
ス

ト
出
演
。ウ
エ
ル
ネ
ス
を
追
求
、

水
素
セ
ラ
ピ
ー
の
普
及
に
尽
力

中
。

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ

ー
（
Ｊ
Ｓ
）
で
は
５
月
30
日
か

ら
（
中
級
（
上
）
／
上
級
は
6

月
３
日
よ
り
）、
日
本
人
向
け

に
構
成
さ
れ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
の

「
英
会
話
教
室
」
を
開
講
す
る
。

5
月
1
日
午
後
７
時
30
分
か
ら

１
時
間
、
無
料
体
験
レ
ッ
ス
ン

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
。
文
法

は
も
ち
ろ
ん
、
新
し
い
表
現
や

語
彙
の
学
習
、
リ
ス
ニ
ン
グ
、

会
話
の
練
習
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
英
語
の
上
達

を
狙
う
。

　

日
時
（
米
国
東
部
時
間
）

▽
中
級
（
下
）
＝
５
月
30
日 

〜 

７
月
25
日
（
７
月
４
日
休

講
）　

午
後
２
時
〜
３
時
50
分

▽ 

中
級
（
中
）
＝
５
月
30
日 

〜 

７
月
25
日
（
７
月
４
日
休

講
）　

午
後
８
時
〜
９
時
50
分

▽
中
級
（
上
）
／
上
級
＝
６
月

３
日 
〜 
７
月
22
日
午
後
７
時

〜
８
時
50
分
。
会
場
＝
オ
ン
ラ

イ
ン
（Zoom
）。
費
用
（
８
回
）

＝
Ｊ
Ｓ
会
員
２
１
０
ド
ル
、
一

般
２
４
０
ド
ル
（
５
月
13
日
ま

で
に
登
録
す
る
と
10
ド
ル
割

引
き
有
り
）。
コ
ー
ス
詳
細
＝

japansociety.org/language-
center/esl/

語
学
セ
ン
タ
ー
＝
電
話

２
１
２
・
７
１
５
・
１
２
６
９

（
ま
た
は
１
２
９
３
）、
Ｅ

メ

ー

ル

は
、 language@

japansociety.org 

日
本
人
向
け
オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
教
室

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
で
開
講

フ
ェ
ア
プ
レ
イ

精
神
を
貫
く

公
私
の
け
じ
め
を

大
切
に
す
る

　

京
セ
ラ
は
、「
フ
ェ
ア
プ
レ
イ

精
神
」
に
則
っ
て
正
々
堂
々
と

　

仕
事
を
し
て
い
く
上
で
は
、

公
私
の
け
じ
め
を
は
っ
き
り
つ

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ビ
ジ
ネ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
儲
け
る
た
め
に

　

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
こ
と
を
勤

務
時
間
中
に
持
ち
込
ん
だ
り
、

仕
事
上
の
立
場
を
利
用
し
て
取

22

は
何
を
し
て
も
よ
い
と
か
、
少

し
く
ら
い
の
ル
ー
ル
違
反
や
数

字
の
ご
ま
か
し
は
許
さ
れ
る
、

と
い
う
考
え
方
を
最
も
嫌
い
ま

す
。
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
で
も
、

反
則
や
ル
ー
ル
違
反
の
な
い
ゲ

ー
ム
か
ら
さ
わ
や
か
な
感
動
を

受
け
る
の
は
、
フ
ェ
ア
プ
レ
イ

精
神
に
基
づ
い
て
い
る
か
ら
で

す
。
誰
で
あ
っ
て
も
、
矛
盾
や

不
正
に
気
づ
い
た
ら
正
々
堂
々

と
指
摘
を
す
べ
き
で
す
。

　

私
た
ち
の
職
場
が
常
に
さ
わ

や
か
で
活
気
あ
ふ
れ
た
も
の
で

あ
る
た
め
に
は
、
一
人
一
人
が

フ
ェ
ア
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
あ
る

と
と
も
に
、
厳
し
い
審
判
の
目

を
も
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。

引
先
の
接
待
を
受
け
た
り
す
る

こ
と
は
厳
に
つ
つ
し
ま
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
勤
務
時
間
中

の
私
用
電
話
の
受
発
信
を
禁
止

し
た
り
、
仕
事
を
通
じ
て
の
い

た
だ
き
も
の
を
個
人
の
も
の
と

せ
ず
、
み
ん
な
で
分
け
あ
っ
て

い
る
の
も
そ
の
た
め
で
す
。
こ

れ
は
、
さ
さ
い
な
公
私
混
同
で

も
モ
ラ
ル
の
低
下
を
引
き
起
こ

し
、
つ
い
に
は
会
社
全
体
を
毒

す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
か

ら
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
公
私
の
け
じ
め

を
き
ち
ん
と
つ
け
、
日
常
の
ち

ょ
っ
と
し
た
心
の
緩
み
に
対
し

て
も
、
自
ら
を
厳
し
く
律
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。　

稲盛和夫 Inamori Kazuo
1932年-2022年  鹿児島市生まれ。
1959年4月、京都セラミック株式会
社（現京セラ）を設立。2005年から
は名誉会長。また1984年、第二電電
企画株式会社を設立。2000年10月、
DDI（第二電電）、KDD、IDOの合併
によりKDDI株式会社を設立。2001年
6月より最高顧問。2010年2月、日本
航空会長に就任。2015年4月に名誉
顧問。一方、1983年から2019年末ま
で、ボランティアで、14,938人の経
営者が集まる経営塾「盛和塾」の塾
長として、経営者の育成に心血を注
いだ。1984年には私財を投じ稲盛財
団を設立。同時に国際賞「京都賞」
を創設し、毎年、人類社会の進歩発
展に功績のあった方々を顕彰。

＜連絡先＞
盛心塾ニューヨーク
 www.seishinjukuny.org

mailto:kkatonyc@earthlink.net
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
http://myriverside.net/home
http://jaany.org/
http://www.seishinjukuny.org
mailto:language@japansociety.org�
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米
国
の
給
与
事
情
を
解
剖
す
る
│

州
別
平
均
年
収
と
所
得
分
布/ 

D
issecting Am

erican Salaries 

クイックUSA

169

８
万
４
２
９
２
ド
ル

　

平
均
給
与
が
7
万
ド
ル
を
超

え
る
州
は
以
下
の
７
つ
で
す
。

①
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
：

７
万
８
５
７
２
ド
ル

②
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
：

７
万
６
１
２
８
ド
ル

③ 

コ

ロ

ラ

ド

州
：

７
万
４
１
５
２
ド
ル     

④
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
：

７
万
２
９
０
４
ド
ル

⑤ 

ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
州
：

７
万
２
１
２
４
ド
ル    

⑥

バ

ー

ジ

ニ

ア

州
：

7
万
１
２
９
２
ド
ル

⑦
イ
リ
ノ
イ
州
：
７
万
５
６
４

ド
ル 

　

一
方
、
全
米
で
最
も
平
均
給

与
が
低
い
州
は
ミ
シ
シ
ッ
ピ
州

で
、４
万
８
０
４
８
ド
ル
で
す
。

「
所
得
区
分
別
の
人
口
割
合
」

・
１
万
５
０
０
０
ド
ル 

以
下
：

９
・
４
％

・ 

１
万
５
０
０
０
〜

２
万
４
９
０
０
ド
ル
：
８
・
７

％・ 

２
万
５
０
０
０
〜

３
万
４
９
０
０
ド
ル
：
８
・
１

％・ 

３
万
５
０
０
０
〜

４
万
９
９
０
０
ド
ル 

：
11
・
６

％・ 

５
万
〜
７
万
４
９
０
０
ド

ル
：
16
・
５
％

・ 

７
万
５
０
０
０
〜

www.nyseikatsu.com

　

こ
の
コ
ラ
ム
で
は
、
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
に
お
け
る
給
与
の
さ

ま
ざ
ま
な
側
面
に
つ
い
て
探
求

し
ま
す
。

https://www.youtube.
com/watch?v=23HtYR4_
uIY「

各
州
の
平
均
年
収
」

　

平
均
給
与
が
8
万
ド
ル
を
超

え
る
州
は
4
つ
あ
り
ま
す
。

①
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
：

８
万
６
８
４
０
ド
ル

②

ワ

シ

ン

ト

ン

州
：

８
万
５
７
４
８
ド
ル

③
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
：

８
万
４
４
４
８
ド
ル

④
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
：

９
万
９
９
０
０
ド
ル
：
12
・
２

％・ 

10
万
〜
14
万
９
９
０
０
ド
ル 

：
15
・
３
％

・  

15
万
〜
19
万
９
９
０
０
ド

ル
：
８
％

・ 

20
万
ド
ル
以
上
：
10
・
３
％

　

ア
メ
リ
カ
の
給
与
水
準
に
は

大
き
な
地
域
差
が
あ
り
、
州
に

よ
っ
て
平
均
年
収
に
数
万
ド
ル

の
開
き
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

所
得
分
布
を
見
る
と
、
中
間
所

得
層
よ
り
高
所
得
層
や
低
所
得

層
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
お

り
、
所
得
格
差
が
顕
著
で
す
。 

　

こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
か
ら
労
働

市
場
の
動
向
を
理
解
し
、
適
切

な
人
材
獲
得
戦
略
を
立
て
る
た

め
の
洞
察
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
給
与
の
地
域
差
と
所
得

格
差
を
考
慮
し
た
採
用
プ
ロ
セ

ス
は
、
組
織
の
競
争
力
を
高
め

る
上
で
不
可
欠
で
す
。

榊
原
将

HR Linqs, Inc. 
President &amp; CEO
www.919usa.com

若手社員が交流

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
商
工
会

議
所
、
日
本
ク
ラ
ブ
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
日
系
人
会
（
Ｊ
Ａ
Ａ
）

の
日
系
３
団
体
が
合
同
で
4
月

18
日
、
初
の
「
若
手
社
員
の
た

め
の
交
流
会
」
を
日
本
ク
ラ
ブ

で
開
催
し
、
日
本
企
業
に
勤
め

る
若
手
駐
在
員
を
中
心
に
約

１
３
４
人
が
参
加
し
た
。 

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
異
業
種

他
社
の
同
世
代
の
人
と
の
交
流

の
場
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
各
分
野
の
人
材
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
業
務
の
中
で
培
っ
た
知

識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
、
ス
キ
ル
や
経

験
を
共
有
し
、
仕
事
で
抱
え
て

い
る
問
題
へ
の
解
決
の
糸
口

や
、
キ
ャ
リ
ア
の
一
層
の
成
長

に
役
立
て
る
こ
と
を
目
標
と
し

た
、
ヤ
ン
グ
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
の
た
め
の
交
流
会
。

　

ま
ず
初
め
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
ピ

ア
ニ
ス
ト
の
角
野
隼
斗
（
す
み

の
・
は
や
と
）
さ
ん
と
日
本
テ

レ
ビ
記
者
の
松
岡
志
保
さ
ん
に

モ
デ
レ
ー
タ
ー
司
会
進
行
役
の

遠
藤
祐
希
さ
ん
が
質
問
し
た
。

現
在
国
連
担
当
記
者
を
勤
め
る

松
岡
さ
ん
は
２
０
１
４
年
か
ら

日
本
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支

局
報
道
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。
ロ

シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
開

始
し
た
際
に
は
１
年
間
で
３
回

ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
境
に
赴
き
現
地

取
材
し
た
時
の
激
務
の
様
子
を

語
っ
た
一
方
、
副
業
と
し
て
モ

デ
ル
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
る

こ
と
、
オ
フ
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
２
回
出
演
す

る
な
ど
仕
事
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

面
を
両
立
し
て
い
る
こ
と
も
披

露
し
、
本
人
は
「
仕
事
が
忙
し

い
ほ
ど
、
積
極
的
に
遊
ば
な
い

と
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
な
い
。
自

分
の
思
っ
た
生
き
方
を
し
て
欲

し
い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

　

角
野
さ
ん
は
、
２
０
１
８
年

に
東
京
大
学
大
学
院
在
学
中
に

Ｐ
Ｉ
Ｎ
Ａ
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル

に
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
者
と
し
て

音
楽
キ
ャ
リ
ア
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
異
色
の
キ
ャ
リ
ア
の
持
ち

主
。「
音
楽
は
感
情
的
な
表
現

と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
作
曲
に

は
数
学
的
な
経
験
も
役
立
っ
て

い
る
」
な
ど
と
話
し
、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
後
に
、

サ
プ
ラ
イ
ズ
で
演
奏
を
披
露
し

て
大
喝
采
を
受
け
た
。

　

こ
の
あ
と
、「
お
互
い
の
視

点
や
経
験
を
共
有
し
た
い
」「
経

営
者
や
さ
ま
ざ
ま
な
業
界
の
人

た
ち
と
繋
が
り
た
い
」「
人
脈

を
広
げ
、
情
報
交
換
や
意
見
交

換
を
行
い
た
い
」「
ビ
ジ
ネ
ス

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
に

つ
な
げ
た
い
」
そ
ん
な
さ
ま
ざ

ま
な
思
い
を
抱
い
て
集
ま
っ
た

参
加
者
た
ち
は
、
日
本
ク
ラ
ブ

が
用
意
し
た
料
理
を
楽
し
み
な

が
ら
大
い
に
歓
談
し
、
盛
況
と

な
っ
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
な

か
な
か
他
社
の
同
年
代
の
人
と

知
り
合
う
チ
ャ
ン
ス
が
な
か
っ

た
の
で
よ
か
っ
た
」「
い
つ
も

メ
ー
ル
と
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
連
絡
し

て
い
た
取
引
先
の
担
当
者
と
今

日
初
め
て
対
面
し
た
」
な
ど
リ

ア
ル
で
の
交
流
の
大
切
さ
を
実

感
し
た
よ
う
だ
っ
た
。

日
系
３
団
体
が
共
催

１
３
４
人
参
加
で
大
盛
況

　

米
エ
ネ
ル
ギ
ー
省（
Ｄ
Ｏ
Ｅ
）

は
15
日
、「
Ｎ
Ｙ
州
の
労
働
者

の
通
勤
時
間
は
最
も
長
い
」
と

題
し
た
月
報
を
公
表
し
た
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
司
る
同

省
は
２
０
２
０
年
の
デ
ー
タ
を

基
に
、
各
州
の
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で
の
片
道
の
平
均

通
勤
時
間
を
調
査
し
た
。
１
位

の
Ｎ
Ｙ
州
は
33
・
２
分
で
、
次

い
で
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
、
ニ
ュ
ー

ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
、
ワ
シ
ン
ト
ン

Ｄ
Ｃ
は
ほ
ぼ
同
じ
の
30
分
強
、

以
下
上
位
10
位
は
、
マ
サ
チ
ュ

ー
セ
ッ
ツ
、カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
、

イ
リ
ノ
イ
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
、
バ

ー
ジ
ニ
ア
州
と
な
っ
て
い
る
。

全
国
平
均
は
約
27
分
で
、
最
も

短
か
っ
た
の
は
18
分
以
下
の
サ

ウ
ス
・
ダ
コ
タ
と
ノ
ー
ス
・
ダ

コ
タ
州
だ
っ
た
。

通
勤
時
間
ラ
ン
キ
ン
グ

１
位
Ｎ
Ｙ
の
33
分

楽しい
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最
近
はcarousel ad

な
ど

の
広
告
用
語
と
し
て
も
使
わ
れ

る
カ
ル
ー
セ
ル
と
い
う
単
語
。

「
ネ
イ
テ
ィ
ブ
に
通
じ
な
く
て

困
り
ま
し
た
」
と
い
う
ご
相
談

が
あ
り
ま
し
た
。
今
日
は
こ
の

単
語
が
確
実
に
通
じ
る
た
め
の

ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
ま
す
の

で
、
マ
ス
タ
ー
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
単
語
が
通
じ
な
い
１
番

の
原
因
は
リ
ズ
ム
で
す
。
カ
タ

カ
ナ
で
カ
ル
ー
セ
ル
と
発
音
し

カ
ル
ー
セ
ル
が
通
じ
な
い
！

て
み
る
と
、
ル
ー
部
分
、
つ
ま

り
２
音
節
目
が
高
く
な
り
、
長

く
な
る
こ
と
で
、
と
て
も
目
立

っ
て
聞
こ
え
ま
せ
ん
か
？
英
語

のcarousel 

の
強
弱
リ
ズ
ム

は
強-

弱-

強
で
す
。
１
番
強

い
の
が
３
音
節
目
で
、
２
番
目

に
強
い
の
が
１
音
節
目
で
す
。 

発
音
記
号
と
リ
ズ
ム
を
表
に
し

ま
し
た
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

も
う
一
つ
注
意
し
た
い
の
が

最
後
のsel

部
分
で
す
。
こ
こ

に
音
節
は
一
つ
だ
け
で
す
が
、

日
本
語
は
全
て
の
音
に
母
音(

音
節)

を
含
む
た
め
「
セ
ル
」

に
は
２
つ
の
音
節
が
含
ま
れ
て

し
ま
い
ま
す
。 

日
本
語
は
強

弱
リ
ズ
ム
が
生
ま
れ
づ
ら
い
事

で
リ
ズ
ム
は
平
坦
に
な
り
、
高

く
発
音
し
た
音
が
妙
に
目
立
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
単
語
の

場
合
、
ル
ー
の
部
分
で
す
。 

英
語
は
強
弱
リ
ズ
ム
を
間
違
え

る
と
違
う
単
語
に
聞
こ
え
て
し

ま
う
の
で
、
強
弱
リ
ズ
ム
を
整

え
ま
し
ょ
う
。
練
習
方
法
を
動

画
に
し
ま
し
た
の
で
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
よ
り
ご
覧
く
だ
さ
い
。

モ
リ
ヤ
マ
ハ
ル
カ: 

ス
ラ
イ
ド

メ
ソ
ッ
ド
開
発
者
／
講
師
。「
最

強
英
語
発
音
メ
ソ
ッ
ド
」著
者
。

slidemethod.com
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EVENT　
■第95回・96回ジャパンフェス×ラー
メンコンテスト＝ 4/27・28　10:00 ～
18:00　会場は、4/27 が Chelsea (8th 
Ave 15th-16th st)、4/28 が Astoria 
(Steinway St, Broadway - 34th Ave)　
人気の日系ストリートフェア。今回
は、唐揚げ、タコせんべい、今川焼き、
シュークリーム、抹茶ドリンクなどの
ほか、ラーメンコンテストが開催され
る。
詳細は https://www.japanfes.com
■リンカーントンネル 5キロマラソン
＝ 5/5 8:00　リンカーントンネル内を
走る米国陸上競技連盟（USATF）公認
マラソンは、NJ 州ウィーホーケンの料
金所がスタートとゴールとなる。レー
スは同料金所から走り出し、トンネル
の NY 側に到着すると折り返して戻る
コース。参加費：＄40、当日参加 50
ドル（Ｔシャツ、ゼッケン込み）。オ
ンライン登録は 4/28 まで。
詳 細 は https://www.ltc5k.org/event-
information/
■ジャパンパレード＝ 5/11 13:00 ～
15:30  Central Park West （Start from 
81st St. to 67th St）第 3 回目となる今
回のグランドマーシャルは元プロ車い
すテニス選手の国枝慎吾氏。また日本
からの特別ゲストとして、舞台『鬼

滅の刃』のキャストの 4 人が参加す
る。72 丁目（bet Central Park West & 
Columbus Ave）ではストリートフェ
アが行われ、日本食・文化紹介約 30
店が出店する。
詳 細 は https://www.japanparadenyc.
org/

CLASS/SEMINAR
■ライフ・バランス・ワークショップ
＝ 4/27　17:00　「悩みの種から何を
収穫しましょうか？」と題した、日系
人会による第 16 回サクラ・ヘルス・
フェアでの無料ワークショップ。講師
は全国コーチ連盟認定ライフコーチ、
CMED 認定アーキタイパル・コンサル
タントのブロディー愛子さん。参加費
無料。
申し込み・詳細は https://forms.gle/
BoxgibV6pioMx8r86 
■第 5 回日本人乳がんシンポジウム＝

4/28  13:00 ～ 16:00  ダラス日本人会会
議室（テキサス州）とオンラインのハ
イブリッド形式で開催。乳腺外科主任
教授・ロズウェルパークがんセンター
の高部和明医師が「乳がんの遺伝子検
査って何？～最高の治療を求めて」と
題した基調講演を、一般婦人科準教授・
コロンビア大学病院の常盤真琴医師が
「がんの予防に使える 避妊法」という
テーマで講演を行う。参加費無料だが
要事前予約。
詳細は http://bcnetwork.org/
■日本の大学進学フェア＝ 5/21・22・
23　ロサンゼルスで日本語情報誌を発
行するライトハウスによる、オンライ
ンの進学フェア。英語での入試制度や
海外生のための奨学金制度などを解説
する。参加予定大学は、青山学院大学、
国際基督教大学、上智大学、立教大学
ほか。参加費無料。
詳細は https://japan-universities.com/
event/collegefair_2024sp.html

MUSIC
■能登半島地震復興支援イベント
「Love Note(Noto) From NY（NY か ら
の手紙）」＝ 4/28  15:00 ～ 22:00  The 
Meadows（17 Meadow St, Brooklyn）
数名の音楽プロデューサーを呼び、
DJ、ライブショーケース、グラフィ
ティーライターを中心にアパレルや
アーティストグッズなどが出店する。
屋外スペースではたこ焼き、から揚げ、
おにぎりなどが販売される。18歳以上。
入場無料だが要寄付。
■ 八 神 純 子 ラ イ ブ ＝ 6/30  17:30  
Birdland（315 W 44th St.）八神純子の
初の単独ニューヨーク公演。東日本大
震災以降、ボランティア活動を続けて
いる八神が音楽の力が TERRA（地球）
を守る糧となるよう願いを込めて作っ
た新曲『TERRA』の海外初披露も予定。
ピアニストの宮本貴菜が友情出演す
る。入場料：テーブル席＄35.46、バー
カウンター＄24.91
詳細は https://www.birdlandjazz.com/
tm-event/junko-yagami-duo/　

THEATRE/DANCE
■濱口竜介監督作品の映画上映会＝
4/26 ～ 5/3　 Walter Reade Theater 
（165 W 65th St.）濱口監督の作品を特
集するシリーズ。村上春樹の短編で西
島秀俊主演の『ドライブ・マイ・カー』、
柴崎友香原作・東出昌大主演の『寝て
も覚めても』、4/26 から日本で公開さ
れる『悪は存在しない』など全 9作品。
5/3 は濱口監督が登場し質疑応答が行
われる。入場料：一般＄17、学生・シ
ニア＄14、会員＄12
詳細は https://www.fi lmlinc.org/

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ART
■武蔵野コンソーシアム第６回年次グ
ループ展「武蔵野美術大学交友仲間展」
＝5/1～ 5/12  Gallery Onetwentyeight
（128 Rivington St）NY 市及び市近郊に
在住する 14 人の武蔵野美術大学の仲
間によって 2017 年に結成されたアー
トグループの作品展。参加作家は、ハ
ンデル佳奈、平之内美穂、キノマホ、
鞍井綾音、前原邦彦、神舘美会子　大
野廣子、奥村光也、奧村泰子、田中美
路、上原あけみ、依田順子、依田寿久、
遊真あつこ。入場無料。オープニング・
レセプションは5/3午後5時から8時。
詳細はwww.galleryonetwentyeight
■村上真司個展「2600」＝ 5/5 まで　
NowHere （40 Wooster St,）ブルック
リンを拠点に活動する村上真司の作品
展。個展タイトルの 2600 とは、世界
で初めて家庭に普及した伝説のビデオ
ゲーム「ATARI 2600」を象徴。初期

のビデオゲーム文化と最新のテクノロ
ジーを融合した作品を展示する。入場
無料。月・火休廊。
詳 細 は https://www.nowhere-nyc.
com/
■グループ展「ブレイクスルー」＝
5/8 ～ 12、5/15 ～ 19 　One Art Space 
Gallery（23 Warren St, ）日本の作家
38 人による現代アート展が 2 会期に
分 け て 開 催。Aoi Hanane、EMI・KI-
BAYASHI、Akie Abe など、進気鋭のアー
ティストたちの作品が集結する。それ
ぞれレセプションパーティー（5/9 と
5/16）、ライブペイントイベント（5/11
と 5/18）もある。入場無料。
詳細は https://www.japanpromotion.
org/en/
■ CG 作家・横山弥生個展「 INNO-
CENCE」 ＝ 5/13 ま で  International 
Center Of CCCS（80 Maiden Lane, 
14F）日本を拠点に国際的に活動する
横山の NY での個展第 2弾。今回は赤
を基調とした３シリーズ「Innocent 
Red」「Bloom」「Wave」で構成された
作品を展示する。入場無料。
詳細は https://artspheres.org/
■「無功徳：ギッター・イエレン・
コレクションの禅画」＝ 6/16 まで  
Japan Society（333 E 47th St）400 年
以上にわたる禅画の概念をめぐる展示
会。ニューオリンズ在住のカート・ギッ
ターとアリス・イエレン・ギッター夫
妻の禅画コレクションで、水墨画や書
画を通じて魅力あふれる仏教の教義を
教化することに貢献した画僧たちの作
品を展示する。入場料：一般＄12、学生・
シニア＄10、JS 会員・16 歳以下は無料。
詳細は https://japansociety.org

　

ジ
ュ
リ
ア
ー
ド
音
楽
院
で
行
わ
れ
る
、
日
系
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の

イ
ザ
ベ
ラ
・
エ
ガ
ワ
の
卒
業
リ
サ
イ
タ
ル
が
５
月
６
日
（
月
）
午
後

８
時
か
ら
開
催
さ
れ
る
。
エ
ガ
ワ
さ
ん
は
ジ
ュ
リ
ア
ー
ド
音
楽
院
大

学
院 

修
士
課
程
２
年
生
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
歌
劇
場
管
弦
楽
団
コ

ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
（
デ
イ
ビ
ッ
ド
・
チ
ャ
ン
）
門
下
生
。
会
場
は

ジ
ュ
リ
ア
ー
ド
音
楽
院
内
ポ
ー
ル
・
リ
サ
イ
タ
ル
ホ
ー
ル
（
西
65

丁
目
１
５
５
番
地
）。
入
場
無
料
、
予
約
不
要
、
自
由
席
先
着
順
。

詳
細
はhttps://www.juilliard.edu/event/166451/isabella-

egawa-violin

を
参
照
す
る
。

　

Ｎ
Ｙ
を
舞
台
に
し
た
内
容

の
書
籍
を
称
す
る
「
ゴ
ッ
サ

ム
・
ブ
ッ
ク
・
プ
ラ
イ
ズ
」
の

２
０
２
４
年
度
の
最
終
選
考
11

作
品
が
、
15
日
発
表
さ
れ
た
。

　

同
図
書
賞
は
、
ロ
ウ
ア
ー
・

イ
ー
ス
ト
サ
イ
ド
の
個
人
書
店

Ｐ
＆
Ｔ
ニ
ッ
ト
ウ
ェ
ア
の
創
業

者
ブ
ラ
ッ
ド
リ
ー
・
タ
ス
ク
氏

と
、
非
営
利
団
体
ブ
ル
ー
ム
バ

ー
グ
・
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
の

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
率
い
る
ハ

ワ
ー
ド
・
ウ
ル
フ
ソ
ン
氏
が
コ

ロ
ナ
禍
の
２
０
２
０
年
、
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ

ョ
ン
に
関
わ
ら
ず
Ｎ
Ｙ
市
に

つ
い
て
書
く
こ
と
で
同
市
を

盛
り
上
げ
称
え
よ
う
と
い
う

目
的
で
創
設
し
た
。
イ
ス
ラ
ム

教
徒
が
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
ベ
イ

ブ
リ
ッ
ジ
で
迎
え
る
断
食
月
ラ

マ
ダ
ン
や
、
１
９
７
０
年
代
の

Ｎ
Ｙ
市
警
と
黒
人
解
放
軍
が
対

立
す
る
ハ
ー
レ
ム
な
ど
、
Ｎ
Ｙ

な
ら
で
は
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

や
世
代
、
文
化
な
ど
を
背
景

に
し
た
作
品
の
テ
ー
マ
は
幅

広
い
。
最
終
選
考
作
品
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
（https://www.

gothambookprize.org/

）
を

参
照
す
る
。
11
作
品
は
す
べ
て

Ｐ
＆
Ｔ
ニ
ッ
ト
ウ
ェ
ア
で
購
入

で
き
、
ク
イ
ー
ン
ズ
公
立
図
書

館
で
も
貸
し
出
し
て
い
る
。

　

タ
ス
ク
氏
と
ウ
ル
フ
ソ
ン
氏

は
声
明
で
「
Ｎ
Ｙ
市
の
リ
ッ
チ

ネ
ス
を
１
冊
に
ま
と
め
る
の
は

不
可
能
だ
が
、
今
年
の
最
終
選

考
作
品
は
、
そ
の
不
可
能
に
か

な
り
近
づ
い
て
い
る
。
Ｎ
Ｙ
市

は
コ
ロ
ナ
禍
の
ど
ん
底
を
十
分

に
乗
り
越
え
た
。
ゴ
ッ
サ
ム
・

ブ
ッ
ク
・
プ
ラ
イ
ズ
は
、
復
活

し
た
Ｎ
Ｙ
が
、
世
界
に
Ｎ
Ｙ
の

素
晴
ら
し
い
ス
ト
ー
リ
ー
を
伝

え
て
い
く
創
造
力
を
称
え
る
」

と
伝
え
て
い
る
。
ク
イ
ー
ン
ズ

公
立
図
書
館
長
や
著
名
な
作
家

た
ち
の
選
考
後
、
表
彰
式
は
６

月
５
日
開
催
の
ク
イ
ー
ン
ズ
公

立
図
書
館
の
ガ
ラ
で
行
わ
れ
、

優
勝
作
品
に
は
５
万
ド
ル
が
授

与
さ
れ
る
。

　

株
式
会
社douzo

（
本
社
東

京
都
台
東
区
、
上
田
達
社
長
）

は
、
日
本
刀
の
発
祥
の
地
の
一

つ
と
し
て
知
ら
れ
る
岐
阜
県
関

市
の
熟
練
し
た
刃
物
造
り
の
技

術
か
ら
生
ま
れ
た
包
丁Taski

を
世
界
に
向
け
て
ネ
ッ
ト
販
売

を
開
始
し
た
。

　

高
品
質
な
包
丁
の
極
上
の
切

れ
味
を
自
宅
で
の
簡
単
な
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
で
、
で
き
る
だ
け
長

く
保
て
る
よ
う
に
す
る
こ
と

を
最
も
大
切
に
考
え
て
設
計

さ
れ
た
包
丁
ブ
ラ
ン
ド
。
現

在
公
式
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
イ
ト

（https://taski.store/

）で
は
、

Chef’s Knife

、Petty Knife

、

Rolling Sharpener

を
販
売

中
。
こ
れ
ら
３
点
が
一
度
に

揃
うTaski

ス
ペ
シ
ャ
ル
セ
ッ

ト
（
４
４
９
ド
ル
）
を
５
月
31

日
ま
で
有
効
の
ク
ー
ポ
ン
コ
ー

ド
（NYseikatsu2024

）
を

添
え
て
申
し
込
む
と
先
着
20
人

に
２
０
０
ド
ル
割
引
で
提
供
す

る
。

NYを称える図書賞
最終選考11作品

ジ
ュ
リ
ア
ー
ド
音
楽
院

エ
ガ
ワ
さ
ん

卒
業
公
演 極

上
の
切
れ
味

オ
ン
ラ
イ
ン
で
発
売

「Taski」世界へ
特別 3点セットに特典

楽しい

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com

　

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
ク
ニ

三
上
が
５
月
６
日
（
月
）
か
ら

10
日
（
金
）
ま
で
、
お
昼
の
12

時
30
分
か
ら
午
後
２
時
30
分
ま

で
の
毎
日
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
ト
パ

ー
ク
内
（
42
丁
目
の
5
番
街
と

6
番
街
の
間
、
公
立
図
書
館
の

そ
ば
）
で
、
春
恒
例
ラ
ン
チ
タ

イ
ム
の
無
料
コ
ン
サ
ー
ト
に
出

演
し
、
演
奏
す
る
。
６
日
か
ら

９
日
ま
で
は
ソ
ロ
ピ
ア
ノ
演

奏
、
10
日
は
「
ア
ジ
ア
系
米
国

人
の
日
」
を
記
念
し
て
ア
ジ
ア

ン
ア
メ
リ
カ
ン
の
若
手
の
演
奏

家
を
加
え
て
の
演
奏
に
な
る
。

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト

ク
ニ
三
上
が
生
演
奏

ブライアントパーク
５月６日～10日

ランチタイム無料コンサート

http://bcnetwork.org/
https://www.birdlandjazz.com/
http://www.galleryonetwentyeight
https://www.japanfes.com
https://www.ltc5k.org/event-information/%E2%96%A0%E3%82%B8%E3%83%A3%E3%83%91%E3%83%B3%E3%83%91%E3%83%AC%E3%83%BC%E3%83%89%EF%BC%9D
https://www.ltc5k.org/event-information/
https://artspheres.org/
https://japansociety.org
https://www.juilliard.edu/event/166451/isabella-egawa-violin
https://taski.store/
https://taski.store/
https://taski.store/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://www.japanparadenyc.org/
https://forms.gle/BoxgibV6pioMx8r86
https://www.filmlinc.org/
https://www.birdlandjazz.com/tm-event/junko-yagami-duo/
https://www.japanpromotion.org/en/
https://www.nowhere-nyc.com/
https://www.gothambookprize.org/
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体
と
心
が
表
裏
一
体
で
あ
る

こ
と
は
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
、

何
と
な
く
ご
存
知
の
事
で
し
ょ

う
。そ
し
て「
心
」は「
ハ
ー
ト
」、

つ
ま
り
心
臓
で
あ
る
と
解
釈
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
「
ハ
ー

ト
」
の
状
態
を
作
り
出
し
て
い

る
の
は
、
実
は
腸
な
の
で
す
。

皆
さ
ん
が
「
思
う
」
こ
と
は
腸

の
状
態
が
作
り
出
す
体
感
な
の

で
す
。
で
す
か
ら
私
た
ち
が
心

の
問
題
を
解
こ
う
と
す
る
と
き

に
、
初
め
に
確
認
す
る
べ
き
は

腸
の
働
き
な
の
で
す
。例
え
ば
、

私
は
あ
る
時
突
然
、「
も
し
か

し
て
、
私
、
う
つ
病
？
」
と
思

う
よ
う
な
気
持
ち
に
襲
わ
れ
ま

し
た
。
で
も
、
ど
う
考
え
て
も

理
由
が
分
か
り
ま
せ
ん
。
ビ
ジ

ネ
ス
で
も
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で

も
、
デ
ィ
プ
レ
ス
す
る
理
由
が

な
い
の
で
す
。
そ
れ
で
よ
く
考

え
て
み
る
と
、
前
の
晩
に
北
欧

系
の
名
前
が
付
い
た
某
有
名
店

の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
食
べ
た

の
で
す
。
そ
れ
も
、
ア
ル
コ
ー

ル
風
味
の
ラ
ム
レ
ー
ズ
ン
。
市

販
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
に
は
、

ア
ン
チ
・
フ
リ
ー
ズ
剤
を
は
じ

め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
、
人
間

が
食
べ
る
べ
き
で
は
な
い
化
学

薬
品
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
が
私
の
脳
内
化
学
物
質
の

バ
ラ
ン
ス
を
一
夜
に
し
て
崩

し
、
私
は
急
性
う
つ
病
に
な
っ

た
の
で
し
た
。

　

腸
と
脳
は
、
迷
走
神
経
に
よ

っ
て
直
接
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
脳
か
ら
腸
に
行
く

神
経
よ
り
、
腸
か
ら
脳
に
行
く

神
経
の
方
が
ず
っ
と
多
い
の
で

す
。
つ
ま
り
、
脳
が
腸
を
コ
ン

ヒ
ー
リ
ン
グ
と
は
、
自
分
に
心
を
開
く
こ
と
（
２
）

人
格
は
腸
セ
ン
ト
ラ
ル
で
形
成
さ
れ
る

ト
ロ
ー
ル
す
る
以
上
に
、
腸
が

脳
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
体
外
か
ら

来
る
さ
ま
ざ
ま
な
刺
激
（
食
べ

物
、
水
、
空
気
、
薬
、
感
情
、

体
五
感
を
通
し
て
感
じ
る
全
て

の
体
感
な
ど
）
と
全
て
の
経
験

が
、
先
ず
腸
神
経
系
で
受
け
取

ら
れ
処
理
さ
れ
て
か
ら
、
脳
に

送
ら
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
一
人

の
人
間
の
オ
ー
ガ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
（
人
格
形
成
）
は
、
脳
セ
ン

ト
ラ
ル
で
は
な
く
、
腸
セ
ン
ト

ラ
ル
な
の
で
す
。
例
え
ば
、
何

か
新
し
い
経
験
、
過
去
に
学
習

し
た
経
験
値
以
上
の
刺
激
が
入

っ
て
き
た
と
き
に
、
そ
れ
を
適

切
に
処
理
す
る
機
能
と
能
力
が

な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
そ
の
人
に

と
っ
て
過
度
の
ス
ト
レ
ス
と
し

て
処
理
さ
れ
、
脳
に
そ
の
情
報

が
伝
わ
り
ま
す
。
こ
の
「
そ
れ

を
適
切
に
処
理
す
る
機
能
と
能

力
」
が
消
化
力
で
、
消
化
力
が

腸
内
細
菌
叢
（
善
玉
菌
、
日
和

見
菌
と
悪
玉
菌
の
バ
ラ
ン
ス
）

の
機
能
力
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
で
す
の
で
、
腸
内
細
菌

叢
の
調
和
が
崩
れ
て
悪
玉
菌
に

よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
る
、
つ

ま
り
消
化
力
が
低
下
し
て
い
る

人
の
場
合
、
小
さ
な
ス
ト
レ
ス

が
大
き
な
ス
ト
レ
ス
に
感
じ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、

同
じ
ス
ト
レ
ス
に
さ
ら
さ
れ
て

も
、
打
撃
の
感
じ
方
も
異
な
れ

ば
、
回
復
の
仕
方
も
個
人
レ
ベ

ル
で
異
な
る
の
は
そ
の
た
め
で

す
。

　

も
し
、
私
の
急
性
う
つ
病
の

原
因
が
ラ
ム
レ
ー
ズ
ン
・
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
だ
と
気
づ
か
ず

に
、
好
ん
で
始
終
食
べ
た
ら
？

あ
る
い
は
、
同
じ
食
べ
物
で
な

く
て
も
、
毎
日
何
か
し
ら
の
人

間
が
食
べ
る
べ
き
で
は
な
い
化

学
物
質
の
入
っ
た
食
べ
物
を
食

べ
続
け
た
ら
？
い
つ
し
か
、
私

は
本
物
の
う
つ
病
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
で
し
ょ
う
。
す
ぐ
に
原

因
に
気
づ
い
て
排
泄
を
促
す
こ

と
で
、
う
つ
症
状
は
数
時
間
の

う
ち
に
治
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
腸
が
毎
日
似

た
よ
う
な
経
験
を
繰
り
返
す
こ

と
で
、
脳
内
化
学
物
質
の
バ
ラ

ン
ス
、ホ
ル
モ
ン
の
バ
ラ
ン
ス
、

そ
し
て
交
感
神
経
と
副
交
感
神

経
間
の
バ
ラ
ン
ス
が
パ
タ
ー
ン

化
し
て
い
き
、
そ
の
人
に
特
有

の
体
の
緊
張
の
パ
タ
ー
ン
と
し

て
定
着
し
て
い
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
し
て
、
腸
セ
ン
ト
ラ
ル

な
人
格
形
成
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ

て
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
な
い
人

格
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
続
く
）

カ
ス
ト
ロ
・
岡
牧
子

：

米
国

栄
養
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会
認

定
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
Ｇ
Ａ
Ｐ

Ｓ
認
定
食
事
療
法
士
、
フ
ェ

ル
デ
ン
ク
ラ
イ
ス
・
メ
ソ
ッ

ド
認
定
プ
ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ
ナ

ー
。
１
０
０
％
健
康
で
幸
せ
な

人
生
の
た
め
の
「
マ
キ
コ
メ

ソ
ッ
ド
」
を
考
案
。Natural 

HealingArtists

創
業
者
兼
代

表
。NaturalHealingArtists.

com

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
バ
レ
エ
教

室
を
主
宰
す
る
プ
テ
ィ
・
ア
ロ

ン
ジ
ェ
・
ベ
ラ
Ｎ
Ｙ
（
イ
ザ
ベ

ラ
・
マ
リ
ア
・
ト
レ
ス
代
表
）は
、

20
日
、
創
立
４
周
年
記
念
公
演

と
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
バ
レ
エ
留
学

中
の
学
生
ら
が
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
し
て
来
場
者
を
魅
了
し
た
。

　

踊
っ
た
北
古
賀
栞
さ
ん

（
30
）
は
ハ
ン
タ
ー
大
学
を
卒

業
、
片
桐
杏
実
さ
ん
（
21
）
は

ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
ダ
ン
ス
ク
ラ

ブ
に
留
学
、
ル
ル
ド
・
メ
ン
ド

ー
サ
さ
ん
（
25
）
は
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
か
ら
バ
レ
エ
留
学
し
て
い

る
。
そ
れ
ぞ
れ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
の
経
験
を
生
か
し
て
今
後
も

舞
台
芸
術
の
世
界
で
生
き
て
い

く
予
定
だ
と
い
う
。

　

同
教
室
で
は
６
月
か
ら
「
大

人
の
バ
レ
エ
留
学
」
コ
ー
ス
の

受
け
入
れ
事
業
を
行
う
（
本
紙

４
月
13
日
号
既
報
）
予
定
だ
。

１
人
か
ら
の
個
人
で
も
グ
ル
ー

プ
な
ど
団
体
で
も
受
け
入
れ
、

同
ス
ク
ー
ル
で
は
空
港
送
迎
か

ら
滞
在
場
所
の
紹
介
、
レ
ッ
ス

ン
な
ど
を
提
供
す
る
。

　

詳

細

はwww.petit-
allonge-bella.com

,

問
い
合
わ
せ
は
電
話

９
２
９
・６
５
５
・０
７
２
６
。

プティ・アロンジェ・ベラＮＹ
４周年
祝う

メンドーサさん 片桐さん 北古賀さん

つま先立ちで
ギネス記録に
世界中から350人

　

米
国
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
バ

レ
エ
少
女
た
ち
が
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
で
17
日
、
ト
ウ
シ
ュ
ー
ズ
で

つ
ま
先
立
ち
の
ポ
ー
ズ
を
１
分

間
以
上
維
持
す
る
ギ
ネ
ス
記
録

に
挑
戦
し
た
。

　

こ
の
挑
戦
を
企
画
す
る
ユ
ー

ス
・
ア
メ
リ
カ
・
グ
ラ
ン
プ
リ

に
よ
る
と
、
前
回
は
２
０
１
９

年
９
月
10
日
放
送
の
朝
の
情
報

番
組
内
で
３
０
６
人
が
ギ
ネ
ス

記
録
に
登
録
さ
れ
た
。
バ
レ
エ

の
「
ポ
ワ
ン
ト
」
と
し
て
認
め

ら
れ
る
に
は
、
全
体
重
を
真
っ

す
ぐ
に
伸
ば
し
た
脚
で
支
え
な

が
ら
身
体
の
形
を
維
持
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
今
回
は
前
回

を
上
回
る
、
米
国
内
は
Ｎ
Ｙ
を

含
む
20
州
、
国
外
は
日
本
を
は

じ
め
中
国
、
ド
イ
ツ
、
ポ
ル
ト

ガ
ル
か
ら
総
勢
３
５
３
人
が
参

加
し
、「
ポ
ワ
ン
ト
」
を
１
分

以
上
維
持
し
た
こ
と
が
認
め
ら

れ
、ギ
ネ
ス
更
新
を
達
成
し
た
。

https://america-keitai.com/
http://www.petit-al
http://www.petit-al
http://www.petit-al
NaturalHealingArtists.com
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東
京-

フ
ロ
ス
ト
バ
レ
ー
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は

今
夏
に
開
催
さ
れ
る
サ
マ
ー
キ

ャ
ン
プ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会

を
４
月
30
日
（
火
）、
５
月
９

日
（
木
）、
５
月
21
日
（
火
）

に
実
施
す
る
。
サ
マ
ー
キ
ャ
ン

プ
参
加
を
検
討
中
の
人
、
４
月

か
ら
赴
任
し
た
家
族
な
ど
、
誰

で
も
参
加
す
る
事
が
で
き
る
。

　

説
明
は
日
本
語
で
行
わ
れ
、

現
地
在
住
の
ス
タ
ッ
フ
が
ス
ラ

イ
ド
を
使
っ
て
解
説
す
る
。
キ

ャ
ン
プ
地
は
Ｎ
Ｙ
州
中
部
の
キ

ャ
ッ
ツ
キ
ル
自
然
保
護
区
に
あ

る
フ
ロ
ス
ト
バ
レ
ー
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

で
、
自
然
環
境
、
施
設
、
ス
タ

ッ
フ
、プ
ロ
グ
ラ
ム
の
全
て
で
、

北
米
キ
ャ
ン
プ
場
の
モ
デ
ル
と

し
て
高
い
評
価
と
注
目
を
得
て

い
る
。
豊
か
な
自
然
環
境
の
中

で
、
同
じ
背
景
を
持
つ
仲
間
と

過
ご
し
、
国
際
人
と
し
て
の
足

場
を
築
い
て
い
く
。
そ
ん
な
貴

重
な
体
験
が
で
き
る
キ
ャ
ン
プ

だ
。
参
加
対
象
は
小
学
校
２
年

生
（
９
月
〜
）
か
ら
15
歳
ま
で
。

参
加
希
望
者
は
事
前
に
フ
ォ

ー

ム
（https://forms.gle/

JKmdtiDjDVSRsq9cA

）

か

ら
申
し
込
む
。
問
い
合
せ
は

Ｅ
メ
ー
ルRYtokyo-info@

frostvalley.org

ま
で
。

東京 -フロストバレー
ＹＭＣＡサマーキャンプ

オンライン説明会実施
恋
の
歌
も
地
球
の
叫
び
も

八神純子
６月にNYでライブ

　
初
の
単
独
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公

演
を
６
月
30
日
︵
日
︶
午
後
５

時
30
分
か
ら
バ
ー
ド
ラ
ン
ド

︵
西
44
丁
目
３
１
５
番
地
︶
で

開
催
す
る
。
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ

で
一
昨
年
、
女
性
シ
ン
ガ
ー
ソ

ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
殿
堂
入
り
を

果
た
し
た
。﹁
そ
ん
な
私
が
日

本
だ
け
で
歌
っ
て
い
て
は
い
け

な
い
な
と
い
う
思
い
で
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
公
演
が
実
現
し
ま
し

た
﹂。
１
９
８
６
年
か
ら
西
海

岸
に
住
ん
で
き
た
八
神
。﹁
こ

の
10
年
間
ず
っ
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
公
演
を
考
え
て
い
た
ん
で

す
。﹃
水
色
の
雨
﹄、﹃
パ
ー
プ

ル
タ
ウ
ン
﹄
と
い
っ
た
私
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
曲
を
楽
し
み
に
来
て

く
だ
さ
る
日
本
人
の
方
が
ほ
と

ん
ど
だ
と
思
い
ま
す
が
、
私
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
歌
っ
て
い

る
今
回
の
ラ
イ
ブ
の
原
動
力
に

な
っ
て
い
る
曲
は
、
地
球
の
温

暖
化
が
沸
騰
化
と
な
り
、
終
わ

ら
な
い
戦
争
、
人
種
差
別
、
経

済
の
問
題
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
、

黙
っ
て
い
た
ら
何
も
起
き
な

い
。
歌
を
作
り
声
を
上
げ
れ
ば

何
か
が
起
き
る
か
も
知
れ
な
い

と
い
う
気
持
ち
か
ら
生
ま
れ
た

曲
で
す
。
今
ま
で
の
私
の
音
楽

人
生
は
こ
の
ア
ル
バ
ム
を
作
る

た
め
に
あ
っ
た
ん
だ
と
強
く
感

じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ

ば
か
り
に
な
っ
て
し
ま
わ
な
い

よ
う
に
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
と
し
て
は
ず
っ
と
恋
の
歌

を
歌
え
る
よ
う
な
、
作
れ
る
よ

う
な
、
そ
れ
が
似
合
う
よ
う
な

歌
手
で
も
い
た
い
と
思
い
ま

す
。
社
会
に
向
け
た
目
と
愛
の

心
、
そ
の
両
方
を
歌
っ
て
い
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
ラ

イ
ブ
は
、
客
席
と
近
い
ス
テ
ー

ジ
な
の
で
、
皆
さ
ん
と
目
を
あ

わ
せ
て
歌
え
る
と
思
い
ま
す
。

ぜ
ひ
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
﹂。

　
開
場
は
午
後
４
時
30
分
。
入

場
料
は
テ
ー
ブ
ル
席
35
ド
ル
46

セ
ン
ト
、
バ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー

24
ド
ル
91
セ
ン
ト
。
チ
ケ
ッ

ト
発
売
中
。
詳
細
はhttps://

w
w

w
.birdlandjazz.com

/
tm

-event/junko-yagam
i-

duo/

を
参
照
す
る
。

（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

http://newyork-apartment-realestate.com
https://aantcinc.com/
https://www.gallery60nyc.com/
https://www.takesushi.us/
http://www.easeny.com/
https://www.birdlandjazz.com/tm-event/junko-yagami-duo/
https://forms.gle/JKmdtiDjDVSRsq9cA
mailto:RYtokyo-info@frostvalley.org
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　今回ご紹介するのは、Greenpoint にあるインド風ニューアメリカン料理店の
Nura。オープン時から予約困難と話題になっていたこのお店。おしゃれな友達
に連れられ、ようやく行ってきました！人気なのも納得、とにかくおしゃれす
ぎる緑いっぱいの店内に、雰囲気負けしないおいしい料理の数々。店員さんも
とても感じが良くて、とにかく非日常感がすごい。なんだかいるだけで気分が
上がる、そんな特別な場所なのです。この日は日本に帰ってしまう友人の送別
会でしたが、とても素敵な思い出になりました。女子会や特別な日におすすめ
のロマンチックなお店、ただし事前に予約はしておいた方が絶対に良いでしょ
う !
　ヤマモトレミ　89年生まれ、福岡県出身の漫画家。2017年に仕事の異動で東
京から NYへ移住。日本食スーパーで社員として働きながら趣味で漫画を描いて
いたら楽しくなってしまい 2021年に退職、漫画家として本格的に活動を開始。
2023年現在ブルックリン区在住。単行本発売中！
（Instagram:@Yamamotoinnyc）

【8】

　

今
年
も
「
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
・

ナ
イ
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
が
29

日
（
月
）
午
後
４
時
か
ら
10
時

ま
で
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
シ

テ
ィ
ー
（220 36th Street, 

Brooklyn

）
に
て
ス
タ
ー
ト
す

る
。
世
界
各
国
の
グ
ル
メ
が
味

わ
え
る
50
以
上
の
ベ
ン
ダ
ー

が
軒
を
連
ね
、
ビ
ル
の
合
間

に
夕
陽
が
沈
む
美
し
い
風
景
を

楽
し
み
な
が
ら
、
Ｄ
Ｊ
に
よ
る

音
楽
や
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
な
ど
、
毎
回
６
０
０
０
人
以

上
が
訪
れ
る
食
の
祭
典
。
こ
の

ナ
イ
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
10
月
ま

で
、
毎
月
最
終
月
曜
（
５
月
27

日
、
６
月
24
日
、
７
月
29
日

ほ
か
）
に
開
催
さ
れ
る
。
入

場
無
料
。
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
と

し
て
の
参
加
も
募
集
し
て
い

る
。
詳
細
はhttps://www.

maschospitalitygroup.
com/brooklynnightmarket

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
美
術
館

（200 Eastern Parkway

）
は

今
月
５
日
か
ら
、
歌
川
広
重

の
「
名
所
江
戸
百
景
（feat. 

村
上
隆
）」
と
題
し
た
展
示
を

開
催
し
て
い
る
（
１
面
に
記

事
）。
江
戸
時
代
の
浮
世
絵

師
、
歌
川
広
重
（
１
７
９
７
〜

１
８
５
８
）
の
同
美
術
館
所
蔵

の
作
品
１
１
８
点
を
展
示
。
劣

化
を
防
ぐ
た
め
普
段
は
展
示

し
て
い
な
い
た
め
、
今
回
は

２
０
０
０
年
の
展
示
会
以
来
、

24
年
ぶ
り
の
公
開
と
な
る
。

　
「
名
所
江
戸
百
景
」
は

１
８
５
６
年
か
ら
58
年
に
か
け

て
か
け
て
制
作
さ
れ
た
連
作
浮

世
絵
名
所
絵
で
、
桜
の
下
で
の

ピ
ク
ニ
ッ
ク
、
夏
の
暴
風
雨
や

両
国
の
花
火
、も
み
じ
の
落
葉
、

雪
景
色
な
ど
、
江
戸
の
四
季

折
々
の
風
景
に
出
会
え
る
。
そ

の
ほ
か
江
戸
の
地
図
や
、
タ
ン

ス
・
下
駄
・
番
傘
・
の
れ
ん
な

ど
の
民
芸
品
も
展
示
。

　

こ
の
企
画
展
の
た
め
に
制
作

さ
れ
た
現
代
美
術
家
の
村
上
隆

に
よ
る
大
型
作
品
も
同
時
公

開
。
江
戸
百
景
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
作
品
の
中
に
は
村
上
の
ポ

ッ
プ
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
描
き

込
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
広
重

が
描
い
た
風
景
が
現
在
の
東
京

に
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ

Utagawa Hiroshige. Kiyomizu Hall 
and Shinobazu Pond at Ueno (Ueno 
Kiyomizudō no ike), no. 11 from 100 

Famous Views of Edo, 4th month of 1856. 
Woodblock print. Brooklyn Museum; 

Gift of Anna Ferris, 30.1478.11. (Photo: 
Brooklyn Museum)

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
美
術
館
で

　

Ｎ
Ｙ
の
さ
ま
ざ
ま
な
会
場
で

ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
展
開
す
る
Ｆ
Ａ
Ｄ
（
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
・
ア
ー
ト
・
デ
ザ
イ
ン
）

は
、
５
月
４
日
（
土
）
と
５
日

（
日
）
の
２
日
間
、
正
午
か
ら

午
後
６
時
ま
で
、
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
・
ブ
リ
ュ
ワ
リ
ー
（
北
11
通

り
79
番
地
）
で
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

開
催
す
る
。
地
元
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
や
小
規
模
企
業
が
数
多
く
参

加
し
、
こ
こ
で
し
か
手
に
入
ら

な
い
手
作
り
の
ア
ー
ト
や
デ
ザ

イ
ン
商
品
が
販
売
さ
れ
る
。
ビ

ー
ル
を
片
手
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
を
楽
し
も
う
。
入
場
無
料
。

詳
細
はhttps://fadmarket.

com

ア
ー
ト
と
ビ
ー
ル

5
月
４
、５
日
に

食
の
祭
典
「
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
・
ナ
イ
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
」

た
か
を
写
真
な
ど
で
紹
介
し
て

い
る
。同
展
は
８
月
４
日
ま
で
。　

　

入
場
料
は
一
般
20
ド
ル
、
学

生
・
シ
ニ
ア
は
14
ド
ル
、
会
員
・

４
歳
以
下
は
無
料
。

　

ま
た
29
日
（
月
）
午
後
７
時

か
ら
は
、
村
上
隆
が
キ
ュ
レ
ー

タ
ー
と
都
市
の
歴
史
や
環
境
の

変
化
、
村
上
の
絵
画
の
新
シ

リ
ー
ズ
な
ど
に
つ
い
て
語
り

合
う
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
も
開

催
さ
れ
る
（
入
場
料
40
ド
ル
、

会
員
24
ド
ル
）。
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://www.

brooklynmuseum.org/

を

参
照
す
る
。

歌
川
広
重
の

江
戸
百
景

https://japanvillage.com/
https://www.aozoragakuen.com/
http://bjafa.org/nihongogakuen/
http://www.jwsny.org
https://www.maschospitalitygroup.com/brooklynnightmarket
https://www.brooklynmuseum.org/
https://fadmarket.com
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海
老
天
ぷ
ら

焼
き
蕎
麦
が
き

蕎
麦
い
な
り

【
作
り
方
】

（
１
）
蕎
麦
は
茹
で
て
、
水
で

し
め
て
お
く
。（
冷
凍
・
乾
麺

で
可
）

（
２
）
卵
を
割
り
よ
く
解
い
て

【
作
り
方
】

（
１
）
天
ぷ
ら
粉
Ａ
と
、
水
を

合
わ
せ
る
（
卵
の
い
ら
な
い
市

販
の
天
ぷ
ら
粉
を
使
用
）

海
老
天
の
秘
訣
と
蕎
麦
の
美
味
さ
を
生
か
す
技

蕎麦 ...................茹で上がり 200g
味付けいなり皮 ..............４～６枚
めんつゆ ..................................８g
大葉 .................................４～６枚
卵 ............................................１個

無頭海老 ........................２本
天ぷら粉 A  ...................150g
天ぷら粉 B .................... 50g
水 .....................200g～ 250g
大根 ............................（適量）
生姜 ............................（適量）

そば粉 .....................75g
水 A .......................200g
めんつゆ .................25g
水 B .......................100g

【材料】　

【材料】　

【材料】　

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
イ
ー
ス

ト
ビ
レ
ッ
ジ
に
あ
る
蕎
麦
屋

は
、
手
打
ち
十
割
蕎
麦
を
出
す

店
と
し
て
知
ら
れ
る
蕎
麦
処
の

銘
店
。
今
回
は
蕎
麦
を
使
っ
た

料
理
２
品
と
、
職
人
が
揚
げ
る

プ
ロ
の
海
老
天
ぷ
ら
の
揚
げ
方

を
、
滞
米
18
年
の
ベ
テ
ラ
ン
日

本
食
料
理
人
、
姉
妹
店
酒
蔵
の

井
上
勝
久
シ
ェ
フ
に
教
え
て
い

た
だ
い
た
。

裏
ご
し
し
て
、
中
火
の
フ
ラ
イ

パ
ン
で
薄
焼
き
卵
焼
き
を
３
セ

ン
チ
の
細
切
り
に
す
る
。

（
３
）
カ
ニ
カ
マ
を
１
セ
ン
チ

に
切
り
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
で
和
え

て
お
く

（
４
）
蕎
麦
に
め
ん
つ
ゆ
を
掛

け
混
ぜ
る
。

（
５
）（
４
）
を
い
な
り
皮
に
詰

め
て
口
が
上
に
な
る
よ
う
に

し
、
大
葉
、
薄
焼
き
玉
子
、
カ

ニ
カ
マ
、
天
か
す
、
ネ
ギ
を
盛

り
付
け
る
。

　

蕎
麦
と
い
な
り
寿
司
の
味
を

同
時
に
楽
し
め
る
前
菜
な
ど
に

は
ピ
ッ
タ
リ
の
料
理
だ
。

（
２
）
無
頭
海
老
の
下
処
理
を

す
る
。
第
一
関
節
を
残
し
、
殻

を
む
き
、
揚
げ
た
際
の
破
裂
防

止
に
尻
尾
の
先
を
切
り
、
角
を

外
す
。
背
側
に
切
れ
目
を
入
れ

背
わ
た
を
取
る
。
揚
げ
た
時
に

海
老
が
曲
が
ら
な
い
よ
う
に
腹

片栗粉 .....................５g
ワサビ ....................適量
ネギ ........................適量

【
作
り
方
】

（
１
）
鍋
に
そ
ば
粉
と
水
Ａ
を

入
れ
、
火
に
か
け
木
べ
ら
で
混

ぜ
、
粘
り
が
出
て
き
た
ら
火
か

ら
下
ろ
し
、
予
熱
が
取
れ
た
ら

適
量
に
丸
め
る
。

（
２
）
鍋
に
め
ん
つ
ゆ
を
適
量

の
水
Ｂ
で
割
り
、
一
度
沸
騰
さ

せ
、
水
溶
き
片
栗
粉
を
入
れ
、

麺
つ
ゆ
飴
に
す
る
。

（
３
）
丸
め
た
蕎
麦
が
き
を
中

火
の
フ
ラ
イ
パ
ン
で
焼
き
目
が

つ
く
ま
で
焼
く
。

（
４
）
焼
き
上
げ
た
蕎
麦
が
き

を
器
に
盛
り
、
め
ん
つ
ゆ
を
か

け
て
ネ
ギ
を
盛
り
ワ
サ
ビ
を
添

え
る
。 蕎麦屋

229 E9th St.
New York,NY 10003

Tel:212-533-6966
年中無休 12:00-22:00

sobaya.square.site

側
に
切
れ
目
を
４
、５
本
入
れ
、

身
を
伸
ば
す
。
神
経
が
切
れ
る

ブ
ツ
ブ
ツ
と
い
う
音
が
す
る
。

真
っ
直
ぐ
な
ひ
ょ
ろ
ひ
ょ
ろ
な

紐
状
の
海
老
に
す
る
。

（
３
）
大
根
と
生
姜
の
皮
を
剥

き
、
お
ろ
し
金
で
お
ろ
し
て
お

く
。

（
４
）
直
径
20
セ
ン
チ
く
ら
い

の
フ
ラ
イ
パ
ン
に
２
〜
３
セ
ン

チ
ほ
ど
の
油
を
入
れ
１
６
０
度

Ｃ
〜
１
８
０
度
Ｃ
。

（
５
）
海
老
を
天
ぷ
ら
粉
Ｂ
に

ま
ん
べ
ん
な
く
付
け
、（
１
）

の
衣
に
海
老
を
潜
ら
せ
、
尻
尾

を
持
っ
て
第
一
関
節
残
し
で
潜

ら
せ
油
へ
入
れ
る
。

（
６
）
油
に
入
れ
た
海
老
を
真

っ
直
ぐ
に
整
え
、
箸
を
４
本
ほ

ど
使
っ
て
、
天
衣
を
海
老
に
た

ら
し
「
花
」
を
咲
か
せ
る
。
で

き
れ
ば
両
面
。（
結
婚
式
場
の

よ
う
に
大
量
に
海
老
天
を
作
る

場
合
は
、
先
に
天
か
す
を
作
っ

て
そ
の
中
に
海
老
を
落
と
し
て

花
を
咲
か
せ
て
衣
を
つ
け
る

が
、
家
庭
で
は
前
述
の
方
法
が

オ
ス
ス
メ
）

（
７
）
油
に
入
れ
た
海
老
か
ら

の
泡
が
、
大
き
い
泡
か
ら
小
さ

い
泡
に
な
っ
て
き
た
ら
油
か
ら

引
き
上
げ
て
揚
げ
台
で
し
っ
か

り
油
を
切
る
。
こ
れ
で
衣
サ
ク

サ
ク
、
中
身
ジ
ュ
ー
シ
ー
な
海

老
天
の
出
来
上
が
り
。

https://kikkomanusa.com/
https://www.korin.com/
sobaya.square.site
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宝
塚
歌
劇
団
の
男
役
、
94
期

生
、
漣
︵
さ
ざ
な
み
︶
レ
イ
ラ

の
芸
名
で
星
組
に
14
年
間
在

籍
し
た
。
本
名
吉
田
奏
恵
さ

ん
。
現
在
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

住
み
、
傑
出
し
た
外
国
人
芸
術

家
に
与
え
ら
れ
る
Ｏ
ビ
ザ
を
無

事
に
取
得
し
、
目
下
５
月
５

日
︵
日
︶
に
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ

エ
テ
ィ
ー
で
開
催
さ
れ
る
子
供

の
日
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
上
演

さ
れ
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
桃
太
郎

︵M
O

M
O

T
A

R
O

: In Search 

of a H
ero)

の
芝
居
出
演
の

稽
古
に
専
念
し
て
い
る
と
こ
ろ

だ
。
宝
塚
歌
劇
団
が
１
１
０
年

前
に
最
初
に
公
演
し
た
舞
台
が

﹁
ど
ん
ぶ
ら
こ
﹂、
桃
太
郎
だ
っ

た
こ
と
に
も
奇
遇
の
縁
を
感
じ

て
出
演
を
引
き
受
け
た
。
演
出

は
Ｃ
Ｊ
Ａ
芸
術
監
督
の
河
原
そ

の
子
（
公
演
概
要
18
面
に
）。

現
在
そ
の
リ
ハ
ー
サ
ル
を
し
な

が
ら
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
受
け

続
け
る
日
々
だ
。

　
宝
塚
で
男
役
で
ず
っ
と
や

っ
て
き
た
。
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
ダ
ン
ス
で
存
在
感
を
放

ち
、
﹃T

H
E

 S
C

A
R

L
E

T
 

PIM
PE

R
N

E
L

﹄
で
の
ク
ー

ポ
ー
役
、﹃
ロ
ッ
ク
オ
ペ
ラ
・

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
﹄
で
の
フ
リ

ー
ド
リ
ン
役
、﹃
デ
ビ
ュ
タ
ン

ト
﹄
で
の
バ
ル
タ
ザ
ー
ル
役
な

ど
個
性
的
な
役
も
こ
な
す
星
組

の
戦
力
と
し
て
幅
広
く
活
躍
。

２
０
２
１
年
12
月
﹃
柳
生
忍
法

帖
﹄
﹃
モ
ア
ー
・
ダ
ン
デ
ィ
ズ

ム
！
﹄
で
宝
塚
歌
劇
団
を
卒
業

後
22
年
4
月
に
Ｎ
Ｙ
へ
。
改
め

て
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
の
魅

力
に
心
を
奪
わ
れ
、
劇
場
に
関

わ
る
仕
事
が
し
た
い
と
決
意
し

た
と
言
う
。
現
在
は
パ
フ
ォ
ー

マ
ー
に
向
け
たPerform

ing 
A

rts E
m

p
o

w
erm

en
t 

C
oach 

と
し
て
演
者
を
サ
ポ

ー
ト
し
な
が
ら
、
自
ら
も
ダ
ン

ス
や
歌
の
レ
ッ
ス
ン
に
通
い
、

学
び
を
深
め
挑
戦
を
重
ね
て
い

る
毎
日
だ
。﹁
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ

ン
は
毎
回
、
心
地
よ
い
緊
張
感

と
周
り
の
方
々
の
自
信
に
溢
れ

た
姿
に
刺
激
を
受
け
な
が
ら
受

け
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
結
果

は
落
ち
て
ば
か
り
で
す
が
、
着

実
に
前
に
進
ん
で
い
る
感
覚
が

あ
り
ま
す
﹂
と
話
す
。﹁
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
に
来
て
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
す
る
方
々
の
心
の
あ
り

方
に
触
れ
て
気
づ
き
を
得
る
機

会
が
多
々
あ
り
、
メ
ン
タ
ル
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
も
舞
台
に
立
つ
ス

キ
ル
の
ひ
と
つ
と
し
て
取
り
入

れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
興
味
を

感
じ
ま
し
た
。
第
一
歩
と
し
て

日
本
で
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ナ
ー

の
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
が
、

結
果
に
と
ら
わ
れ
ず
自
分
自
身

に
挑
戦
し
続
け
る
こ
と
が
何
よ

り
大
切
な
ん
だ
っ
て
心
か
ら
思

い
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
は

宝
塚
出
身
の
先
輩
方
も
た
く
さ

ん
い
て
、
本
当
に
様
々
な
面
で

助
け
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
﹂

と
宝
塚
歌
劇
団
が
最
初
の
米
国

公
演
を
し
た
ラ
ジ
オ
・
シ
テ
ィ

ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ホ
ー
ル
の
前

で
満
面
の
笑
顔
を
見
せ
た
。

　
（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

34
　

現
在
、
日
本
で
は
サ
プ
リ
メ

ン
ト
の
品
質
に
つ
い
て
話
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
美
容
と
健
康

の
基
盤
を
整
え
る
た
め
の
イ
ン

ナ
ー
ケ
ア
と
し
て
、
多
く
の
種

類
が
あ
る
サ
プ
リ
メ
ン
ト
。
ア

メ
リ
カ
で
は
、
Ｆ
Ｄ
Ａ
（
ア
メ

リ
カ
食
品
医
薬
品
局
）に
よ
る
、

Ｃ
Ｇ
Ｍ
Ｐ
と
い
う
非
常
に
厳
し

い
品
質
基
準
が
あ
る
た
め
、
公

的
機
関
と
民
間
企
業
に
よ
る
厳

密
な
検
査
体
制
の
下
で
販
売
さ

れ
て
い
ま
す
。
栄
養
素
の
含
有

量
も
非
常
に
高
く
、
私
自
身
も

ア
メ
リ
カ
産
の
サ
プ
リ
メ
ン
ト

に
切
り
替
え
た
結
果
、
そ
の
効

果
を
実
感
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
今
回
は
、
私
が
日
々

摂
取
し
て
い
る
、
美
肌
向
け
の

サ
プ
リ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。
美
容
サ
プ
リ

お
す
す
め
１
：
高
濃
度
機
能
性

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は

皮
膚
や
粘
膜
の
健
康
を
維
持
す

る
だ
け
で
な
く
、
抗
酸
化
作
用

の
あ
る
栄
養
素
で
も
あ
り
ま

す
。最
新
の
製
法
で
あ
る
リ
ポ
・

カ
プ
セ
ル
は
、
何
層
に
も
包
ま

れ
た
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
を
保
護
し
、

細
胞
に
到
達
し
た
瞬
間
に
直
ち

に
放
出
さ
れ
る
た
め
、
特
に
お

勧
め
で
す
。
美
容
サ
プ
リ
お

す
す
め
２
：
Ｌ-

シ
ス
テ
イ
ン　

美
白
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て

お
り
、肌
の
新
陳
代
謝
を
整
え
、

メ
ラ
ニ
ン
色
素
の
生
成
を
抑
制

し
、
シ
ミ
を
薄
く
す
る
効
果
が

期
待
で
き
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
類

と
一
緒
に
摂
取
す
る
こ
と
で
相

乗
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。
美
容

サ
プ
リ
お
す
す
め
３
：
亜
鉛　

代
謝
を
促
進
す
る
必
須
ミ
ネ
ラ

ル
で
あ
り
、
肌
や
髪
に
必
要
な

タ
ン
パ
ク
質
の
生
成
を
支
援
す

る
だ
け
で
な
く
、
脂
肪
燃
焼
を

促
進
し
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
働

き
も
高
め
ま
す
。
美
容
サ
プ
リ

お
す
す
め
４
：
腸
活
サ
プ
リ　

乳
酸
菌
や
ビ
フ
ィ
ズ
ス
菌
が
美

肌
プ
ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス
と
し

て
注
目
さ
れ
て
お
り
、
整
腸
作

用
や
肌
荒
れ
の
抑
制
に
効
果
が

期
待
で
き
ま
す
。
サ
プ
リ
メ
ン

ト
は
食
事
と
一
緒
に
摂
取
す
る

と
吸
収
が
良
い
た
め
、
食
前
か

食
後
に
摂
取
す
る
の
が
オ
ス
ス

メ
。
ご
自
身
の
目
標
に
合
っ
た

サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
選
ん
で
、
美

し
い
肌
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。　

名
取
由
稀
江

：

国
際
美
容
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
。美
容
歴
30
年
。

SKIN DEEP NYC

美
容
皮
膚

科
、Yukie Natori Salon & 

Spa 
オ
ー
ナ
ー
。
日
本
で
ネ
イ

ル
ス
ク
ー
ル
を
経
営
。美
容
師
、

ネ
イ
リ
ス
ト
な
ど
の
資
格
も
持

ち
日
米
を
行
き
来
し
な
が
ら
ト

ー
タ
ル
な
美
の
情
報
を
発
信
す

る
。

米
国
で
手
に
入
る
美
肌
サ
プ
リ
メ
ン
ト

Ｎ
Ｙ
の
舞
台
芸
術
に
魅
せ
ら
れ
た
元
ヅ
カ
ガ
ー
ル

俳優・ダンサー

漣 レイラさん
さざなみ

http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
http://www.salon-oasis.net
https://www.hmakabelcsw.com/
http://www.idocenter.com
mailto:kyoko5japan@gmail.com
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ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
日
本
語
学

園
（
借
用
校
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
Ｐ

Ｓ
２
６
１
、
児
童
・
生
徒
数

１
９
４
人
）
は
13
日
、幼
稚
部
・

初
等
部
の
全
体
行
事
「
お
み
せ

や
さ
ん
」
を
開
催
し
た
。 

テ

ー
マ
は
「
日
本
全
国
物
産
展
」。

ク
ラ
ス
ご
と
に
都
道
府
県
を
一

つ
担
当
し
て
そ
の
観
光
地
や
名

産
物
を
調
べ
、
そ
れ
ら
に
由
来

す
る
お
も
ち
ゃ
や
飾
り
を
手
作

り
し
て
店
の
商
品
と
し
て
出
店

す
る
。
富
山
県
、
石
川
県
、
新

潟
県
担
当
の
ク
ラ
ス
は
年
初
に

起
き
た
能
登
半
島
地
震
に
つ
い

て
調
べ
、
行
事
に
先
立
ち
募
金

活
動
も
行
っ
た
。

　
「
お
み
せ
や
さ
ん
」
は
担
当

の
都
道
府
県
に
つ
い
て
の
学
習

か
ら
始
ま
り
、
商
品
の
決
定
と

作
成
、
看
板
作
り
、
宣
伝
の
た

め
の
動
画
撮
影
、
当
日
の
買
い

物
と
販
売
に
使
う
日
本
語
の
練

習
な
ど
、
準
備
に
数
週
間
か
け

て
取
り
組
む
大
人
気
の
行
事
。

会
場
に
は
児
童
達
の
賑
や
か
な

声
が
飛
び
交
っ
た
。
人
気
の
店

の
前
に
は
行
列
が
で
き
、
押
し

寄
せ
る
客
の
対
応
に
追
わ
れ
る

嬉
し
い
悲
鳴
も
聞
か
れ
た
。
終

了
間
際
に
は
自
分
の
店
の
商
品

を
な
ん
と
か
売
り
切
ろ
う
と
客

を
呼
び
込
む
声
に
力
が
入
り
、

完
売
し
た
際
に
は
大
き
な
歓
声

が
あ
が
っ
た
。
行
事
の
最
後
に

は
、
児
童
達
は
店
の
売
上
金
を

使
い
、「
手
作
り
ベ
ー
カ
リ
ー
」

で
保
護
者
手
作
り
の
お
い
し
い

お
や
つ
を
購
入
し
た
。
想
像
力

豊
か
な
お
も
ち
ゃ
な
ど
を
手
提

げ
袋
い
っ
ぱ
い
に
詰
め
、
自
分

た
ち
で
働
い
て
得
た
売
上
で
お

い
し
い
お
や
つ
を
購
入
し
た
満

足
感
あ
ふ
れ
る
笑
顔
で
、
今
年

も
「
お
み
せ
や
さ
ん
」
は
大
成

功
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

テ
ー
マ
は
日
本
全
国
物
産
展

おみせやさんイベント
ブルックリン日本語学園

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校

ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
（
Ｌ
Ｉ
）

校
は
13
日
、
小
島
昇
新
校
長
を

迎
え
て
令
和
６
年
度
入
園
・
入

学
式
お
よ
び
始
業
式
を
行
っ

た
。
式
場
に
は
日
米
の
国
旗
、

花
飾
り
や
風
船
な
ど
で
飾
ら

れ
、
幼
児
部
年
中
組
、
初
・
中
・

高
等
部
の
新
入
生
と
そ
の
保
護

者
が
、
緊
張
と
期
待
に
満
ち
た

面
持
ち
で
参
列
し
た
。
式
典
で

は
、
新
入
生
が
学
年
ご
と
壇
上

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業

校
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
校

（
小
島
昇
校
長
・
児
童
生
徒
数

４
０
３
人
）
は
桜
が
満
開
に
な

っ
た
４
月
13
日
、
初
等
部
か
ら

高
等
部
の
入
学
式
と
幼
児
部
の

入
園
式
を
行
っ
た
。
幼
児
部
年

中
２
ク
ラ
ス
24
人
、
初
等
部
４

ク
ラ
ス
56
人
、
中
等
部
１
ク
ラ

ス
19
人
、
高
等
部
１
ク
ラ
ス
12

に
上
が
り
、
担
任
教
師
に
一
人

ず
つ
名
前
を
呼
ば
れ
る
と
「
は

い
」
と
元
気
よ
く
返
事
を
し
、

大
き
く
一
歩
前
に
出
た
。

　

今
年
度
、
新
し
く
文
部
科
学

省
か
ら
着
任
し
た
小
島
校
長
は

「
毎
週
土
曜
日
は
日
本
語
で
勉

強
し
て
、
で
き
る
こ
と
を
ど
ん

ど
ん
増
や
そ
う
。
自
分
の
ベ
ス

ト
を
つ
く
し
、
仲
間
と
一
緒
に

過
ご
し
て
人
間
性
を
磨
い
て
い

こ
う
」
と
式
辞
を
述
べ
た
。
ま

た
保
護
者
や
教
職
員
へ
向
け

「
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
協
働
し
、

子
供
達
の
成
長
に
喜
び
を
感
じ

ら
れ
る
よ
う
、
大
人
も
力
を
合

わ
せ
て
い
こ
う
」
と
意
気
込
み

を
語
っ
た
。
新
入
生
を
代
表
し

て
、
初
等
部
１
年
生
の
塚
本
櫂

君
と
食
見
茉
弥
さ
ん
は
「
今
日

初
め
て
教
科
書
を
も
ら
う
、
漢

字
の
勉
強
が
今
か
ら
と
っ
て
も

楽
し
み
」
と
挨
拶
を
し
た
。

　

在
Ｎ
Ｙ
日
本
国
総
領
事
館
の

大
使
・
総
領
事
の
森
美
樹
夫
氏

か
ら
は
「『
継
続
は
力
な
り
』、

日
本
語
の
学
習
を
補
習
授
業
校

で
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
皆
さ

ん
の
未
来
の
選
択
肢
が
増
え

る
、
く
じ
け
ず
に
勉
強
に
励
ん

で
い
た
だ
き
た
い
」
と
の
祝
辞

が
届
い
た
。
ま
た
来
賓
に
は
Ｎ

Ｙ
日
本
人
教
育
審
議
会
理
事
会

会
長
・
久
保
克
之
氏
と
保
護
者

会
会
長
・
鹿
島
香
氏
が
参
列
し

た
。
保
護
者
か
ら
は
「
秋
祭
り

や
餅
つ
き
大
会
な
ど
、
日
本
の

文
化
を
学
べ
る
の
が
楽
し
み
」

「
お
友
達
を
作
っ
て
日
本
語
を

頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
補
習
授

業
校
へ
期
待
を
寄
せ
る
声
が
聞

か
れ
た
。

Ｎ
Ｙ
補
習
校
Ｌ
Ｉ
校

入
園
・
入
学
式

人
の
合
計
１
１
１
人
が
来
賓
や

保
護
者
、
在
校
生
、
教
職
員
ら

が
温
か
く
見
守
る
中
、
少
し
緊

張
し
た
面
持
ち
で
、
６
年
原
さ

ん
の
ピ
ア
ノ
演
奏
に
合
わ
せ
て

入
場
。
今
年
度
よ
り
着
任
し
た

菅
野
教
頭
は
「
こ
れ
ま
で
の
経

験
は
一
人
ひ
と
り
違
う
と
思
い

ま
す
が
、
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て

日
本
語
を
勉
強
し
、
仲
間
と
一

緒
に
人
間
性
を
磨
い
て
い
き
ま

し
ょ
う
」
と
小
島
校
長
の
式
辞

を
代
読
し
た
。
来
賓
の
Ｎ
Ｙ
教

育
管
理
委
員
会
村
田
委
員
長
と

保
護
者
会
西
田
会
長
よ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
激
励
の
言
葉
と
新
し
い

節
目
を
迎
え
る
新
入
生
に
お
祝

い
の
言
葉
が
贈
ら
れ
た
。

　

新
入
生
代
表
と
し
て
新
中
１

の
武
田
さ
ん
が
、
補
習
校
で
の

小
学
校
時
代
の
思
い
出
を
紹
介

す
る
と
と
も
に
、
中
学
で
も
精

一
杯
頑
張
り
た
い
、
と
力
強
く

抱
負
を
述
べ
た
。
生
徒
会
長
で

あ
る
新
高
２
の
長
谷
君
は
「
全

力
で
補
習
校
生
活
を
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い
」と
エ
ー
ル
を
送
り
、

Ｎ
Ｙ
補
習
授
業
校
ウ
エ
ス
ト
チ

ェ
ス
タ
ー
校
は
新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
切
っ
た
。

NY補習校W校で入園入学式

http://shidogakuin.com
http://maikopiano.com/
http://www.jwsnj.org/
tel:2122136069
http://www.gwjs.org
http://ymcatfv.org/
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ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
（
櫻
井
幹
也
校
長
）
は
16

日
、
中
等
部
で
７
年
生
５
人
を

迎
え
る
会
を
行
っ
た
。
７
年
生

が
楽
し
み
な
が
ら
お
互
い
の
こ

と
を
分
か
り
合
え
る
よ
う
に

と
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
企
画
し
た
。

「
〇
〇
と
言
え
ば
」
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
顔
を
寄
せ

合
い
な
が
ら
話
し
合
い
、
笑
顔

い
っ
ぱ
い
で
活
動
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
８
、９
年
生
が
優
し

く
関
わ
る
が
こ
と
で
温
か
い
雰

囲
気
の
中
で
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。
会
の

最
後
に
は
９
年
生
か
ら
７
年
生

へ
中
等
部
認
定
書
を
渡
さ
れ
、

認
定
書
を
手
に
し
た
７
年
生
は

誇
ら
し
げ
な
表
情
で
あ
っ
た
。

先
輩
達
の
お
か
げ
で
７
年
生
の

学
校
生
活
へ
の
不
安
な
気
持
ち

も
吹
き
飛
び
、
期
待
に
満
ち
溢

れ
た
楽
し
い
新
学
期
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
た
。

中等部へようこそ
NJ日本人学校

7年生を迎える会を開く

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全

日
制
小
学
部
の
子
供
達
は
、
能

登
の
被
災
者
の
た
め
に
寄
付
集

め
を
行
っ
た
。
児
童
た
ち
は
３

月
か
ら
お
小
遣
い
を
持
ち
寄
り

募
金
活
動
を
始
め
て
い
た
。
同

学
園
児
童
会
で
は
Ｎ
Ｙ
日
系
人

会
を
通
し
て
能
登
に
送
る
計
画

を
立
て
て
い
た
。
佐
藤
貢
司
日

系
人
会
会
長
を
招
い
て
授
与
式

が
行
わ
れ
、
松
田
真
士
児
童
会

会
長
か
ら
「
能
登
の
子
供
達
の

た
め
に
使
っ
て
下
さ
い
」
と
小

切
手
が
渡
さ
れ
た
。
佐
藤
会
長

は
「
皆
さ
ん
の
温
か
い
気
持
ち

を
必
ず
能
登
に
伝
え
ま
す
」
と

述
べ
た
。

　

園
庭
に
草
花
や
春
の
息
吹
を

感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
４

月
、
こ
ど
も
の
く
に
幼
稚
園
で

は
春
の
訪
れ
と
同
時
に
植
物
や

野
菜
の
栽
培
、
生
き
物
を
飼
育

す
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
。植
物
や
野
菜
は
花
の
種（
種

子
繁
殖
）
か
ら
始
め
る
ク
ラ
ス

も
あ
れ
ば
、
さ
つ
ま
い
も
の
よ

う
に
種
芋
（
栄
養
繁
殖
）
か
ら

育
て
る
ク
ラ
ス
も
あ
る
。
毎
日

水
や
り
を
し
な
が
ら
、
芽
が
出

て
太
陽
に
向
か
っ
て
成
長
し
て

い
く
様
子
を
観
察
し
て
い
く

と
、
芽
が
出
る
た
め
に
必
要
な

こ
と
や
自
分
達
に
で
き
る
こ
と

は
何
か
考
え
る
時
間
に
も
な
っ

て
い
る
よ
う
だ
。

　

４
歳
ク
ラ
ス
は
蚕
の
飼
育
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
小
さ
な
卵

が
孵
化
す
る
と
「
カ
イ
コ
の
赤

ち
ゃ
ん
産
ま
れ
た
！
」
と
一
大

ニ
ュ
ー
ス
に
な
り
、
じ
っ
と
顏

を
近
づ
け
て
見
た
り
、
顕
微
鏡

で
蚕
の
顏
の
動
き
を
よ
く
観
察

し
な
が
ら
「
か
わ
い
い
ね
」
と

一
生
懸
命
エ
サ
を
食
べ
て
い
る

様
子
を
愛
で
る
子
ど
も
た
ち
。

間
近
で
見
る
生
き
物
の
成
長
や

変
化
を
見
る
こ
と
が
、
命
の
大

切
さ
や
自
然
の
偉
大
さ
に
気
づ

く
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
感
じ

て
い
る
。

能
登
被
災
者
に
寄
付

Ｎ
Ｙ
育
英
英
学
園
の
児
童

佐
藤
Ｊ
Ａ
Ａ
会
長
に
手
渡
す

こ
ど
も
の
く
に
幼
稚
園
で

生きものを育てる

https://www.waseda-ac.co.jp/abroad/school/newyork.html
https://starchildny.com/
http://www.betteratmath.com
https://miray109.com/
https://www.diskyoto.com/


応募要項 www.artofhaiku.org 詳細は、ウェブサイトの英語版をご覧下さい。
About offi  cial rules of “New Haiku Grand Prix” in English, go to the website.

新俳句グランプリ 2024

 期間
北米伊藤園新俳句グランプリ2024は、米国東部時間2024年1月1日12:00AMから2024年10月31日
11:59PMまで開催します。
＊11月1日から12月31日にされた応募は2025年1月分扱いとします。　　

 応募資格
このコンテストへの参加は、米国居住者に限ります。北米伊藤園、ニューヨーク生活プレス社およ
びこれらの親会社、関連会社、広告宣伝担当会社や家族からの応募は無効となります。応募者は、
募集要項に同意したものとみなされます。

 応募について
日本語あるいは英語の俳句を応募いただけます。応募期間は10回に分かれています。
日本語部門（18歳以上）　五七五の音のリズムで表現してください。季語などの厳密なルールは
問いません。
英語部門（18歳以上）　以下のモデルを参考に表現してください。
18歳未満部門　日本語、英語、どちらでも応募できます。
［学校賞］　毎月の候補作品の総計が一番多かった学校に、学校賞として表彰状をお送りします。

 応募方法
Email　メールのタイトルを、「ITO EN New Haiku Contest Submission」として、
HaikuGrandPrix@gmail.comまでお送りください。
応募する俳句を氏名、住所、電話番号、生年月日、Emailアドレス、学生の場合は学校名を添えてお
送りください。
オンライン　www.artofhaiku.org からご応募いただけます。
※13歳未満の方が応募される場合は、こちらを厳守ください。
応募する俳句に、氏名、住所、電話番号、生年月日、学生の場合は学校名、両親または法的な親権
者のEmailアドレスとコンテスト参加を承認するサインを添えて、Eメールで応募してください。

 応募期間のスケジュール

応募方法にかかわらず、お一人様、各応募期間に1つの俳句を応募いただけます。応募方法にかかわ
らず、お一人様から各応募期間に1つ以上の俳句が応募されてきた場合、最初の1つのみを有効とさ
せていただきます。またこのコンテストは、日本の伊藤園が行っているものとは別のものです。

 応募上の注意
・応募される俳句は、日本語あるいは英語のどちらかとさせていただきます。
・応募される俳句は、オリジナルで、未発表のものに限ります。
 審査スケジュール
応募いただいた作品は、下記のように応募期間単位で審査され、候補作品が選出されます。候補
作品とならなかった作品は、翌応募期間には持ち越されません。同じ作品が再度審査されるため
には、再度別の応募期間に応募する必要があります。

金賞、銀賞、銅賞は、各応募期間から選ばれた全候補作品の中から、2023年11月25日ごろ選ばれます。

 審査基準
以下の基準で審査されます。創造性　40%　　独自性　40%　　表現の明確さ　20%
金賞、銀賞、銅賞の審査には、大高翔、江坂衣代、大江千里、田中太山、スコット・メイソン（敬称
略）が参加する予定です。

 通知
各応募期間から選出される候補作品の作者への通知は、郵便かEmailか電話で行われます。候補
作品の作者、金賞、銀賞、銅賞の作者は、通知後3日以内に応募資格を満たしていることなどを示
す書類にサインして返却していただく必要があります。これが行われなかった場合は無効となりま
す。

 賞品（予定）
金賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）3ケース＋トロフィー
銀賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）2ケース＋トロフィー
銅賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）1ケース＋トロフィー
候 補 作品は、各応 募 期 間の翌 月第 4週号の「週刊 N Y生活」、ウェブサイト
 （www.artofhaiku.org）に掲載されます。候補作品への賞品はありません。金賞、銀賞、銅賞は、
2025年新年号の「週刊NY生活」、ウェブサイト（www.artofhaiku.org）に掲載されます。

 その他
応募いただいた作品の著作権は、北米伊藤園に帰属するものとします。その他詳細な応募要項
は、ウェブサイトの英語版オフィシャルルールをご覧ください。 

北米伊藤園新俳句グランプリ2024　主催：ニューヨーク生活プレス社　特別協賛：北米伊藤園　アドミニストレーター：Marden-Kane, Inc.

北米伊藤園

日
本
語
部
門

英語部門

18
歳
未
満
部
門

灯
明
か
り
と
月
の
微
笑
み
霧
に
差
し 

カ
サ
ダ
サ
シ
ャ  

Ｐ
Ａ
州

犬
の
影
冬
の
折
り
紙
白
と
黒

ロ
ブ
・
タ
ン
ネ
ン  

Ｐ
Ａ
州

花
冷
や
派
手
か
と
迷
う
赤
い
服
　
川
越
範
子  

Ｐ
Ａ
州

不
揃
い
な
山
の
姿
や
春
霞

亀
田
種
子  

Ｎ
Ｙ
州

友
逝
き
て
宙そ

ら

の
雫
や
春
の
雷
　島
崎
志
津
香  

Ｎ
Ｊ
州

給
油
所
の
レ
シ
ー
ト
白
紙
朧
の
夜  

宇
佐
美
好
子  

Ｍ
Ａ
州

橋
越
え
た
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
風
光
る 

　

高
山
天
心  

Ｎ
Ｙ
州

と
け
な
い
で 

わ
た
し
の
友
達 

雪
だ
る
ま
　

内
藤
ノ
ア
希
子  

Ｍ
Ａ
州

︵
ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
３
年
　
９
歳
︶

　

 

朧
月 

葉
無
し
の
木
に
は 

鳥
帰
る 

リ
ー
ハ
リ
ソ
ン  

Ｐ
Ａ
州

︵
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
高
３
　
18
歳)

コ
ロ
ナ
明
け 

友
と
旅
す
る 

滝
の
音
　

木
村
悠
人  

Ｎ
Ｊ
州

︵
プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
中
３
　
15
歳
︶

ギ
シ
ギ
シ
と 

寒
か
っ
た
よ
ね 

足
の
あ
と

松
井
七
菜
子  

Ｎ
Ｙ
州

︵
育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
Ｐ
Ｗ
校
小
４
　
10
歳
︶

秋
の
葉
は 

落
ち
て
く
る
時 

歌
っ
て
る

城
田
明
香
里  

Ｎ
Ｙ
州

︵
育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
Ｐ
Ｗ
校
小
４
　
10
歳
︶

う
す
紅
雨 

足
の
ふ
み
場
が 

か
く
れ
ん
ぼ

ラ
ウ
シ
ャ
ー
花
菜  

Ｎ
Ｙ
州

︵
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
日
本
語
学
園
高
１
　
15
歳
︶

た
く
さ
ん
の 

楽
し
み
日
本
！ 

ラ
ン
ド
セ
ル
！

ト
ー
ル
ズ
み
あ
な  

Ｐ
Ａ
州

︵
キ
ー
ス
ト
ー
ン
日
本
ク
ラ
ブ
　
６
歳
︶

Valentine’s Day
a doe’s trail of hearts
through the snow

─Julie Schwerin, WI

climate change
the geese
stay put

─Rick Jackofsky, NY

early spring
the � icker 
of a neon sign 

─Sharon Martina, IL

old love—
a sugar cube
mellows in tea

─John Pappas, MA 

 the player on deck
casually swings
                 at a fastball
─Matthew Markworth, OH

red ensō
a swoop of oars
dripping dusk

─Lorraine A Padden, CA 

a crack
in the robin egg
widening horizon
─Edward Cody Huddleston, GA

「3月選考通過作品」
　「北米伊藤園・新俳句グランプリ2024」の3月分の応募を締め切り、厳正

な検証作業の結果、掲載されている日本語7句、英語7句、日英句(18歳
未満)7句が選出されたことをお知らせします。多くの方々から応募を頂
いたことに深く御礼申し上げます。

 　今回選ばれた俳句は年間大賞の候補作品となります。今後も各月に日
本語7句、英語7句、日英句(18歳未満)7句がセミ・ファイナリストとして選
出されます。現在も引き続き4月分の応募を受け付けており、10月31日ま
で随時募集しておりますので、ふるってご応募ください。

応募期間 開始 終了 Email・オンラインでの応募締め切り
4 4/1/24 4/30/24 11:59:59pm 4/30/24
5 5/1/24 5/31/24 11:59:59pm 5/51/24
6 6/1/24 6/30/24 11:59:59pm 6/30/24
7 7/1/24 7/31/24 11:59:59pm 7/31/24
8 8/1/24 8/31/24 11:59:59pm 8/31/24
9 9/1/24 9/30/24 11:59:59pm 9/30/24
10 10/1/24 10/31/24 11:59:59pm 10/31/24

応募
期間 開始 終了

候補者への
おおよその
通知日

日本語部門から
選出される
候補作品

英語部門から
選出される
候補作品

18歳未満部門
から選出される
候補作品

4 5/1/24 5/5/24 5/11/24 7 7 7
5 6/1/24 6/5/24 6/11/24 7 7 7
6 7/1/24 7/5/24 7/11/24 7 7 7
7 8/1/24 8/5/24 8/11/24 7 7 7
8 9/1/24 9/5/24 9/11/24 7 7 7
9 10/1/24 10/5/24 10/11/24 7 7 7

10 11/1/24 11/5/24 11/11/24 7 7 7

2024年（令和 6年）4月 27日（土） ［企画のページ］　　（16  ）

http://www.artofhaiku.org
mailto:HaikuGrandPrix@gmail.com%E3%81%BE%E3%81%A7%E3%81%8A%E9%80%81%E3%82%8A%E3%81%8F%E3%81%A0%E3%81%95%E3%81%84%E3%80%82
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org


　

稲
作
の
授
業
が
面
白
か
っ

た
。
一
か
ら
米
を
育
て
て
収

穫
す
る
授
業
だ
。
育
て
方
は

知
ら
な
か
っ
た
が
、
普
通
の

植
物
の
よ
う
に
水
を
あ
げ
る

だ
け
で
は
な
く
、
肥
料
を
ま

い
て
い
ろ
い
ろ
育
て
る
の
が

大
変
そ
う
だ
と
思
っ
た
。

　

ま
ず
は
プ
ラ
ン
タ
ー
に
玄

米
の
よ
う
な
種
を
ま
い
た
。

芽
が
出
て
き
て
小
さ
い
葉
が

百
本
く
ら
い
生
え
て
き
た
。

そ
し
て
畑
に
移
す
こ
と
に
な

っ
た
。
雑
草
を
抜
い
て
枯
葉

を
取
り
除
き
、
畑
を
耕
す
た

め
に
ツ
ル
ハ
シ
で
土
を
殴
っ

た
。
稲
を
植
え
る
前
に
白
い

粒
の
よ
う
な
肥
料
を
ま
い
た
。

三
本
く
ら
い
ま
と
め
て
植
え

た
。

　

徐
々
に
育
っ
て
い
っ
て
膝

く
ら
い
の
高
さ
ま
で
伸
び
て

い
っ
た
。
雑
草
か
と
も
思
っ

た
。
夏
休
み
に
は
朝
顔
が
増

殖
し
て
稲
を
侵
食
し
て
き
て

い
た
の
で
土
の
栄
養
を
奪
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
心

配
し
た
。
休
み
時
間
に
雑
草

を
抜
い
た
り
、
稲
作
に
悪
い

影
響
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い

ラ
ン
タ
ン
フ
ラ
イ
を
倒
し
た

り
し
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
、

こ
ん
な
に
大
き
く
な
っ
て
い

る
の
か
と
驚
い
た
。

　

九
月
に
な
っ
た
ら
色
が
つ

い
て
き
た
米
の
粒
が
見
え
て

き
た
が
、
は
っ
き
り
し
な
か

っ
た
。
い
よ
い
よ
米
が
実
っ

て
き
た
。
風
や
雨
が
強
い
日

に
稲
が
倒
れ
て
し
ま
っ
た
も

の
、
雑
草
と
間
違
え
て
抜
い

て
し
ま
っ
た
も
の
、
ア
ク
シ

デ
ン
ト
で
踏
ま
れ
て
し
ま
っ

た
も
の
な
ど
無
事
に
残
っ
た

稲
は
最
初
と
比
べ
て
大
分
減

っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
そ
し

て
収
穫
だ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
稲

に
つ
い
て
い
る
米
は
か
な
り

の
量
が
あ
っ
た
が
、
脱
穀
し

た
ら
シ
ワ
シ
ワ
に
な
っ
て
い

た
り
、
お
か
し
な
色
の
米
、

割
れ
て
い
る
米
も
多
か
っ
た

（17）　　 ［作文のページ］ 2024年（令和 6年）4月 27日（土）

 ■児童生徒作文のページ■
 （記載学年は応募時のものです）

「
ア
メ
リ
カ
生
活
」

　
　
　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校
中
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

篠
原　

創
士

　

ぼ
く
は
ア
メ
リ
カ
の
テ
ネ

シ
ー
州
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
ビ
ル

市
に
住
ん
で
い
ま
す
。
父
、母
、

妹
の
4
人
家
族
で
す
。
父
は

ぼ
く
と
い
っ
し
ょ
に
サ
ッ
カ

ー
の
練
習
を
し
て
く
れ
ま
す
。

母
は
お
い
し
い
食
事
を
作
っ

て
く
れ
ま
す
。
妹
は
と
て
も

や
さ
し
い
子
で
す
。

　

ぼ
く
は
現
地
校
と
補
習
校

に
通
い
、
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

に
も
入
っ
て
い
ま
す
。
だ
か

ら
ぼ
く
は
友
達
を
た
く
さ
ん

作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
友

達
は
み
ん
な
や
さ
し
い
で
す
。

毎
日
が
楽
し
い
で
す
。

　

で
も
今
の
世
の
中
に
は
苦

し
ん
で
い
る
人
が
い
ま
す
。

特
に
戦
争
が
起
き
て
い
る
国

に
そ
の
よ
う
な
人
が
多
く
い

ま
す
。
戦
争
に
よ
っ
て
ケ
ガ

を
し
た
人
、
病
気
に
な
っ
た

人
、
家
族
を
な
く
し
た
人
、

全
て
を
な
く
し
た
人
、
そ
し

て
自
分
の
国
か
ら
に
げ
な
い

と
生
き
て
い
け
な
い
人
。
そ

う
い
う
人
た
ち
の
こ
と
を
思

う
と
心
が
い
た
み
ま
す
。

　

苦
し
ん
で
い
る
人
た
ち
が

幸
せ
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
世
界
中
の
国

が
協
力
し
て
、
平
和
な
世
界

を
つ
く
ら
な
い
と
い
け
な
い

と
思
い
ま
す
。
ぼ
く
は
心
か

ら
そ
れ
を
願
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

   　
（
滞
米
５
年
）

  「わたしの家族」
　　　　ピッツバーグ日本語補習授業校小３

　　　　　　　　　　　わたなべ　咲月

り
し
て
、
自
分
が
い
つ
も
食

べ
て
い
る
よ
う
な
米
は
少
し

し
か
な
か
っ
た
。
玄
米
を
植

え
て
か
ら
約
半
年
間
か
け
て

育
て
て
き
た
が
、
と
れ
た
の

は
27
粒
の
み
。
お
茶
碗
一
杯

く
ら
い
と
れ
る
と
思
っ
た
の

だ
が
全
然
と
れ
な
く
て
い
か

に
米
作
り
が
大
変
な
の
か
が

わ
か
っ
た
。

　

こ
の
授
業
で
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
感
じ
た
。
例
え
ば
、

僕
は
朝
お
に
ぎ
り
を
食
べ
て

い
る
の
だ
が
、
そ
の
お
に
ぎ

り
の
米
は
す
べ
て
ア
メ
リ
カ

産
の
も
の
だ
。
H
マ
ー
ト
や

ト
レ
ー
ダ
ー
ジ
ョ
ー
ズ
な
ど

の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に

並
ん
で
い
る
も
の
は
ほ
と
ん

ど
す
べ
て
ア
メ
リ
カ
産
だ
。

農
林
水
産
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
調
べ
て
み
る
と
、
ア
メ

リ
カ
の
自
給
率
は
１
３
１
％

と
１
０
０
％
を
超
え
て
い
る
。

お
隣
の
カ
ナ
ダ
は
２
５
５
％
。

そ
れ
に
対
し
、
日
本
の
自
給

率
は
年
々
減
少
し
て
い
て
現

在
38
％
。
こ
れ
ら
の
国
と
日

本
を
比
べ
て
み
る
と
大
き
な

違
い
が
一
つ
あ
る
。
そ
れ
は

国
土
面
積
の
違
い
だ
。
自
給

率
が
高
い
国
々
は
国
土
面
積

が
圧
倒
的
に
広
く
、
広
大
な

農
地
で
米
や
小
麦
や
大
豆
な

ど
を
大
規
模
に
生
産
で
き
る
。

そ
の
た
め
、
自
国
で
消
費
す

る
以
上
の
農
産
物
を
生
産
し

て
外
国
に
輸
出
し
て
い
る
。

ち
な
み
に
日
本
の
畜
産
物
の

自
給
率
は
牛
肉
35
％
、
豚
肉

49
％
、
牛
乳
・
乳
製
品
59
％
だ
。

し
か
し
、
と
う
も
ろ
こ
し
や

牧
草
な
ど
の
家
畜
が
食
べ
る

飼
料
の
多
く
は
外
国
か
ら
輸

入
さ
れ
て
い
る
の
で
、
例
え

ば
、
牛
肉
の
自
給
率
は
35
％

だ
が
、
実
際
に
飼
料
ま
で
含

め
る
と
9
％
に
下
が
る
。
つ

ま
り
、
日
本
は
ほ
と
ん
ど
の

食
料
の
調
達
を
外
国
に
頼
り
、

輸
入
ば
か
り
し
て
い
る
。

　

今
現
在
、
世
界
各
地
で
戦

争
が
勃
発
し
て
い
る
。
そ
の

戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
た
ら
、

食
料
の
調
達
を
外
国
に
任
せ

き
っ
て
い
る
日
本
は
外
国
か

ら
の
食
料
の
供
給
を
止
め
ら

れ
て
、
真
っ
先
に
地
図
か
ら

消
え
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な

い
。

　

国
土
の
狭
い
日
本
だ
が
、

最
新
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
利

用
す
れ
ば
農
産
物
や
畜
産
物

の
自
給
率
を
上
げ
る
こ
と
が

で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
も

っ
と
簡
単
に
育
て
て
増
や
せ

な
い
か
と
頑
張
っ
て
作
っ
た

27
粒
の
米
を
見
な
が
ら
そ
う

思
っ
た
。　

   　
（
滞
米
４
年
）

　

僕
は
こ
の
4
年
間
ア
メ
リ

カ
で
生
活
し
て
来
ま
し
た
。

僕
は
ア
メ
リ
カ
の
こ
と
に
つ

い
て
た
く
さ
ん
知
り
ま
し
た
。

僕
は
ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
2

つ
の
違
い
に
驚
き
ま
し
た
。

　

1
つ
目
は
13
歳
以
下
の
子

供
は
一
人
で
外
に
出
て
は
行

け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

僕
が
日
本
に
い
た
頃
、
僕
は

9
歳
く
ら
い
だ
っ
た
の
で
す

が
僕
は
毎
日
の
よ
う
に
友
達

と
ス
ポ
ー
ツ
や
ゲ
ー
ム
を
し

て
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
僕
は

7
時
位
に
暗
い
中
、
家
に
帰

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
家

に
帰
っ
て
も
母
に
は
何
も
言

わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
す

が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
僕
は
そ

の
時
10
歳
だ
っ
た
の
で
一
人

で
外
に
出
る
な
と
母
に
言
わ

れ
ま
し
た
。
更
に
夜
に
出
る

と
捕
ま
る
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

僕
は
そ
れ
を
言
わ
れ
て
び
っ

く
り
し
ま
し
た
し
少
し
怖
か

っ
た
で
す
。
僕
は
外
に
一
人

で
行
け
な
か
っ
た
の
で
少
し

暇
で
し
た
。
で
す
が
今
は
13

歳
な
の
で
一
人
で
い
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で

僕
は
一
人
で
外
に
出
て
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ

の
子
ど
も
た
ち
は
約
束
も
せ

ず
に
そ
の
場
に
い
た
人
た
ち

で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
や
鬼

ご
っ
こ
を
し
て
い
ま
し
た
。

日
本
人
は
す
こ
し
恥
ず
か
し

が
り
や
だ
か
ら
約
束
す
る
け

ど
ア
メ
リ
カ
人
は
そ
ん
な
こ

と
は
な
い
の
で
そ
の
場
で
遊

ん
で
い
る
の
か
な
と
思
い
ま

し
た
。
僕
も
知
ら
な
い
人
に

誘
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
子
は

僕
が
あ
ま
り
喋
ら
な
い
に
も

関
わ
ら
ず
、
そ
の
子
は
僕
に

積
極
的
に
話
し
か
け
て
く
れ

ま
し
た
。
僕
は
戸
惑
い
な
が

ら
も
頑
張
っ
て
話
し
ま
し
た
。

そ
う
し
て
僕
は
英
語
を
話
せ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

2
つ
目
は
、
自
然
環
境
で

す
。
日
本
に
は
た
く
さ
ん
の

生
き
物
が
い
ま
す
。
森
に
は

ク
ワ
ガ
タ
虫
や
カ
ブ
ト
ム
シ

な
ど
か
っ
こ
い
い
昆
虫
が
い

ま
す
。
川
に
は
サ
ワ
ガ
ニ
と

い
う
き
れ
い
な
川
に
し
か
住

め
な
い
カ
ニ
や
つ
る
と
楽
し

い
魚
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

で
す
が
ア
メ
リ
カ
に
は
と
っ

て
楽
し
む
よ
う
な
昆
虫
は
い

な
い
し
、
川
も
汚
く
て
あ
ま

り
釣
り
を
す
る
と
い
う
気
持

ち
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
な
の

で
僕
は
日
本
に
帰
っ
て
釣
り

を
し
た
い
な
と
時
々
思
い
ま

す
。

　

僕
は
こ
れ
ら
の
理
由
で
日

本
の
ほ
う
が
好
き
で
す
。

　
　

  　
（
滞
米
４
年
１
か
月
）

「
私
の
座
右
の
銘

『
時
間
を
大
切
に
す
る
』」

　
　
　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ウ
ィ
ル
キ
ン
ス　

咲
知

　

わ
た
し
に
は
東
京
に
住
ん

で
い
る
や
さ
し
い
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
が
い
ま
す
。
名
前
は
「
渡

部
ち
え
」
と
い
い
ま
す
。

　

ち
え
さ
ん
は
、
フ
ル
ー
ト
、

ヨ
ガ
、
え
い
語
を
習
っ
て
い

ま
す
。
好
き
な
こ
と
は
温
せ

ん
に
入
る
こ
と
で
す
。

　

十
二
月
に
家
族
み
ん
な
で

旅
行
に
行
き
ま
し
た
。
ち
え

さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
温
せ
ん

に
入
り
ま
し
た
。
そ
こ
の
温

せ
ん
は
と
て
も
あ
つ
か
っ
た

で
す
。
わ
た
し
は
こ
の
楽
し

か
っ
た
思
い
出
を
わ
す
れ
ま

せ
ん
。

　

ア
メ
リ
カ
に
帰
る
時
は
、

ち
え
さ
ん
と
お
わ
か
れ
す
る

の
で
、
さ
み
し
か
っ
た
け
れ

ど
、
ま
た
会
え
る
時
を
今
か

ら
楽
し
み
に
し
て
待
ち
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
　
　

   （
滞
米
９
年
４
か
月
）

 

「
時
間
を
大
切
に
し
な
さ
い
。

１
日
は
24
時
間
し
か
な
い

よ
。」
こ
れ
は
、
私
が
母
に
し

ょ
っ
ち
ゅ
う
言
わ
れ
て
、
嫌

に
な
っ
て
い
る
言
葉
だ
。
嫌

な
の
に
私
が
こ
の
言
葉
を
座

右
の
銘
と
し
て
い
る
の
は
、

私
が
時
間
の
無
駄
遣
い
を
を

し
て
い
る
の
を
分
か
っ
て
い

て
、
そ
ん
な
自
分
を
変
え
た

い
と
思
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

　

私
は
宿
題
を
す
る
の
が
遅

い
。
現
地
校
で
も
日
本
語
学

校
で
も
、
た
く
さ
ん
の
宿
題

が
出
る
か
ら
「
早
く
終
わ
ら

せ
な
く
ち
ゃ
！
」
と
頭
の
中

で
は
分
か
っ
て
い
る
。
け
れ

ど
、
山
の
よ
う
な
「
や
ら
な

き
ゃ
い
け
な
い
リ
ス
ト
」
の

事
を
考
え
る
と
や
る
気
が
な

く
な
っ
て
し
ま
う
。
私
の
悪

い
く
せ
は
、
や
る
気
が
な
く

な
っ
て
し
ま
う
と
い
つ
ま
で

も
ボ
ー
っ
と
し
て
し
ま
う
こ

と
だ
。
父
や
母
は
、
そ
ん
な

私
を
見
る
と
「
早
く
し
な
さ

い
！
」
と
し
か
る
。
特
に
母

は
「
１
日
は
24
時
間
し
か
な

い
ん
だ
よ
！
時
間
を
大
切
に

し
な
さ
い
。」
と
何
度
も
言
う

か
ら
、
私
は
聞
き
あ
き
て
し

ま
っ
た
。

　

あ
る
日
、
こ
の
悪
い
く
せ

が
現
地
校
の
算
数
の
テ
ス
ト

中
に
出
て
し
ま
っ
た
。
分
か

ら
な
い
問
題
が
あ
っ
て
や
る

気
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、

ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
だ
け
ボ
ー

っ
と
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
う

し
た
ら
時
間
が
な
く
な
っ
て
、

答
え
を
全
部
書
け
な
か
っ
た
。

返
っ
て
き
た
成
績
は
今
ま
で

の
中
で
一
番
悪
い
も
の
で
、

先
生
に
は
「
時
間
内
に
出
来

な
か
っ
た
こ
と
が
い
ち
ば
ん

の
マ
イ
ナ
ス
で
す
。」
と
言
わ

れ
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
時
す
ぐ
に
頭
に
浮
か

ん
だ
の
は
母
の
言
葉
だ
っ
た
。

時
間
の
大
切
さ
な
ん
か
考
え

た
こ
と
も
な
か
っ
た
け
れ
ど
、

そ
れ
は
間
違
っ
て
い
た
と
反

省
し
た
。
宿
題
を
時
間
通
り

に
終
わ
ら
せ
る
こ
と
も
、
時

間
を
大
切
に
す
る
練
習
な
ん

だ
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

　

こ
の
こ
と
が
あ
っ
て
か
ら

も
、
や
る
気
が
な
い
と
き
は

ボ
ー
っ
と
し
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
る
け
れ
ど
、
少
し
ず
つ

そ
の
時
間
を
少
な
く
し
よ
う

と
注
意
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

い
つ
か
は
自
分
で
時
間
を
大

切
に
出
来
る
よ
う
に
な
る
た

め
に
、
こ
の
言
葉
を
座
右
の

銘
に
し
た
い
。

　
　
　
　

   　
（
米
国
生
ま
れ
）

  「
日
本
の
食
料
自
給
率
」

　
　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全
日
制
小
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
澤　

恭
太
郎

「
平
和
の
た
め
に
自
分
が

で
き
る
こ
と
」

　
　
　

中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校
小
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　

敦
基

https://japaneseschool.org
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
シ
ア
タ
ー
カ
ン
パ

ニ

ー
「The W

orld Voice 
Ensemble

」は
4
月
27
日（
土
）

午
後
８
時
か
ら
と
、28
日
（
日
）

午
後
３
時
か
ら
の
２
回
、
ア
ク

タ
ー
ズ
・
シ
ア
タ
ー
・
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
（
西
28
丁
目
１
４
５

番
地
）
に
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「Miracle of 

the Star

」
を
上
演
す
る
。

　

物
語
の
舞
台
は
２
０
０
０

年
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
。
星
好
き

な
こ
と
で
意
気
投
合
し
た
２
人

の
高
校
生
が
、
不
思
議
な
星
の

力
に
よ
っ
て
20
年
後
の
コ
ロ

ナ
禍
の
世
界
に
タ
イ
ム
ス
リ

ッ
プ
。
描
い
て
い
た
も
の
と

は
ま
る
で
違
う
自
分
の
未
来

に
驚
愕
し
な
が
ら
も
、
自
分

の
選
択
が
未
来
を
決
め
る
こ

と
に
気
づ
い
て
い
く
。
何
が

起
き
て
も
自
分
の
心
に
正
直

に
、
夢
を
持
ち
続
け
る
大
切
さ

を
伝
え
る
物
語
。
作
・
演
出

はMakie Armstrong

、
音
楽

監
督Christos Alexandrou

、

作
曲Jerel Armstrong

、
勝

部
由
香
、
コ
タ
ニ
シ
ブ
キ
。
日

米
、
ギ
リ
シ
ャ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

等
、国
際
色
豊
か
な
キ
ャ
ス
ト
、

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
、
ス
タ
ッ
フ

で
製
作
さ
れ
た
。
出
演
は
、
菊

地
美
紀
、
阿
久
津
桃
、
田
中
怜

緒
直
ほ
か
。

　

入
場
料
は
35
ド
ル
。
チ

ケ
ッ
ト
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ

サ

イ

トhttps://www.
theworldvoiceensemble.
com/

を
参
照
す
る
。

星
の
奇
跡
を

27
、
28
日
上
演
へ

ワールド・ボイス・アンサンブル

菊地美紀

田中怜緒直

阿久津桃

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
と

す
る
芸
術
集
団THE BRICKS 

NYC

は
12
日
と
13
日
、
ミ
ッ

ド
タ
ウ
ン
の
ブ
ル
ー
ビ
ル
デ
ィ

ン
グ
で
趣
旨
に
賛
同
す
る
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
在
住
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

と
の
共
同
で
能
登
半
島
地
震
復

興
支
援
イ
ベ
ン
ト
「
ア
ー
テ
ィ

ス
ツ
・
フ
ォ
ー
能
登
」
を
開
催

し
た
。
美
術
家
ら
は
ア
ー
ト
作

品
や
帽
子
や
袋
な
ど
の
日
用
品

な
ど
を
即
売
、
音
楽
家
ら
は
ジ

ャ
ズ
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
、
邦
楽
な

ど
多
彩
な
内
容
を
披
露
し
て
寄

付
を
集
め
た
。
13
日
に
は
茶
会

体
験
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ

た
。

　

被
災
地
か
ら
は
本
イ
ベ
ン
ト

の
た
め
に
、
田
谷
漆
器
店
（
本

社
・
輪
島
市
）
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
影
島
麻
衣

子
さ
ん
が
来
米
。
被
災
の
様
子

や
漆
器
の
作
業
工
程
な
ど
を
ス

ラ
イ
ド
で
説
明
し
た
り
、
被
災

を
免
れ
た
漆
器
の
販
売
を
行
っ

た
り
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
収
益
は
全
額
、

石
川
県
吹
奏
楽
連
盟
吹
奏
楽

義
援
金
制
度
と
メ
セ
ナ
協
議

会GBFund

に
寄
付
さ
れ
る
予

定
。
運
営
委
員
で
音
楽
家
の
金

澤
恵
之
さ
ん
は
「
現
在
も
特
設

サ
イ
ト
で
募
金
を
募
っ
て
い

て
、継
続
イ
ベ
ン
ト
も
計
画
中
」

と
話
し
て
い
る
。
詳
細
は
ウ
ェ

ブ
サ
イ
トwww.thebricks.

nyc/

を
参
照
。（
小
味
か
お
る
）

音
楽
家
と
美
術
家
が

能
登
を
支
え
る
イ
ベ
ン
ト

輪
島
か
ら
漆
器
店
も
参
加

　

２
０
１
７
年
か
ら
ジ
ャ
パ

ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
（
Ｊ
Ｓ
）

の
「
子
供
の
日
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
で
上
演
さ
れ
た
人
気

作

品
、Crossing Jamaica 

Avenue 

（
Ｃ
Ｊ
Ａ
）
の
現
代

版
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
桃
太
郎

「MOMOTARO: In Search of 
a Hero 2024

」
が
５
月
５
日

（
日
）
午
後
１
時
か
ら
、
Ｊ
Ｓ

で
５
年
ぶ
り
に
上
演
さ
れ
る
。 

　

舞
台
公
演
が
キ
ャ
ン
セ

ル
さ
れ
た
際
に
制
作
さ
れ
、

２
０
２
０
年
にYouTube

で

「Theater To Go

（
Ｔ
Ｃ
Ｃ
）」

と
し
て
公
開
さ
れ
て
以
来
、

２
万
４
０
０
０
回
以
上
視
聴
さ

れ
た
動
画
版
に
続
き
、
今
年
、

再
び
ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー
が
開
催
さ

れ
る
。現
代
的
な
演
出
に
よ
る
、

音
楽
、
ダ
ン
ス
、
歌
、
語
り
と
、

シ
ョ
ー
の
最
大
の
魅
力
で
あ
る

パ
フ
ォ
ー
マ
ー
と
客
観
席
の
子

ど
も
た
ち
と
の
イ
ン
タ
ラ
ク
シ

ョ
ン
で
、
劇
場
空
間
全
体
を
使

っ
て
新
し
い
桃
太
郎
の
物
語
を

描
く
。 

出
演
は
、
俳
優
座
出

身
、
Ｎ
Ｙ
市
シ
ア
タ
ー
エ
デ
ュ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
第
一
人
者
森
永

明
日
夏
（
ス
ト
リ
ー
テ
ラ
ー
）、

宝
塚
男
役
出
身
の
漣
レ
イ
ラ

（
ダ
ン
ス
＆
ソ
ン
グ
）、
田
中
舘

芙
未
に
よ
る
音
楽
を
中
橋
陽
子

（
太
鼓
）、
森
川
実
千
代
（
ピ
ア

ノ
）、
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
の

玉
木
光
（
チ
ェ
ロ
）
が
奏
で
る
。

演
出
は
河
原
そ
の
子
（
Ｃ
Ｊ
Ａ

芸
術
監
督
） 

。

　
Ｊ
Ｓ
の
子
供
の
日
イ
ベ
ン
ト

は
午
後
12
時
30
分
か
ら
３
時
30

分
ま
で
。
入
場
料
は
18
ド
ル
、

Ｊ
Ｓ
会
員
は
12
ド
ル
。
チ
ケ
ッ

ト
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://japansociety.org/

森
永
明
日
夏 

舞
台
写
真
：
２
０
１
９
年
公
演
よ
り
。©

M
aria Baravono 

漣
レ
イ
ラ 

中
橋
陽
子  

森
川
実
千
代 

玉
木
光

MOMOTARO: 
In Search of a Hero 2024
ジャパン・ソサエティーで5月5日

現
代
ア
レ
ン
ジ
の
桃
太
郎

　

昨
年
秋
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公

演
を
大
成
功
さ
せ
た
バ
イ
オ
リ

ニ
ス
ト
の
川
井
郁
子
が
、
5
月

19
日(

日)

新
潟
県
民
会
館
で

能
登
半
島
地
震
被
災
地
チ
ャ
リ

テ
ィ
・
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
す

る
。
収
益
金
は
能
登
半
島
地
震

対
策
に
寄
付
さ
れ
る
。
主
催
は

川
井
郁
子
事
務
所
と
新
潟
日

報
、特
別
協
力
は
大
坪
賢
次
氏
。

川
井
郁
子
の
バ
イ
オ
リ
ン
の
演

奏
で
は
桜
が
舞
台
一
面
に
舞
い

落
ち
、
最
後
は
長
岡
花
火
が
舞

台
で
打
ち
上
げ
ら
れ
る
シ
ー
ン

が
圧
巻
で
、
映
像
を
使
っ
た
舞

台
装
置
も
壮
大
だ
。
チ
ケ
ッ
ト

は
Ｓ
Ｓ
席
７
０
０
０
円
、
Ｓ
席

６
０
０
０
円
、
Ａ
席
４
５
０
０

円
、
Ｕ
25
席
３
０
０
０
円
。
購

入
は
日
本
国
内
の
セ
ブ
ン
チ
ケ

ッ
ト
、
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト
、

チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
な
ど
で
。

川
井
郁
子
Ｎ
Ｙ
凱
旋
公
演

新潟で5月19日
能登半島被災地支援

mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
http://www.thebricks.nyc/
https://japansociety.org/
https://japansociety.org/
https://japansociety.org/
https://www.theworldvoiceensemble.com/


江戸時代から続く、日本伝統のワークウェア

　

商
店
街
や
市
場
が
活
気
に
溢

れ
、
主
婦
が
毎
日
専
門
店
に
買

い
物
に
行
く
の
が
当
た
り
前
だ

っ
た
昭
和
の
時
代
。
酒
屋
さ
ん

や
お
米
屋
さ
ん
な
ど
重
い
商
品

を
取
り
扱
う
専
門
店
は
、
注
文

す
る
と
軽
ト
ラ
に
乗
っ
て
自
宅

に
商
品
を
配
達
し
て
く
れ
て
い

た
。
そ
の
時
に
必
ず
と
い
っ
て

目
に
し
た
の
は
、
お
店
の
人

が
締
め
て
い
る
前
掛
け
。「
商

い
」
の
象
徴
で
も
あ
る
前
掛
け

に
は
、
屋
号
や
電
話
番
号
な
ど

お
店
の
情
報
も
書
か
れ
、
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
と
し
て
の
役
割
だ
け

で
な
く
、「
歩
く
お
店
の
看
板
」

と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て
い

た
。

　

そ
ん
な
前
掛
け
だ
が
、
時
代

が
移
り
、
郊
外
に
居
住
す
る
人

が
増
え
て
、
人
々
が
自
動
車
で

ス
ー
パ
ー
に
行
っ
て
食
品
を
ま

と
め
買
い
す
る
よ
う
に
な
る
と

専
門
店
が
減
っ
て
し
ま
い
、
そ

れ
に
呼
応
し
て
前
掛
け
を
目
に

す
る
こ
と
も
少
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

　

し
か
し
、「
歴
史
も
あ
り
、

機
能
性
に
も
優
れ
た
前
掛
け
の

灯
を
消
し
て
は
な
ら
な
い
」
と

立
ち
上
が
っ
た
の
が
有
限
会
社

エ
ニ
シ
ン
グ
の
代
表
取
締
役
社

長
、
西
村
和
弘
さ
ん
。
か
つ
て

前
掛
け
製
造
の
中
心
地
だ
っ
た

愛
知
県
豊
橋
市
で
唯
一
残
っ
て

い
た
高
齢
の
職
人
さ
ん
た
ち
の

話
を
聞
い
て
一
念
発
起
。
日
本

で
唯
一
の
「
前
掛
け
専
門
店
」

を
設
立
し
た
。
そ
の
後
、
後
継

者
問
題
に
悩
ん
で
い
た
工
場
に

若
い
職
人
た
ち
を
送
り
こ
ん
で

技
術
を
学
ば
せ
、
事
業
を
継
承

し
、
一
昨
年
に
は
豊
橋
市
内
に

新
工
場
も
建
設
し
た
。
先
達
か

ら
受
け
継
い
だ
、
日
本
史
の
教

科
書
に
も
出
て
く
る
１
０
０
年

商
い
の
象
徴
「
前
掛
け
」

伝
統
の
技
法
を
引
き
継
ぎ
、
世
界
へ

「
シ
ョ
ッ
プ
Ｎ
Ｙ
生
活
」
で
販
売

　

そ
ん
な
前
掛
け
が
商
人
の
間

で
定
着
し
た
歴
史
は
、
江
戸
時

代
ま
で
遡
る
。
体
の
前
に
布
を

掛
け
る
（
垂
ら
す
）
こ
と
か
ら

「
前
掛
け
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
の
作
業
着
は
、
衣

類
の
汚
れ
を
防
ぐ
た
め
と
い
う

だ
け
で
な
く
、
腰
ひ
も
を
骨
盤

の
上
で
強
く
縛
る
こ
と
に
よ
っ

て
腰
に
か
か
る
負
担
を
軽
減

し
、
重
い
荷
物
を
運
ぶ
商
人
や

職
人
を
け
が
か
ら
守
る
役
割
も

果
た
し
、
製
造
業
の
職
人
や
商

人
の
間
で
重
宝
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
明
治
時
代
に
な
る
と

屋
号
が
染
め
抜
か
れ
る
よ
う
に

な
り
今
の
形
に
な
っ
た
。
そ
し

て
、
戦
後
、
日
本
の
経
済
成
長

と
共
に
、
広
告
的
役
割
に
も
着

目
し
た
メ
ー
カ
ー
が
大
量
に
配

布
し
た
こ
と
に
よ
り
前
掛
け
の

人
気
が
沸
騰
し
、
全
国
に
一
気

に
広
ま
っ
て
、「
昭
和
の
仕
事

着
」の
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
た
。

を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
し
た
エ

ニ
シ
ン
グ
社
の
努
力
の
甲
斐
も

あ
り
、「
レ
ト
ロ
の
雰
囲
気
が

か
え
っ
て
カ
ッ
コ
い
い
。」「
昭

和
世
代
の
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

た
ら
懐
か
し
が
っ
て
喜
ば
れ

た
。」
な
ど
と
受
け
入
れ
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
ラ
ー

メ
ン
店
や
居
酒
屋
な
ど
飲
食
店

の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
も
ど

ん
ど
ん
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
、
前
掛
け
の
人
気
は
復
活

し
た
。

　

エ
ニ
シ
ン
グ
社
は
海
外
に
も

「前掛け」 前掛け専門店エニシング

以
上
前
の
ト
ヨ
タ
製
や
ス
ズ
キ

製
の
シ
ャ
ト
ル
織
機
を
使
用
し

て
織
ら
れ
た
丈
夫
な
帆
布
に
、

伝
統
的
な
加
工
を
施
し
た
本
格

的
な
製
造
法
で
作
ら
れ
た
エ
ニ

シ
ン
グ
の
前
掛
け
は
、
洗
っ
て

も
長
持
ち
し
、
使
い
こ
な
す
ほ

ど
に
味
が
出
る
魅
力
的
な
逸
品

だ
。

　

様
々
な
企
業
と
コ
ラ
ボ
す
る

形
で
若
い
人
に
前
掛
け
の
魅
力

目
を
向
け
た
。
２
０
０
７
年
の

Ｎ
Ｙ
出
張
を
皮
切
り
に
、
ア
メ

リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
積
極
的

に
展
示
会
な
ど
に
出
店
。
エ
プ

ロ
ン
と
は
違
う
コ
ン
セ
プ
ト
の

ワ
ー
ク
ウ
ェ
ア
と
し
て
の
機
能

性
と
、
日
本
伝
統
の
工
法
で
作

ら
れ
た
デ
ザ
イ
ン
性
が
認
め
ら

れ
、
今
で
は
Ｍ
ｏ
Ｍ
Ａ
や
大
英

博
物
館
、
そ
の
他
の
セ
レ
ク
ト

シ
ョ
ッ
プ
で
も
取
り
扱
わ
れ
て

お
り
、
世
界
に
も
「
Ｍ
Ａ
Ｅ
Ｋ

Ａ
Ｋ
Ｅ
」
の
魅
力
が
伝
わ
り
始

め
て
い
る
。

　

そ
ん
な
エ
ニ
シ
ン
グ
社
の
前

掛
け
を
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
生
活

プ
レ
ス
社
が
８
月
に
立
ち
上
げ

た
、
日
本
独
自
の
製
法
や
伝
統

の
工
法
で
作
ら
れ
た
高
品
質
商

品
に
特
化
し
て
販
売
す
る
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
サ
イ
ト
「
シ
ョ
ッ
プ

Ｎ
Ｙ
生
活
」
で
も
発
売
中
。
現

在
、
同
サ
イ
ト
で
扱
っ
て
い
る

商
品
は
二
通
り
。

　

高
級
で
丈
夫
な
１
号
生
地
で

作
ら
れ
た
「
無
地
カ
フ
ェ
前
掛

け
」
は
丈
が
短
め
に
作
ら
れ
て

お
り
、
身
長
が
低
い
女
性
が
締

め
て
も
バ
ッ
チ
リ
決
ま
る
。
本

来
、
カ
フ
ェ
な
ど
の
従
業
員
の

た
め
に
開
発
さ
れ
た
タ
イ
プ
な

の
で
、
ポ
ケ
ッ
ト
も
付
い
て
お

り
大
変
実
用
的
な
の
が
特
長
。

色
は
、前
掛
け
ら
し
い
紺
色
と
、

個
性
的
な
か
ら
し
色
の
２
種
類

か
ら
選
べ
る
。
ま
た
、
素
敵
な

ケ
ー
ス
に
入
っ
て
い
る
の
で
、

ギ
フ
ト
と
し
て
も
最
適
だ
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
数
年
前
に

Ｎ
Ｙ
の
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ェ
ア
で

出
店
し
大
人
気
だ
っ
た
「
ロ
ン

グ
前
掛
け
」。
こ
ち
ら
は
２
号

生
地
で
織
ら
れ
イ
ラ
ス
ト
も
プ

リ
ン
ト
で
は
あ
る
が
、
明
治
か

ら
昭
和
に
使
わ
れ
て
い
た
前
掛

け
の
イ
メ
ー
ジ
を
完
全
再
現
し

た
タ
イ
プ
で
、「
招
き
猫
」「
酒
」

や
北
斎
や
写
楽
の
浮
世
絵
が
プ

リ
ン
ト
さ
れ
た
全
５
種
類
の
デ

ザ
イ
ン
か
ら
選
べ
る
。
こ
ち
ら

も
可
愛
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
紙
袋

に
入
っ
て
い
る
の
で
お
土
産
や

ア
メ
リ
カ
人
の
友
人
へ
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
に
も
お
勧
め
。

　

Ｂ
Ｂ
Ｑ
や
園
芸
、
ア

ー
ト
制
作
な
ど
の
時
に

も
使
え
る
オ
シ
ャ
レ
で

実
用
的
な
「
前
掛
け
」。

日
本
文
化
に
興
味
の
あ

る
ア
メ
リ
カ
人
の
前
で

締
め
れ
ば
人
気
者
に
な

る
こ
と
間
違
い
な
し

だ
。

　

ま
た
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
生
活
プ
レ
ス
社
で

は
、
既
製
品
の
前
掛
け

販
売
だ
け
で
な
く
、
飲

食
店
向
け
や
ギ
フ
ト
向

け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
前
掛

け
制
作
オ
ー
ダ
ー
も
請

け
負
っ
て
い
る
。
世
界

に
一
つ
だ
け
の
前
掛
け

を
作
っ
て
み
て
は
？

問い合わせは、info@nyseikatsu.comまで。
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海
外
で
暮
ら
し
て
い
る
生
徒

や
保
護
者
の
方
か
ら
通
信
制
高

校
に
つ
い
て
聞
か
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
「
海
外
の

高
校
に
在
籍
し
、
日
本
の
高
校

卒
業
資
格
も
取
得
し
た
い
が
、

通
信
制
高
校
で
そ
れ
は
可
能

か
」「
帰
国
後
の
学
校
選
択
と

し
て
通
信
制
高
校
は
ど
う
な
の

か
」
と
い
っ
た
内
容
で
す
。

　

結
論
か
ら
言
う
と
、
最
初
の

質
問
は
「
可
能
」、
次
の
質
問

に
は
「
選
択
肢
の
一
つ
」、
と

な
り
ま
す
。
ま
ず
通
信
制
高
校

と
は
ど
の
よ
う
な
学
校
な
の
か

を
お
伝
え
し
ま
し
ょ
う
。

【
通
信
制
高
校
と
は
】

　

日
本
の
高
校
に
は
、
通
常
の

時
間
帯
に
お
い
て
授
業
を
行
う

全
日
制
、
夜
間
そ
の
他
特
別
の

時
間
ま
た
は
時
期
に
お
い
て
授

業
を
行
う
定
時
制
、
そ
し
て
通

信
に
よ
る
教
育
を
行
う
通
信
制

が
あ
り
ま
す
。

　

通
信
制
高
校
は
そ
の
名
の
と

お
り
「
通
信
に
よ
る
教
育
を
受

け
る
学
校
」
で
す
。
毎
日
学
校

へ
登
校
す
る
必
要
は
な
く
パ
ソ

コ
ン
で
テ
ス
ト
を
受
け
た
り
レ

ポ
ー
ト
を
提
出
し
た
り
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
高
校
卒
業
資
格
を

取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

通
学
コ
ー
ス
を
設
け
て
い
る
学

校
も
あ
り
ま
す
。
高
校
卒
業
資

格
を
得
る
た
め
に
は
３
年
間
以

上
の
在
籍
期
間
と
74
単
位
以
上

の
単
位
取
得
が
必
要
で
通
信
制

高
校
も
同
じ
で
す
。
通
信
制
高

校
で
は
、
年
に
決
め
ら
れ
た
期

間
「
ス
ク
ー
リ
ン
グ
」
と
い
う

面
接
指
導
を
受
け
て
30
単
位
を

取
得
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

多
く
の
学
校
で
は
、
年
２
回
ほ

ど
こ
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
を
受
け

ま
す
（
年
１
回
と
い
う
学
校
も

有
り
）。
場
所
は
学
校
に
よ
っ

て
東
京
や
北
海
道
、
沖
縄
と
さ

ま
ざ
ま
で
、
１
回
に
４
、５
日

程
度
で
す
。
短
期
集
中
合
宿
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
。
最
近
で
は
海
外
で
活
動
す

る
バ
レ
エ
ダ
ン
サ
ー
や
ピ
ア
ニ

ス
ト
な
ど
の
芸
術
家
、
サ
ッ
カ

ー
や
ス
ケ
ー
ト
な
ど
の
ア
ス
リ

ー
ト
に
も
通
信
制
高
校
に
入
学

し
て
い
る
人
が
い
ま
す
。で
は
、

そ
の
メ
リ
ッ
ト
と
課
題
に
つ
い

て
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

め
ら
れ
る
。

・
在
宅
で
の
学
習
で
は
、
他
の

者
と
触
れ
合
う
機
会
が
少
な
く

孤
独
感
を
感
じ
る
こ
と
も
あ

る
。
ま
た
全
日
制
の
よ
う
な
ク

ラ
ブ
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
が

難
し
い
。

・
海
外
の
学
校
と
の
併
学
で
は
、

学
習
に
費
や
す
時
間
が
多
く
な

り
、
子
ど
も
の
負
担
も
大
き
く

な
る
。
ま
た
併
学
の
分
の
学
費

も
か
か
る
。

・
ス
ク
ー
リ
ン
グ
受
講
の
た
め

に
、
年
に
１
、２
回
は
海
外
か

ら
一
時
帰
国
す
る
必
要
が
あ

り
、
費
用
も
か
か
る
。

【
最
後
に
】

　

２
０
２
３
年
度
の
デ
ー
タ
に

よ
る
と
、
通
信
制
高
校
の
生
徒

数
は
26
万
４
９
７
４
人
（
高
校

生
の
12
人
に
１
人
）、
学
校
数

は
２
８
９
校
（
公
立
78
校
、
私

立
２
１
１
校
）。
以
前
に
比
べ

る
と
大
き
く
増
加
し
て
い
ま

す
。
通
信
制
高
校
に
は
「
不
登

校
な
ど
色
々
な
事
情
で
全
日
制

の
高
校
に
通
え
な
い
生
徒
の
学

校
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ

た
の
は
確
か
で
す
。
し
か
し
現

在
は
「
自
分
の
ペ
ー
ス
や
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
で
学
べ
る
学
校
」

と
、
広
く
高
校
選
択
肢
の
一
つ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

財
団
で
は
、
海
外
渡
航
前
、

滞
在
中
、
帰
国
後
で
の
さ
ま
ざ

ま
な
ご
相
談
を
承
っ
て
い
ま

す
。
海
外
に
お
住
い
の
方
で
あ

れ
ば
、
オ
ン
ラ
イ
ン
や
メ
ー
ル

に
て
。
お
子
さ
ん
の
海
外
で
の

学
び
、
帰
国
後
の
学
校
選
択
な

ど
、迷
わ
れ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、

私
た
ち
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が

ご
相
談
に
応
じ
た
情
報
を
お
伝

え
し
、
ご
助
言
い
た
し
ま
す
。

是
非
、
財
団
の
個
別
相
談
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

通信制高校
海外子女教育振興財団 関西分室

菅原光章 教育アドバイザー

【
通
信
制
高
校
の
メ
リ
ッ
ト
】

・
海
外
生
活
を
中
心
に
送
り
、

活
動
を
続
け
な
が
ら
高
校
卒
業

資
格
を
取
得
し
、
日
本
の
大
学

に
進
学
で
き
る
。

・
自
分
の
ペ
ー
ス
で
学
習
が
で

き
、
自
宅
や
移
動
中
の
交
通
機

関
等
か
ら
も
授
業
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
。

・
現
地
校
や
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ス
ク
ー
ル
と
通
信
制
高
校

の
併
学
に
よ
り
、
ダ
ブ
ル
デ
ィ

プ
ロ
マ
取
得
が
可
能
に
な
る
。

・
日
本
の
高
校
段
階
で
帰
国
と

な
っ
た
場
合
、
学
年
を
下
げ
ず

に
編
入
が
可
能
で
あ
っ
た
り
、

一
般
的
に
編
入
が
難
し
い
３
年

生
で
も
受
け
入
れ
て
も
ら
え
た

り
す
る
（
学
校
に
よ
っ
て
は
卒

業
時
期
が
遅
れ
る
こ
と
も
あ

り
、
各
校
へ
の
確
認
が
必
要
）。

・
在
宅
で
の
受
講
の
場
合
、
全

日
制
で
必
要
な
費
用
が
か
か
ら

ず
学
費
が
比
較
的
安
い
。

【
通
信
制
高
校
の
課
題
】

・
自
分
の
ペ
ー
ス
で
学
習
が
で

き
る
が
、
さ
ぼ
っ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
、
学
習
へ
の
意
欲
と

自
主
性
、
自
己
管
理
能
力
が
求

 本欄への相談は
● 公益財団法人
 海外子女教育振興財団（JOES）
www.joes.or.jp

【教育相談】
Eメール sodanjigyo@joes.or.jp

　

第
12
回 

日
本
ク
ラ
ブ
「
親

子
で
楽
し
む
フ
ァ
ミ
リ
ー
イ
ベ

ン
ト
」
が
５
月
25
日
（
土
）
午

後
１
時
か
ら
４
時
30
分
ま
で
、

日
本
ク
ラ
ブ
会
館
（
西
57
丁
目

１
４
５
番
地
）で
開
催
さ
れ
る
。

親
子
で
楽
し
め
る
美
和
鼓
グ
ル

ー
プ
の
和
太
鼓
や
獅
子
舞
の
演

舞
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
子
ど
も

た
ち
が
楽
し
み
な
が
ら
体
験
で

き
る
手
拍
子
花
笠
踊
り
、
ヨ
ー

ヨ
ー
釣
り
、
似
顔
絵
ア
ー
ト
、

フ
ェ
イ
ス
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
、

風
船
ア
ー
ト
、飴
細
工
の
実
演
、

折
り
紙
ア
ー
ト
な
ど
が
行
わ
れ

る
。
軽
食
や
飲
み
物
も
あ
る
。

世
代
を
問
わ
ず
楽
し
め
る
内
容

の
た
め
、
大
人
の
み
の
参
加
も

歓
迎
す
る
。

　

参
加
費
は
大
人
30
ド
ル
、
子

ど
も
（
３
〜
13
歳
）
20
ド
ル
、

会
員
は
大
人
25
ド
ル
、
子
ど

も
15
ド
ル
。
２
歳
以
下
は
無

料
。
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー

ルinfo@nipponclub.org

ま

で
。
申
し
込
み
はhttps://

form.jotform.com/Nippon_
Club/family-event-2024-
registration-form

か
ら
。

日
本
ク
ラ
ブ
で
５
月
25
日

親
子
で
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト

　

慶
應
義
塾
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
学

院
が
著
名
人
を
講
師
に
招
く
シ

グ
ネ
チ
ャ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
オ

ム
ニ
バ
ス
レ
ク
チ
ャ
ー
シ
リ

ー
ズ
の
第
13
回
目
が
５
月
４

日
（
土
）
午
後
１
時
か
ら
同
学

院
で
開
催
さ
れ
る
。
ゲ
ス
ト
講

師
に
は
Ｓ
Ｆ
小
説
や
ミ
ス
テ
リ

ー
の
海
外
文
学
が
強
い
と
し
て

有
名
な
早
川
書
房
の
早
川
浩
社

長
を
招
き
、
父
の
代
か
ら
続
く

出
版
社
を
め
ぐ
る
数
々
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
紹
介
す
る
。
一
般

聴
講
希
望
者
は
、
事
前
登
録

申
し
込
み
が
必
要
。https://

secure.keio.edu/kanyos/
v3/P/?p=12&a=1763

　

参
加
者
に
は
早
川
氏
を
囲
む

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
招
待
。
場
所

は
同
学
院
の
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ス

ピ
ー
カ
ー
ズ
ホ
ー
ル
の
オ
ー
デ

ィ
ト
リ
ウ
ム
に
て
。
問
い
合
わ

せ
はpr@keio.edu

ま
で
。

早
川
書
房
を
語
る

Ｓ
Ｆ
と
ミ
ス
テ
リ
ー
海
外
文
学
に
強
い

慶
應
義
塾
Ｎ
Ｙ
学
院
で
５
月
４
日
講
演

早
川
浩
社
長

mailto:info@nyseikatsu.com
http://www.joes.or.jp
mailto:sodanjigyo@joes.or.jp
mailto:info@nipponclub.org
mailto:info@nipponclub.org
mailto:info@nipponclub.org
https://form.jotform.com/Nippon_
mailto:pr@keio.edu
mailto:pr@keio.edu
mailto:pr@keio.edu
https://form.jotform.com/Nippon_Club/family-event-2024-registration-form
https://secure.keio.edu/kanyos/v3/P/?p=12&a=1763


2024年（令和 6年）4月 27日（土） ［LIVING in USA］　　（20  ）

女
性
駐
在
員
も
安
全
安
心
な
ス
タ
ジ
オ
ル
ー
ム

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
住
む
の
は
家
賃
が
高
く

て
ち
ょ
っ
と
無
理
と
諦
め
て
い
る
人
は
か
な

り
多
い
の
で
は
な
い
か
。

　

確
か
に
子
供
２
人
の
家
族
４
人
暮
ら
し
と

な
る
と
、
学
校
の
こ
と
も
あ
っ
て
当
然
郊
外

で
の
選
択
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、
単
身

赴
任
の
若
手
駐
在
員
の
一
人
暮
ら
し
や
、
企

業
派
遣
留
学
で
長
期
滞
在
す
る
独
身
も
し
く

は
単
身
で
あ
れ
ば
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ス
タ

ジ
オ
と
い
う
選
択
肢
も
ま
だ
十
分
に
残
っ
て

い
る
。
ス
タ
ジ
オ
と
言
っ
て
も
ピ
ン
か
ら
キ

リ
ま
で
あ
る
が
、
住
宅
手
当
が
３
０
０
０
ド

ル
前
後
あ
る
な
ら
便
利
な
と
こ
ろ
で
の
住
宅

選
び
も
ま
だ
可
能
だ
。

　

写
真
の
部
屋
は
、
グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル

駅
か
ら
徒
歩
５
分
ほ
ど
の
東
48
丁
目
と
３
番

街
の
近
く
に
あ
る
（
一
部
）
家
具
付
き
の
ア

ル
コ
ー
ブ
ス
タ
ジ
オ
。
少
し
変
形
に
な
っ
て

い
て
普
通
の
ス
タ
ジ
オ
ワ
ン
ル
ー
ム
よ
り
も

広
く
、
カ
ウ
チ
と
ダ
イ
ニ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル
を

置
く
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
。

　

付
い
て
い
る
家
具
は
、
高
級
な
ク
イ
ー
ン

サ
イ
ズ
ベ
ッ
ド
、
60
イ
ン
チ
の
テ
レ
ビ
、
テ

ー
ブ
ル
、
ラ
イ
ト
。
消
費
財
以
外
の
最
低
限

生
活
に
必
要
な
家
具
は
つ
い
て
い
る
。
８
階

で
北
向
き
で
静
か
な
部
屋
。
フ
ル
タ
イ
ム

ド
ア
マ
ン
、
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
、
住
み
込

み
の
ス
ー
パ
ー
（
管
理
人
）、
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
、
ラ
ン
ド
リ
ー
ル
ー
ム
が
あ
る
。
女
性
駐

在
員
に
便
利
で
安
全
な
部
屋
と
い
う
の
は

こ
う
い
う
部
屋
の
こ
と
を
言
う
の
だ
ろ
う

か
。
家
賃
は
３
３
０
０
ド
ル
。
問
い
合
わ
せ

は
電
話
３
４
７
・
５
４
６
・
５
３
１
８
、
Ｅ
メ
ー

ル  rika.furumoto@gmail.com. 

山
崎
さ
ん
。

（
写
真
提
供
・
古
本
不
動
産
）

　

第
43
回
Ｎ
Ｙ
エ
ン
タ
メ
の

会(

中
澤
利
彦
主
宰)

が
4
月

13
日
、
イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
の

RESOBOX

で
開
催
さ
れ
た
。

ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
は
コ
メ
デ

ィ
ア
ン
の
村
本
大
輔
さ
ん
。

　

日
本
で
は
、THE MANZAI 

2013

に
て
ウ
ー
マ
ン
ラ
ッ
シ

ュ
ア
ワ
ー
と
し
て
優
勝
後
、
バ

ラ
エ
テ
ィ
・
ド
ラ
マ
・
ラ
ジ
オ

な
ど
で
大
活
躍
の
お
笑
い
芸
人

だ
。

　

今
年
2
月
か
ら
は
ス
タ
ン
ド

ア
ッ
プ
コ
メ
デ
ィ
を
学
ぶ
た
め

に
来
米
。
講
演
会
当
日
は
、
渡

米
前
に
日
本
で
の
否
定
的
な
言

葉
や
経
験
、
自
身
の
英
語
が
う

ま
く
伝
わ
ら
な
い
話
な
ど
、
自

分
自
身
の
苦
い
経
験
を
巧
み
に

笑
い
に
変
え
、
ま
た
英
語
で
は

奇
跡
的
な
出
逢
い
話
も
紹
介
、

満
席
のRESOBOX

を
始
終
笑

い
に
包
ん
で
い
た
。

　

講
演
後
は
参
加
し
た
聴
衆
者

達
と
の
交
流
も
深
め
、「
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
に
は
日
本
か
ら
ア
ー

ト
・
教
育
・
起
業
な
ど
様
々
な

目
的
で
来
る
人
達
が
お
り
、
自

分
自
身
も
大
変
刺
激
に
な
っ

た
」
と
語
っ
た
。

　
　（
植
山
慎
太
郎
、
写
真
も
）

村
本
大
輔
さ
ん
お
笑
い
の
極
意

第
43
回
Ｎ
Ｙ
エ
ン
タ
メ
の
会

苦
い
経
験
も
巧
み
に
笑
い
に
変
え
る

・免責事項・

本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
社は一切の責任を負いません。
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さ
て
、
サ
ン
ト
リ
ー
ニ
の
ツ

ア
ー
は
続
く
。
次
は
温
水
ビ
ー

チ
で
あ
る
。
船
で
別
の
小
さ
な

島
に
い
く
と
、
赤
茶
け
た
ビ
ー

チ
が
陽
に
輝
い
て
い
る
。そ
う
、

火
山
の
熱
で
海
水
が
温
め
ら
れ

て
、
そ
こ
に
流
れ
出
る
鉱
物
で

水
や
岩
が
赤
茶
に
染
ま
っ
て
い

る
の
だ
。
船
は
沖
に
停
泊
し
、

希
望
者
は
海
に
飛
び
込
ん
で
そ

こ
か
ら
１
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

を
泳
ぐ
。
ジ
ョ
ー
ジ
の
キ
ュ
ー

で
、
一
人
一
人
船
か
ら
真
っ
青

な
海
に
飛
び
込
む
。
船
か
ら
海

に
飛
び
込
む
の
は
生
ま
れ
て
初

め
て
か
も
。
最
初
は
冷
た
い
海

の
水
だ
が
泳
ぐ
に
つ
れ
て
だ
ん

だ
ん
と
暖
か
く
な
り
、
岸
に
着

く
頃
に
は
風
呂
く
ら
い
の
温
度

に
な
る
。
泥
の
中
に
足
を
つ
け

て
立
つ
こ
と
が
で
き
た
。
し
ば

ら
く
奇
妙
な
泥
の
中
で
く
つ
ろ

い
だ
後
、
船
に
ま
た
戻
る
。
も

ち
ろ
ん
自
力
で
泳
ぐ
。
ま
た
冷

た
い
海
に
戻
っ
て
船
の
梯
子
か

ら
乗
船
。
Ｎ
Ｙ
の
生
活
と
は
か

け
離
れ
た
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
で

あ
っ
た
。
が
、
気
づ
く
と
細
君

の
白
ビ
キ
ニ
が
茶
色
く
染
ま
っ

て
い
た
。
ホ
テ
ル
の
お
兄
ち
ゃ

ん
が
言
っ
て
い
た
の
は
こ
の
事

だ
っ
た
の
か
。
も
う
遅
い
。
が
、

そ
ん
な
こ
と
を
笑
い
飛
ば
す
だ

け
の
素
晴
ら
し
い
冒
険
活
劇
で

あ
っ
た
。

　

な
ん
だ
か
英
雄
に
な
っ
た
気

持
ち
で
、
猛
ス
ピ
ー
ド
で
港
に

戻
る
船
の
風
を
体
に
浴
び
た
。

気
が
つ
く
と
隣
に
も
同
じ
よ
う

な
船
が
並
走
し
て
い
る
。
急

に
、「
マ
ン
マ
・
ミ
ー
ア
！
」

の
「Dancing Queen

」
が
頭

に
鳴
り
始
め
た
（
笑
）。

　

港
に
つ
き
、
ジ
ョ
ー
ジ
に
お

礼
を
言
っ
て
、
下
船
す
る
と
狭

い
港
は
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
待
ち
の

人
で
身
動
き
が
と
れ
な
い
。
と

り
あ
え
ず
水
を
買
っ
て
水
分
補

給
す
る
。
こ
の
列
を
炎
天
下
で

待
つ
く
ら
い
だ
っ
た
ら
、
歩
い

て
登
ろ
う
と
山
道
を
登
り
始
め

た
と
こ
ろ
に
、
ロ
バ
が
待
っ
て

い
た
！
話
は
聞
い
て
い
た
。「
マ

ン
マ
・
ミ
ー
ア
！
」
で
も
港
か

ら
ロ
バ
で
登
っ
て
い
く
シ
ー
ン

が
あ
る
。
し
か
も
待
ち
行
列
は

ほ
と
ん
ど
な
く
て
、
10
ユ
ー
ロ

払
え
ば
間
髪
入
れ
ず
に
自
分
の

番
が
く
る
。
私
の
は
白
馬
な
ら

ず
白
ロ
バ
で
あ
っ
た
。い
や
ー
、

ロ
バ
の
力
は
大
し
た
も
の
だ
。

一
馬
力
（
ロ
バ
だ
か
ら
も
う
少

し
小
さ
い
か
）
は
私
の
車
の

１
８
４
分
の
１
だ
が
、
私
が
重

い
カ
メ
ラ
と
レ
ン
ズ
を
持
っ
て

い
る
こ
と
な
ぞ
お
構
い
な
し
に

灼
熱
の
太
陽
に
照
ら
さ
れ
た
石

畳
の
道
を
グ
イ
グ
イ
と
登
る
。

登
る
途
中
の
景
色
は
素
晴
ら
し

い
！
ロ
バ
た
ち
は
自
分
の
役
割

を
完
全
に
理
解
し
て
い
て
、
先

導
無
し
で
道
を
登
り
、
終
点
に

着
く
と
ロ
バ
の
列
の
最
後
尾
に

自
分
で
並
び
頭
を
垂
れ
る
。
下

を
向
い
た
優
し
い
顔
に
お
礼
を

言
っ
て
降
り
る
。
こ
れ
は
一
生

忘
れ
な
い
サ
ン
ト
リ
ー
ニ
の
思

い
出
に
な
る
。

　

さ
て
、
時
刻
は
昼
下
が
り
、

一
番
暑
い
時
間
で
あ
る
。
歩
い

て
や
っ
て
き
た
遊
歩
道
を
ま

た
ホ
テ
ル
ま
で
戻
る
。Fira

の

街
の
役
場
の
よ
う
な
赤
い
綺
麗

な
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
風
の
建
物
の
横

に
、Volkan Cinema

な
る
も

の
が
あ
る
。
何
を
上
映
し
て
い

る
か
ポ
ス
タ
ー
を
覗
い
て
み
る

と
、
月
曜
は
「
マ
ン
マ
・
ミ
ー

ア
！
」、
火
曜
は
「
マ
ン
マ
・

ミ
ー
ア
！
」、
水
曜
は
「
マ
ン

マ
・
ミ
ー
ア
！
」・・（
中
略
）・・

日
曜
も「
マ
ン
マ
・
ミ
ー
ア
！
」、

毎
日
「
マ
ン
マ
・
ミ
ー
ア
！
」

な
の
で
あ
っ
た
（
笑
）。
こ
の

勢
い
な
ら
６
月
１
日
か
ら
10
月

30
日
ま
で
全
て
「
マ
ン
マ
・
ミ

ー
ア
！
」な
の
で
あ
ろ
う
。
が
、

先
ほ
ど
の
船
の
甲
板
で
自
然
に

思
い
出
し
た
映
画
だ
。
夕
暮
れ

の
海
を
見
な
が
ら
野
外
で
「
マ

ン
マ
・
ミ
ー
ア
！
」
鑑
賞
、
そ

れ
以
外
に
何
が
あ
ろ
う
（
笑
）。

　

そ
れ
に
し
て
も
暑
い
。
お
腹

も
空
い
て
き
た
し
、
何
よ
り
冷

た
い
も
の
が
飲
み
た
い
。
そ
こ

に
現
れ
た
の
が
、「Traditional 

Cafe Irini

」
で
あ
っ
た
。Irini

と
は
、
サ
ン
ト
リ
ー
ニ
の
語
源

と
な
っ
た
聖
人
の
名
前
だ
。
英

語
で
言
うSaint Irene

、
ラ
テ

ン
語
で
い
うSanta Irini

、
そ

こ
か
ら
転
じ
てSantorini

と

な
っ
た
と
ギ
リ
シ
ャ
人
の
友
人

が
教
え
て
く
れ
た
。
中
世
以
前

か
ら
ベ
ネ
チ
ア
の
宣
教
者
た
ち

が
入
植
し
た
歴
史
の
あ
る
島
な

の
だ
。グ
リ
ー
ク
コ
ー
ヒ
ー
に
、

マ
ン
ゴ
ー
ジ
ュ
ー
ス
に
パ
ニ
ー

ニ
。
が
、
そ
れ
以
上
に
、
テ
ラ

ス
か
ら
眼
下
に
見
え
る
港
、
朝

乗
っ
た
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
、
船
、

崖
っ
ぷ
ち
の
白
い
街
、
吹
き
抜

け
る
風
、
愛
想
の
良
い
店
主
、

テ
ー
ブ
ル
の
上
の
鉢
植
え
、
庭

の
調
度
品
、
こ
れ
ら
全
て
が
時

を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
。

　

帰
り
は
道
に
迷
っ
て
し
ま
っ

た
。
統
一
さ
れ
た
白
塗
り
の
建

物
は
見
て
い
て
美
し
い
の
だ

が
、
こ
う
い
う
時
に
は
ラ
ビ
リ

ン
ス
（
迷
路
）
に
な
っ
て
し
ま

う
。GoogleMap

が
頼
り
に

な
ら
な
い
の
で
、
と
り
あ
え
ず

わ
か
っ
て
い
る
所
ま
で
戻
る
。

　

ホ
テ
ル
に
近
づ
い
て
き
た
。

こ
れ
で
安
心
。
近
く
に
海
に
突

き
出
し
た
巨
岩
が
あ
る
。
ホ
テ

ル
の
お
兄
さ
ん
の
話
で
は
簡
単

に
歩
い
て
い
け
る
と
の
こ
と
。

そ
れ
な
ら
海
沿
い
を
歩
い
て
そ

れ
を
見
な
が
ら
ホ
テ
ル
に
戻
ろ

う
。
と
い
う
わ
け
で
海
側
の
道

に
入
っ
た
ら
、
そ
こ
も
ラ
ビ
リ

ン
ス
。
道
は
殆
ど
階
段
で
、
岩

は
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
近
く
な

ら
な
い
。
灼
熱
の
太
陽
は
容
赦

無
く
私
た
ち
を
照
ら
し
続
け

る
。
仕
方
な
い
、
ゆ
っ
く
り
と

記
憶
を
た
ど
り
な
が
ら
引
き
返

し
た
。

　

頑
張
っ
て
記
憶
に
あ
る
所
に

戻
っ
て
き
た
。
足
が
攣
っ
て
き

た
。
ま
ず
い
。
2
軒
目
の
カ
フ

ェ
に
入
っ
て
Ａ
Ｃ
の
前
に
座
っ

て
水
を
が
ぶ
飲
み
し
た
。
や
れ

や
れ
、
30
分
で
歩
け
る
帰
路
に

３
時
間
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。

ホ
テ
ル
に
戻
る
と
黄
金
の
黄
昏

ア
ワ
ー
に
な
っ
て
い
て
、
あ
ち

こ
ち
で
モ
デ
ル
の
撮
影
が
始
ま

っ
て
い
た
。
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
の

カ
ッ
プ
ル
も
い
れ
ば
、
芸
能
人

か
、
金
色
の
ド
レ
ス
を
き
て
メ

ー
ク
と
カ
メ
ラ
の
ク
ル
ー
を
率

い
て
の
撮
影
も
あ
る
。Vogue

と
か
そ
ん
な
ん
な
の
だ
ろ
う
。

　

夕
食
は
先
ほ
ど
広
場
の
ス
ー

パ
ー
で
買
っ
た
オ
リ
ー
ブ
の
実

と
ト
マ
ト
と
ヨ
ー
グ
ル
ト
で
細

君
が
作
っ
て
く
れ
た
サ
ン
ド
イ

ッ
チ
をVogue

の
撮
影
会
が

行
わ
れ
る
ほ
ど
の
景
色
を
見
な

が
ら
ホ
テ
ル
の
バ
ル
コ
ニ
ー
で

食
べ
る
。
素
材
が
良
い
の
で
こ

ん
な
シ
ン
プ
ル
な
夕
食
が
美
味

し
い
。
段
々
と
暗
く
な
る
に
つ

れ
海
の
色
が
変
わ
り
、
サ
ン
ト

リ
ー
ニ
の
最
北
端
の
街
、Oia

の
灯
が
瞬
き
始
め
た
。
歩
い
て

１
時
間
ほ
ど
だ
と
い
う
。
私
た

ち
な
ら
６
時
間
か
か
る
だ
ろ
う

（
笑
）。
隣
の
フ
ラ
ン
ス
人
家
族

に
、
今
日
の
ツ
ア
ー
の
話
を
し

た
ら
、
興
味
津
々
で
明
日
行
く

と
の
事
。

　

普
段
は
Ｎ
Ｙ
で
青
白
い
ピ
ア

ニ
ス
ト
と
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
し
て
い
る
私

た
ち
だ
が
、
今
日
は
違
っ
た
。

船
か
ら
海
に
飛
び
込
ん
で
泳
い

だ
、
山
を
登
っ
た
、
そ
し
て
ロ

バ
に
乗
っ
た
！
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ

ン
と
は
こ
の
こ
と
だ
（
笑
）
！

（
続
く
）

浅
井
岳
史

（
ピ
ア
ニ
ス
ト
＆
作
曲
家
）

www.takeshiasai.com
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岳
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リ
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の
ト
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ロ
ン
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浜
松
駅
か
ら
車
で
西
へ
5

分
ほ
ど
走
っ
た
鴨
江
地
区
に

あ
る
「
鴨
江
ヴ
ン
ダ
ー
カ
ン

マ
ー
」
を
見
学
し
て
き
ま
し

た
。
3
階
建
て
の
ビ
ル
と
別

棟
の
木
造
住
宅
か
ら
な
る
私

設
の
「
怪
奇
骨
董
秘
宝
館
」
で

す
。「
ヴ
ン
ダ
ー
カ
ン
マ
ー

(W
underkammer)

」
と
は
ド

イ
ツ
語
で
「
驚
異
の
部
屋
」
を

意
味
し
、
15
世
紀
か
ら
18
世
紀

に
か
け
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
作
ら

れ
て
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
珍
品
を

集
め
た
陳
列
室
で
、
現
在
の
博

物
館
の
ル
ー
ツ
に
当
た
り
ま

す
。

　

ビ
ル
の
2
階
に
は
館
長
の
西

川
昌
宏
さ
ん
が
30
年
以
上
か
け

て
収
集
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が

展
示
さ
れ
て
お
り
、
3
階
は
ギ

ャ
ラ
リ
ー
や
貸
し
ス
ペ
ー
ス
と

し
て
利
用
さ
れ
、
遠
州
ゆ
か
り

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
公
募
し
て

展
示
・
販
売
も
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
1
階
の
通
路
を
抜
け
る

と
、
別
棟
で
あ
る
会
員
制
サ
ロ

ン「
素
頓
亭（
す
っ
と
ん
て
い
）」

が
あ
り
、
や
は
り
貴
重
な
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
が
至
る
と
こ
ろ
に
置

か
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

薄
暗
い
室
内
の
棚
に
は
、
伝
説

の
動
物
ユ
ニ
コ
ー
ン
の
「
骸

骨
」、
螺
鈿
の
細
工
が
入
っ
た

ダ
イ
ヤ
ル
式
の
黒
電
話
、
縄
文

時
代
に
使
わ
れ
た
石
の
お
面

等
々
、
い
わ
ゆ
る
オ
カ
ル
ト
趣

味
的
な
も
の
を
含
む
怪
し
げ
な

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
所
狭
し
と
並

び
ま
す
。
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
は
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、
西
川

さ
ん
が
独
自
の
眼
力
で
収
集
し

た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
一
つ
ひ
と

つ
解
説
し
て
く
れ
ま
す
。
遠
州

地
方
の
未
確
認
飛
行
物
体
（
Ｕ

Ｆ
Ｏ
）
や
妖
怪
、
幽
霊
の
目
撃

情
報
も
集
め
て
お
り
、
す
で
に

30
以
上
も
の
証
言
が
地
図
に
ま

と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
展
示
は

ま
だ
ま
だ
発
展
途
上
と
い
う
気

が
し
ま
す
が
、「
数
え
た
こ
と

も
な
い
」
と
い
う
西
川
さ
ん
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
数
万
点
に
の

ぼ
り
、
今
で
も
収
集
を
続
け
て

い
る
そ
う
で
す
。

　

西
川
さ
ん
は
東
京
の
大
学
を

卒
業
後
、
東
京
の
消
防
設
備

会
社
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
し

て
勤
務
し
、
そ
の
後
実
家
の
消

防
設
備
会
社
で
働
い
て
い
ま
し

た
が
、
早
期
退
職
し
、
47
歳
の

時
に
鴨
江
ヴ
ン
ダ
ー
カ
ン
マ
ー

の
開
設
準
備
を
始
め
た
そ
う
で

す
。
会
社
で
働
い
て
い
た
頃
に

全
国
へ
出
張
す
る
機
会
が
多
く

あ
り
、
骨
董
屋
や
蚤
の
市
な
ど

を
巡
っ
て
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
増

や
し
て
い
き
、
２
０
１
９
年
に

現
在
の
ビ
ル
と
別
棟
の
家
屋
を

購
入
し
て
改
修
を
行
い
、
改
修

中
か
ら
早
く
も
評
判
を
呼
び
、

同
年
7
月
に
2
階
だ
け
先
行
オ

ー
プ
ン
さ
せ
、
２
０
２
０
年
1

月
に
開
館
し
ま
し
た
。

　

実
は
、
こ
の
施
設
の
す
ぐ
目

の
前
に
は
、「
鴨
江
観
音
」
の

名
で
知
ら
れ
る
鴨
江
寺
が
あ

り
ま
す
。
奈
良
時
代
の
創
建

で
、
初
詣
、
お
彼
岸
、
お
盆
な

ど
は
「
お
鴨
江
ま
い
り
」
の
参

拝
客
で
大
い
に
賑
わ
っ
た
そ
う

で
す
。
ま
た
、
か
つ
て
こ
の
周

辺
に
は
「
二
葉
遊
郭
」
と
呼
ば

れ
る
遊
郭
が
あ
り
、
た
く
さ
ん

の
露
店
や
見
世
物
小
屋
で
賑
わ

い
、
あ
る
種
の
い
か
が
わ
し
さ

が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
西
川
さ

ん
は
そ
う
し
た
雰
囲
気
を
取
り

戻
し
、
人
の
心
を
動
か
し
、
浜

松
の
街
の
ち
ょ
っ
と
後
ろ
め
た

い
記
憶
を
伝
え
て
い
き
た
い
と

い
う
思
い
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

鴨
江
ヴ
ン
ダ
ー
カ
ン
マ
ー

は
、
た
だ
美
し
い
か
ら
、
珍
し

い
か
ら
、
面
白
い
か
ら
と
い
う
、

そ
ん
な
人
間
の
欲
望
を
反
映
し

た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
展
示
す
る

ユ
ニ
ー
ク
な
施
設
だ
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。

（
栗
原
祐
司　

国
立
科
学
博
物

館
副
館
長
）

鴨江ヴンダー
カンマー
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
活
躍
し
た

日
本
人
芸
術
家
と
言
う
と
、
イ

サ
ム
・
ノ
グ
チ
、
草
間
彌
生
、

国
吉
康
雄
の
名
前
は
す
ぐ
に
浮

か
ぶ
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の

国
吉
と
同
じ
時
代
の
20
世
紀
の

初
頭
、
岡
山
か
ら
海
を
越
え
ア

メ
リ
カ
社
会
で
成
功
を
お
さ
め

た
画
家
が
い
た
こ
と
は
、
故
郷

の
岡
山
で
も
、
日
本
で
も
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
肖
像
画

家
・
犬
飼
恭
平
だ
。
こ
の
作
家

の
絵
が
偶
然
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

在
住
の
日
本
人
コ
レ
ク
タ
ー
の

目
に
と
ま
り
、
魅
了
さ
れ
た
そ

の
コ
レ
ク
タ
ー
に
よ
っ
て
、
い

く
つ
か
の
作
品
と
自
伝
が
み
つ

か
っ
た
。
そ
の
犬
飼
の
作
品
群

と
歴
史
を
掘
り
起
こ
し
た
の

は
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
住
む
美

代
子
デ
イ
ヴ
ィ
ー
さ
ん
（
89
）

と
夫
の
ジ
ョ
ン
・
デ
イ
ヴ
ィ
ー

さ
ん
（
故
人
）
だ
。
本
書
は
、

犬
飼
の
作
品
と
詳
細
な
年
譜
、

犬
飼
の
自
伝『
異
教
徒
の
告
白
』

を
収
録
し
て
い
る
。「
肖
像
画

で
は
当
時
『
マ
ダ
ム
Ｘ
の
肖

像
』（
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術

館
所
蔵
）
で
知
ら
れ
る
、
ジ
ョ

ン
・
シ
ン
ガ
ー
・
サ
ー
ジ
ェ
ン

ト
（
１
９
２
５
年
没
）
が
大
活

躍
し
て
い
ま
し
た
が
、
彼
の
死

後
は
、
犬
飼
が
当
代
切
っ
て
の

売
れ
っ
子
肖
像
画
家
と
し
て
活

躍
し
た
ん
で
す
」
と
美
代
子
さ

ん
は
、
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
を

見
下
ろ
す
居
間
に
飾
ら
れ
て
い

る
犬
飼
の
絵
の
前
で
語
っ
た
。

　

本
書
に
は
、
こ
れ
ま
で
日
本

で
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
な
か
っ
た

犬
飼
恭
平
の
作
品
や
人
生
が
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　

犬
飼
恭
平
は
、１
８
８
６（
明

治
19
）
年
岡
山
県
都
窪
郡
庄
村

山
地
（
現
在
の
倉
敷
市
山
地
）

に
生
ま
れ
た
。
12
歳
か
ら
13
歳

こ
ろ
に
は
画
家
に
な
る
こ
と
を

志
し
、
１
９
０
０
（
明
治
33
）

年
14
歳
の
と
き
従
兄
犬
飼
勘
太

郎
と
そ
の
家
族
に
つ
い
て
神
戸

港
か
ら
ハ
ワ
イ
に
渡
っ
た
。
17

歳
で
マ 

ー
ク
・
ホ
プ
キ
ン
ス

美
術
学
校
に
最
年
少
で
入
学
。

１
９
０
８
年
シ
カ
ゴ
美
術
学
校

に
「
霽
上
が
る
霧
（Clearing 

Fog

）」 

出
品
。
ま
た
同
年
シ
カ

ゴ
の
社
交
界
で
知
ら
れ
る
ル
シ

ー
ン
・
グ
デ
ナ 

ウ
と
婚
約
。 

１
９
４
２
年
、
56
歳
の
と
き
回

想
録
「
あ
る
異 

教
徒
の
告
白
」

の
執
筆
を
始
め
54
年
没
。
享
年

68
。
当
時
、
海
を
渡
っ
た
多
く

の
青
年
た
ち
が
そ
う
で
あ
っ
た

よ
う
に
犬
飼
の
人
生
も
ま
た
ド

ラ
マ
に
満
ち
た
生
涯
だ
っ
た
。

　

美
代
子
デ
イ
ヴ
ィ
ー 

美
代

子
・
海
野
さ
ん
は
、
静
岡
県

静
岡
市
出
身
。
１
９
６
７
年

来
米
以
来
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
在

住
。
夫
の
ジ
ョ
ン
・
デ
イ
ヴ

ィ
ー
氏
（
故
人
）
と
共
に
フ

ァ
ン
ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
会
社

「DAVEY&UNNO Inc.

」

を

33
年
間
経
営
し
、
現
在
も
資

産
運
用
と
株
の
ト
レ
ー
ダ
ー

を
続
け
て
い
る
。
ジ
ャ
ポ
ニ

ズ
ム
作
品
の
コ
レ
ク
タ
ー
と

し
て
も
知
ら
れ
、 

２
０
１
１
年

に
東
京
の
三
菱
一
号
館
美
術

館
で
「Collection Japonism 

collection 2011

」
を
開
催
。

そ
の
後
同
館
の
所
蔵
と
な
る
。 

テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
ラ
ン
プ
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
と
犬
飼
恭
平
作
品
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
蒐
集
家
。
ダ
コ
タ

ハ
ウ
ス
の
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク

を
真
下
に
眺
め
る
リ
ビ
ン
グ
の

壁
に
大
き
な
絵
を
掛
け
て
い
た

跡
が
い
く
つ
も
残
っ
て
い
た
。

10
月
５
日
に
日
本
や
ア
ジ
ア
の

作
家
が
並
ぶ
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
美

術
館
２
０
０
年
記
念
展
の
た
め

に
、
自
宅
に
所
蔵
す
る
犬
飼
作

品
25
点
余
り
の
中
か
ら
大
作
５

点
を
寄
贈
し
た
の
だ
と
言
う
。

同
美
術
館
が
仰
天
歓
喜
し
た
の

は
言
う
ま
で
も
な
い
。
同
書
は

英
語
版
も
出
さ
れ
て
い
る
。　
　

　
（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

米社交会を魅了した日本人画家
デイヴィー美代子・編著

吉備人出版・刊

■丘の上の洋食屋オリオン（沖田円、角川文庫）南欧の建
築を参考にした洋食レストラン、オリオンは築45年。入
り口ドアのすりガラスにはオリオン座を模った鉄製の飾り
がある。現在のシェフ・くるみは祖母からお店を受け継い
だ。祖母の味を守りながら今日も常連客たちを温かい幸せ
で満たす。5つの短編集。■中国行きのスロウ・ボート（村
上春樹、中央公論新社）　｢最初の中国人に会ったのはいつ
のことだったろう」記憶を遡ると3人の中国人との出会い
を思い出した表題作をはじめ1980年春から82年夏にか
けて発表した7つの作品を収録した村上春樹の最初の短
編小説集。■脳をしっかり休ませる方法（茂木健一郎、三
笠書房）必死に働いているのに、一生懸命勉強しているの
に結果が出ない。それは脳が疲れているだからかもしれな
い。脳を休めて機能を高める方法を脳科学者の著者が教え
る。美味しいものを食べて幸せホルモンを出すなど、目の
前の課題とは関係ないことをぼんやり考えるといったこと
で脳を休めれば活躍できる。■注文に時間がかかるカフェ
（大平一枝、ポプラ社）「いらっしゃいませ」が吃音で言え
ず、接客アルバイトを諦めていた若者がいた。そんな悩み
を抱えた若者たちが1dayカフェを始めた。発起人は自身
も吃音症でかつて夢をあきらめていた奥村安莉沙。誰もが
自分らしく社会に一歩を踏み出せるよう話題のプロジェク
トを市井の生活者を独自の目線で描くルポルタージュコラムニストが綴る。
■芸能界（染井為人、光文社）人気女優を10年かけて育て上げ、今度はピ
ン芸人と新人アイドルグループを担当する辣腕マネージャー。誹謗中傷や家
族の問題に悩まされているアイドル俳優、震災の町で芸能界の仕事をする娘
を苦々しく思う父親など実際に芸能マネージャーの経験を持つ著者が、経験
を活かしてきらびやかな芸能界の光と影を描く、7つの短編集。■教養を深
める（森本あんり、PHP新書）近年、書店で「教養」をタイトルに冠する本
が所狭しと並んでいる。それは身につけたいと切望している人が多いから。
神学者で東京女子大学学長である著者が、4人の識者、五木寛之、藤原正彦、
上野千鶴子、長谷川眞理子と議論を交わし、その本質に迫る。（山河藍）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

洋
食
屋
の
料
理
と
常
連
客
を
め
ぐ
る
５
つ
の
物
語
。
村
上
春
樹
の
初
短
編
集
が
復
刻
。

脳
を
休
め
て
効
率
ア
ッ
プ
。
吃
音
症
で
も
接
客
業
の
夢
を
実
現
。
芸
能
界
の
裏
と
表
を
描

く
エ
ン
タ
メ
短
編
集
。
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
本
質
を
学
者
と
探
る
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

海
を
み
お
ろ
す
丘
の
上
に
あ

る
、
小
さ
な
家
に
住
む
ル
ピ
ナ

ス
さ
ん
。
子
ど
も
の
頃
の
お
気

に
入
り
の
場
所
は
、
お
じ
い
さ

ん
の
仕
事
場
。
夜
に
な
る
と
、

お
じ
い
さ
ん
か
ら
遠
い
国
々
の

話
を
し
て
も
ら
い
、
聞
き
終
わ

る
と
必
ず
「
大
き
く
な
っ
た
ら

私
も
遠
く
に
い
く
。
そ
し
て
、

お
ば
あ
さ
ん
に
な
っ
た
ら
、
海

の
そ
ば
の
町
に
す
む
」
と
言
っ

て
い
ま
し
た
。
大
人
に
な
っ
た

ル
ピ
ナ
ス
さ
ん
は
、
お
じ
い
さ

ん
と
約
束
し
た
通
り
に
世
界
中

を
旅
行
し
て
、
海
辺
の
小
さ
な

家
に
住
み
、３
つ
め
の
約
束「
世

の
中
を
美
し
く
す
る
」
た
め
に

す
て
き
な
魔
法
を
思
い
つ
く
の

で
す
。

　

青
、
紫
、
ピ
ン
ク
の
花
を
咲

か
せ
る
華
や
か
な「
ル
ピ
ナ
ス
」

の
イ
メ
ー
ジ
と
、
一
人
の
女
性

の
生
き
方
を
重
ね
な
が
ら
、「
生

き
る
意
味
」
を
美
し
く
し
な
や

か
に
語
り
か
け
る
。
道
が
わ
か

ら
な
く
な
り
立
ち
止
ま
っ
て
し

ま
う
瞬
間
に
読
み
た
く
な
る
、

大
人
も
楽
し
め
る
絵
本
。
バ
ー

バ
ラ
・
ク
ー
ニ
ー
の
繊
細
で
美

し
い
絵
も
物
語
を
引
き
立
て
て

い
る
。日
本
語
で
読
む
な
ら『
ル

ピ
ナ
ス
さ
ん
』。　　
　
（
高
田
）

世
の
中
を
美
し
く
す
る
方
法

 『Miss Rumphius』
Written by Barbara Cooney 
Published by Viking Books
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